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はじめに  
 
  
　平成22年度水産白書「水産の動向」では、若い世代ほど家庭における魚介類の

購入量が少ない、と報告されております。30代は60歳以上世代の約１／３、40代は
30代よりは若干多いものの、それほどの差はありません。30-40代は子育て世代で
あり、親の食材の選択、献立が、幼児期、成長期にある子どもの食習慣の形成に大

きな影響を与えるものと考えられます。	
	

　このような前提において、30-40代の子育て世代の魚介類購入の実態、食に対
する考え方を探り、併せて今後の水産物消費拡大に向けた販売方法、加工形態、
調理方法を、開発の参考となるデータ調査として行いました。	

　	
　調査タイトルは「子育て世代の消費動向---子育て世代の食選択の背景---」と
して、9つの大都市圏に居住する対象者を選択し、アンケート調査を実施致しました。

アンケート調査の内容は、調査実施前に5名の方々を無作為に選択、グループ討
議をして頂き、決定しております。	

	
　また、討議記録も掲載させて頂いておりますが、アンケート調査に加え、子育て
世代家庭の実情が垣間見えます。水産関係者各位、また消費者の方々にも今後の

魚食普及のご参考にして頂ければ幸いです。	
	

社団法人　大日本水産会	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　長　　白　須　敏　朗	
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Ⅰ．調査概要	

n 平成22年度水産白書によると、家庭での生鮮魚介類の購入数量は、年齢層が若くなるに
従い少なくなっており、30代の生鮮魚介類購入数量は、60歳以上の世代の約3分の1にと
どまる。また、50歳以上の世代は加齢とともに嗜好の変化などにより魚介類の購入数量が

増える傾向がみられるものの、40代以下の世代では増大傾向はみられず、生鮮魚介類の
消費低迷状況は継続の状況にある。	

n しかしながら、日本国民1人あたりの年間食用魚介類供給量は、人口100万人以上の国の
中では最大であり、日本人の平均寿命の長さには魚食が大きな影響を与えていると言わ

れている。	

1.調査の背景・目的・概要	

	
	
調査背景　	

	
	
調査目的　	

	
	
調査概要　	

調査設計	
	

　　　ｲﾝﾀ
ﾋﾞｭｰ対象

者	
選定	

　　　総
合分析	

	

・分析軸、調査
項目の検討	

・gooリサーチ消費者モニターから、	
　魚介類購入頻度の低い人を選定	
・魚介類消費動向をヒアリングし、キーワード項目をアンケートに反映	

・調査結果をもとに分析軸を　
作成	
	
・軸別にクロス集計を行った
データを考察	

n ターゲットを食の習慣が育まれる成長期の子ども達を持つ、子育て世代30～40代の主婦
（夫）とし、日常の食における魚介類消費動向を把握、魚食普及推進の参考とする。	

n また、マリン・エコラベルなどの認証制度や、おさかなマイスターなどの資格制度の認知度
も併せて調査し、魚介類購入における消費者の関心度を探った。	

n 今回の調査では、魚介類の購入頻度の高い人、低い人に分け魚介類に対するイメージ、
購入や調理の状況を分析、消費者の食の選択に対応する魚介類の消費拡大を探った。	

　　　アン
ケート実施	

	

・gooリサーチ消費者モニ
ターにプレ調査アンケートを
実施	
・魚介類購入頻度の高い人、
低い人をスクリーニングし、	
本調査を実施	

　　　インタ
ビュー	

	

　　　ｱﾝｹｰ
ﾄ項目へ	

反映	
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2.対象抽出と分析軸の作成	

ｇooリサーチ消費者モニター	

30～40代主婦（夫）・子ども有	

大都市
圏在住	

Webアンケート　プレ調査	

ｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝﾀﾋﾞｭｰ　選定ｱﾝｹｰﾄ	

Webアンケート　本調査	

ｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝﾀﾋﾞｭｰ	

首都圏在住	

魚介類の購入頻度【低】

魚介類の購入頻度【高】

・食生活の実態	

・魚の摂取状況	

・魚に対する潜在意識・子
どもの食育	

※全体的に魚介類の購入頻度が高めであったことから、購
入頻度の高・低を分ける基準を以下のように修正。「週に1
回程度」も購入頻度が【低】い分類とした。	

集計・分析	

家庭で食べる魚介類の購入頻度

月に1回程度

何かのイベントの時くらい

あまり食べない

魚介類の購入頻度【低】→

家庭で食べる魚介類の購入頻度

ほぼ毎日

週に3～4回以上

週に1回程度

月に2～3回程度

月に1回も食べない

→

→

魚介類の購入頻度【高】

魚介類の購入頻度【低】

※インタビュー回答を本調査設計に反映	

※その他、年代別、地域別の分析軸も追加。	



11 

Ⅱ．グループインタビューによる魚介類購入頻度の低い人の傾向	

1.グループインタビューサマリー（1）	

■食生活全般にわたり、加工食品を利用した簡便、短時間の調理傾向がみられた。	

■家族それぞれの生活スタイルや嗜好を優先して、各自の食事時間や食材・メニューを選
択している様子がうかがえた。	

◇インタビュー議事録より主な発言を抜粋　（詳細はP117～149参照）	

◇インタビュー　選定アンケート結果より、対象者5人の属性を抜粋	

⾷食⽣生活の実態 ⼦子どもの弁当には、生協で売られている甘醤油やごまをまぶしたイワシの冷冷凍⾷食品などを焼
いて⼊入れることが多い。
⼦子どもの弁当は、恥ずかしいくらい冷冷凍⾷食品満載。白身魚やパスタをチンして入れるだけ。

⾁肉料料理理の⽅方が下ごしらえもなくバーッと焼くだけでいい。ステーキもボンと焼くだけ。トンカツも
⾐衣付きのものを買って揚げるだけ。

おにぎりの具は、ご飯に混ぜるタイプのシリーズをいろいろ揃えている。
下ごしらえをしたりするのが⾯面倒だと思うと、惣菜を買ったりする。
朝も昼もずっと手抜き。（夕食はしっかり作ろうと思う）

野菜を敷いた上に炒めた⾁肉をバーンと載せるだけで、⾒見見た⽬目の満⾜足感があるのかも。
⼣夕⾷食の準備時間は30〜～40分。
（平均的な）調理の時間が少なく、煮込む時間がないので、根菜類の摂取が少ない。
料理のレシピは、市販の調味料料のパッケージ裏裏などを参考に。
メニューを考えるのが⾯面倒なので、家族に食べたいものを聞く。

家族の⽣生活スタイル
と嗜好

朝⾷食は、主人が先に食べ、あとは⼦子どもたちの学校の始まる時間によって（時間が）異異な
る。私が（仕事に）出る時に（子どもが）起きていないこともあるので、そういう時はパンだけ置いて
出ちゃうこともある。

主⼈人は夜の帰りが2〜～3時で、朝は6時くらいに出るので、朝は食べない。私が起きるより先
に出ていて、何も食べたものがないから、たぶん食べていないと思う。

幼稚園の⼦子はハンバーグが大好き。（弁当を）全部⾷食べきると、⾦金金⾊色のシールをもらえるら
しく、（弁当には）好きなものだけ⼊入れる。他の（おかず）では、そのシールがもらえない。
息⼦子は中⾼高とラグビー部。肉じゃないと力が出ないと言われたようだ。魚を食べないわけじゃな
いが、魚があっても肉が欲しいと言われるので、それが面倒で肉にしている。元々主⼈人も⾁肉派。
すごい（⾷食べる）量量だから、どうしても調理理は⾁肉の⽅方が簡単。
主人の母は（家事を）ちゃんとする人。でも、私はできないと言った。結婚した当時も働いていた
し、双⼦子ができて⼤大変だったし、（最近）また働き始めたので「できません」という感じ。
3⼈人家族なのに、主⼈人と娘が全然好みが違うし、私も違う。それぞれ別のメニューを作るこ
ともある。外食でも好みが3人3様で揉めるので、結局バイキング形式が多い。
娘は魚の食べ方が下手で、魚を出しても6割ぐらいしか食べない。⾷食べられるところも避けて残
してしまうので、こっちも出さなくなっちゃう。
週末は家族3⼈人が、それぞれ台所に⽴立立って（好きなものを作って）いる。
娘はお腹が空くと⼣夕⾷食を作っている最中から違うものを⾷食べたがる。レトルトカレーを食べ
ちゃうことなんかある。

上の⼦子は硬い⾁肉が嫌いで、挽き⾁肉がメイン。何が良良い?と聞けばハンバーグや⿇麻婆⾖豆腐。
主⼈人は⿂魚が嫌いではないが、余計な⼿手を⼊入れてくれるなという感じ。塩焼きが一番らしい。
サバの味噌煮は息⼦子だけが⾷食べる。だから、1⼈人前⽤用が欲しい。
くら寿司は好きなだけ選べるし、⾷食べた分だけお⾦金金を払えばいいので、私には丁度良い。

A B C D E
性・年齢 女・44歳 女・40歳 女・46歳 女・48歳 女・36歳

職業 パート兼 専業主婦 専業主婦 パート兼 専業主婦

子ども 高3 高1・幼稚園 小4 大学2年（双生児） 小1・小4

世帯年収 600～799万円 800～999万円 600～799万円 800～999万円 1000万円以上

魚介類の購入頻度 あまり食べない
何かのイベントの

時くらい
月に1回程度 月に1回程度 月に1回程度
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⿂魚⾷食状況・意識識   両面焼き機能付いたグリルでも、焼けているかどうか確認するのがイヤ。後片付けもイヤ。
普段は味つきの⿂魚を焼くのが専⾨門。最大に頑張ると、カレイの煮つけ。
作って、ブリの照り焼き。カレイの煮つけを結婚当初頑張ったが、10何年年やっていない。
⿂魚の煮つけなんてやったことがないし、やり⽅方も分からないくらい。
⿂魚の煮つけは2年年前くらいにやったかな。
普段はサケの塩焼きをやったら、おめでとう！。カレイの煮つけを、子どもが小さい時にすごく頑
張ったが、半⽣生の出来だったので、その後作らなくなった。
オーブントースターで小さいめざしを焼いて、家族みんなで食べて、(魚を)食べた気になっている。

今、何の⿂魚が旬かよく分からない。旬自体が、ピンとこない。
旬はあまり意識していない。

サケやブリなど決まったものしか買わないので、売り場ではそれしか⾒見見ない。
この⿂魚はこういう調理理に合っているなど、表⽰示がないと分からない。
魚の調理のイメージが湧かない。
今さらまた⿂魚をさばこうと思わない。丸一匹をどうしたらいいか分からない。
さばこうと思って⿂魚を買うことはないので、さばいたことがないかも。
ニオイがないから、味つけの⿂魚を買う。
別に⿂魚をさばけなくても、店でやってくれるので不不⾃自由しない。
肉は薄切りや細切りなど、バリエーションが豊富。⿂魚も揚げやすいカットがあればいいかも。
魚の切り身は高いので、加⼯工してあるものを少量量で売っていたら買うかも。
加工してある魚が増えるといい。フライやフリッター⽤用に、粉までついているものが良良い。
焼き⿂魚に⼤大根おろしを添えるのが⾯面倒。焼いた上に、さらに大根おろしをするなんて。
焼き⿂魚は、単品でボンと切切り⾝身だけで皿に盛る。

⼦子どもの⾷食育   子どもが小さいうちから魚を食べるようにしなくてはと思う。自分だけならデパートで買っても良い。

子どもが大きくなって、魚の食べ方を知らないということがあったらかわいそう。

給⾷食はラクで良い。
⾷食育は、学校で教えて欲しい。
うちの子の世代は食育がなく、レタスとキャベツの区別もつかなかった。

給⾷食の献⽴立立は、家で真似できそうなものしか覚えていない。

<<⿂魚介料料理理を作る習慣がない家庭に有効と思われる対策>>
○衣つきや下味つきなど調理が途中まで施された商品や加熱するだけで食べられ
　る商品の充実

　　⇒日ごろ魚介料理をあまり作らない家庭では、水産物の下処理に関するニーズより、
　　　調理がほぼ完成された状態で提供される商品に関心が強い。

　　⇒魚介料理を調理する習慣があまりないため、調理くずや食べカス、におい取り対策
　　　はこの層には受容度が低い。

1.グループインタビューサマリー（2）	

参考：平成18年度調査	
　総合分析（P36）より	

■魚介類の摂取についても、さばき方やレシピに積極的に取り組むというよりは、提供者
側に、下処理や加工の工夫を求める意識がみられた。	

　平成18年度実施　「小・中学生の子どもをもつ母親に対するアンケート」では、「魚介料理を調理する習慣

があまりない層」には、「調理くずや食べカス、におい取り対策は重要度が低い」という結論が出ており、今
回の調査でも魚介類の購入頻度の低い層には、下処理の手助けとなるグッズや方法を紹介し、魚介類を
積極的にさばくことを促すよりは、予め提供者側で下処理を行った状態のものを提供した方が好まれる傾
向が高い。	

■子どもが好き嫌いなく、色々な食材を食べるようにしたいという気持ちはあるものの、食
育については、学校にて実施して欲しいという希望がある。	

◇インタビュー議事録より主な発言を抜粋　（詳細はP117～149参照）	
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1.回答者全体のプロフィール（1）	

80.6 17.9
1.2

0.3

0% 50% 100%

全体

専業主婦（主夫） パート・アルバイト

派遣社員・会社員等・自営業 その他

(n=1210)

19.9

19.5
6.5

8.0

11.2

12.7

6.4

8.3

7.4

0% 10% 20%

東京23区

横浜市、川崎市

千葉市

さいたま市

名古屋市

大阪市

京都市

神戸市

福岡市

プレF5.家族形態	プレF4.職業	

プレF2.年代	プレF1.性別	

■有効回答数:1,210 。男女比率は女性99.7%、男性0.3%と女性が圧倒的に多い。	

■年代は30代51.8%、40代48.2%と約半数ずつ。魚介類の購入頻度別でも年代比率に、差
はほとんどみられない。	

■居住地域では、東京23区19.9%、横浜市・川崎市19.5%、大阪市12.7%がそれぞれ多い。	

■職業は、専業主婦（夫）が最多の80.6%。仕事を持つ人の中ではパート・アルバイトが17.9%。	

■配偶者と子ども（一人以上）の世帯（核家族世帯）は96.0%、残り4.0%が三世代世帯。	

プレF3.居住地域	

99.7 0.3

0% 50% 100%

全体

女性 男性

(n=1210)

96.0
4.0

0% 50% 100%

全体

配偶者と子ども（一人以上）の世帯

配偶者と子ども（一人以上）と親の三世代世帯

(n=1210)

Ⅲ．回答者属性	

51.8 

51.2 

52.4 

48.2 

48.8 

47.6 

0% 50% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入

頻度【高】（n=590）

魚介類の購入

頻度【低】（n=620）

30代 40代
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1.回答者全体のプロフィール（2）	

■回答者自身も含めた、同居家族の人数は平均3.8人。	

■最年少の子ども年齢は、「0～3歳」が31.2%と最多。続いて「7～12歳」の小学生30.5%。	

■世帯年収は、全体では「401～600万円未満」の層が最多（33.1%）。600万円を区切りに
すると、600万円未満51.2%、601万円以上48.9%とほぼ半分ずつに分かれる。	

■魚介類の購入頻度別に、600万円を区切りにみると、購入頻度の高い人は、半数よりや
や多い52.9%が世帯年収601万円以上であるのに対し、購入頻度の低い人は、55.0%が世

帯年収が600万円未満となっている。	

■年代別に、600万円を区切りにみると、30代の63.2%が世帯年収が600万円未満である
のに対し、40代では、ほぼ同じくらいの61.7%が世帯年収601万円以上となっている。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

プレF7.最年少の子ども年齢	プレF6.同居家族の人数	

31.2 19.3 30.5 10.9
5.5

2.5

0% 50% 100%

全体

0～3歳 4～6歳 7～12歳

13～15歳 16～19歳 20歳以上

(n=1210)

プレF8.世帯年収	

18.1	  

17.1	  

19.0	  

33.1	  

30.0	  

36.0	  

27.1	  

26.4	  

27.7	  

21.8	  

26.5	  

17.3	  

0% 50% 100%

全体（n=1210）

魚介類の購入頻度

【高】（n=590）

魚介類の購入頻度

【低】（n=620）

400万円未満 401万～600万円未満

601～800万円未満 800万円以上

18.1	  

21.4	  

14.5	  

33.1	  

41.8	  

23.7	  

27.1	  

24.9	  

29.5	  

21.8	  

12.0	  

32.2	  

0% 50% 100%

全体（n=1210）

30代（n=627）

40代（n=583）

400万円未満 401万～600万円未満

601～800万円未満 800万円以上

最小値 平均 最大値

全体(n=1210) 3.0人 3.8人 7.0人

30代(n=627) 3.1人 3.7人 7.0人

40代(n=583) 3.2人 3.8人 7.0人

47.1%	

55.0%	

52.9%	

51.2%	 48.9%	

51.2%	 48.9%	

63.2%	 36.9%	

38.2%	 61.7%	

45.0%	
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好きなほう

どちらともいえない

嫌いなほう

健康によい [1] 96.8 [3] 93.9 [1] 95.3 [13] 3.2 [11] 6.1 [12] 4.7

自分自身ももっと食べるようにしたい [2] 94.4 [1] 96.1 [1] 95.3 [12] 5.6 [13] 3.9 [12] 4.7

子どもにもっと食べさせたい [3] 93.4 [2] 94.5 [2] 94.0 [11] 6.6 [12] 5.5 [11] 6.0

栄養価が高い [4] 69.0 [4] 68.9 [3] 68.9 [10] 31.0 [10] 31.1 [10] 31.1

食べ飽きない [5] 50.3 [7] 25.3 [4] 37.5 [9] 49.7 [7] 74.7 [9] 62.5

スタミナが付く [13] 0.8 [13] 1.5 [13] 1.2 [1] 99.2 [1] 98.5 [1] 98.8

満足感がある [12] 5.1 [12] 2.3 [12] 3.6 [2] 94.9 [2] 97.7 [2] 96.4

メニューが豊富 [11] 5.4 [11] 2.4 [11] 3.9 [3] 94.6 [3] 97.6 [3] 96.1

調理コストが手ごろ [10] 23.7 [10] 15.0 [10] 19.3 [4] 76.3 [4] 85.0 [4] 80.7

料理の香りがいい [9] 31.0 [5] 30.0 [9] 30.5 [5] 69.0 [9] 70.0 [5] 69.5

調理が簡単 [8] 36.8 [9] 24.7 [8] 30.6 [6] 63.2 [6] 75.3 [6] 69.4

短時間で調理できる [7] 40.5 [6] 29.2 [6] 34.7 [7] 59.5 [8] 70.8 [8] 65.3

美味しい [6] 42.5 [8] 23.2 [7] 32.6 [8] 57.5 [5] 76.8 [7] 67.4

9.8 26.3 18.3

0.7 6.8 3.8

⿂魚料料理理
魚介類の購入頻
度【高】（n=590）

魚介類の購入頻
度【低】（n=620）

全体
(n=1210)

プレ問2家族は⿂魚介類が好きか
89.5 66.9 77.9

本問10.⿂魚料料理理と⾁肉料料理理のイメージ
0.7 0.2 0.4

8.1 4.4 6.2

プレ問1家族は⾁肉類が好きか
91.2 95.5 93.4

⾁肉料料理理
魚介類の購入頻
度【高】（n=590）

魚介類の購入頻
度【低】（n=620）

全体
(n=1210)

<

<

>

1. 魚介・肉類の嗜好とイメージ（1）	

【全体】	

■全体で、家族が肉類が「好きなほう」と回答した人は93.4%、魚介類が「好きなほう」と回
答した人は77.9%と、肉類が「好きなほう」と回答した人の方が、15ポイント以上高い。	

	

■魚料理のイメージ：上位5位は、「健康」、「栄養価」など、体に良いイメージが高く、回答	
　者自身やその子どもが、「もっと食べるようにしたい」という」割合も高い。	

■肉料理のイメージ：上位5位は、「スタミナ」や「満足感」など、満腹感を表すイメージが高
く、「メニューの豊富さ」「コストが手ごろ」といった項目の割合も高い。	

	
■【魚介類の購入頻度別】	

■魚介類：購入頻度が高い人の約9割が「好きなほう」と回答。購入頻度が低い人は「好き
なほう」が66.9%と、両者で20ポイント以上の差がみられた。	

■購入頻度が低い人は、「嫌いなほう」と回答したのは6.8%と、1割未満で、「どちらともいえ
ない」が26.3%と、好きでもないが、嫌いでもないという割合が高い。	

■肉類：購入頻度の低い人の方が、「好きなほう」と回答した割合（95.5%）が、購入頻度の
高い人より4.3ポイント高く、魚料理より肉料理の方が「美味しい」とイメージした割合
（76.8%）も、購入頻度の高い人（57.5%）より19.3ポイント高かった。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

プレ問1、プレ問2、問10. 魚介・肉類の好き・嫌いと各料理のイメージ（魚介類の購入頻度別）	

Ⅳ．子育て世代の食の傾向	

（詳細はP47～50、P78～80参照）	

（%）	
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好きなほう

どちらともいえない

嫌いなほう

健康によい [2] 95.1 [1] 95.5 [1] 95.3 [12] 4.9 [13] 4.5 [12] 4.7

自分自身ももっと食べるようにしたい [1] 95.2 [2] 95.4 [1] 95.3 [13] 4.8 [12] 4.6 [12] 4.7

子どもにもっと食べさせたい [3] 94.4 [3] 93.5 [2] 94.0 [11] 5.6 [11] 6.5 [11] 6.0

栄養価が高い [4] 76.1 [4] 61.2 [3] 68.9 [10] 23.9 [10] 38.8 [10] 31.1

食べ飽きない [6] 35.9 [5] 39.3 [4] 37.5 [8] 64.1 [9] 60.7 [9] 62.5

スタミナが付く [13] 1.6 [13] 0.7 [13] 1.2 [1] 98.4 [1] 99.3 [1] 98.8

満足感がある [11] 4.0 [12] 3.3 [12] 3.6 [3] 96.0 [2] 96.7 [2] 96.4

メニューが豊富 [12] 3.5 [11] 4.3 [11] 3.9 [2] 96.5 [3] 95.7 [3] 96.1

調理コストが手ごろ [10] 19.9 [10] 18.5 [10] 19.3 [4] 80.1 [4] 81.5 [4] 80.7

料理の香りがいい [9] 32.2 [8] 28.6 [9] 30.5 [5] 67.8 [6] 71.4 [5] 69.5

調理が簡単 [7] 34.0 [9] 26.9 [8] 30.6 [7] 66.0 [5] 73.1 [6] 69.4

短時間で調理できる [5] 37.3 [7] 31.9 [6] 34.7 [9] 62.7 [7] 68.1 [8] 65.3

美味しい [8] 32.5 [6] 32.8 [7] 32.6 [6] 67.5 [8] 67.2 [7] 67.4

15.8 20.9 18.3

4.1 3.4 3.8

⿂魚料料理理
30代

(n=627)
40代

(n=583)
全体

(n=1210)

プレ問2家族は⿂魚介類が好きか
80.1 75.6 77.9

本問10.⿂魚料料理理と⾁肉料料理理のイメージ
0.6 0.2 0.4

7.7 4.6 6.2

プレ問1家族は⾁肉類が好きか
91.7 95.2 93.4

⾁肉料料理理
30代

(n=627)
40代

(n=583)
全体

(n=1210)

<>

1. 魚介・肉類の嗜好とイメージ（2）	

【年代別】	

■魚介類：30代の方が「好きなほう」と回答した割合（80.1%）が、40代（75.6%）より4.5ポイン
ト高い。「嫌いなほう」と回答した割合は、30代が4.1%、40代が3.4%とほとんど差がなく、年
代別で魚介類を好まない傾向は、みられない。	

■肉類：40代の方が「好きなほう」と回答した割合（95.2%）が、30代（91.7%）より3.5ポイント
とやや高い。	

	

■魚料理のイメージ：4位の「栄養価が高い」では、年代別の順位は同じであったが、30代	

　は76.1%、40代は61.2%と、30代の方が約15ポイントも高く、魚料理の「栄養価が高い」とい	
　うイメージは、30代の方が高いとみられる。	
　：5位のイメージは、年代別で異なった。30代は「短時間で調理できる」。40代は「食べ飽	

　きない」。	

■肉料理のイメージ：全体では5位「香りがいい」に対し、40代は「調理が簡単な点」の方が
イメージが高かった。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

プレ問1、プレ問2、問10. 魚介・肉類の好き・嫌いと各料理のイメージ（年代別）	

（詳細はP47～50、P78～80参照）	

（%）	
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42.5

23.2

57.5

76.8

0% 50% 100%

魚介類の購入頻度

【高】（n=590）

魚介類の購入頻度

【低】（n=620）

魚料理 肉料理

34.0	  

26.9

66.0	  

73.1

0% 50% 100%

30代
（n=627）

40代
（n=583）

魚料理 肉料理

76.1

61.2

23.9

38.8

0% 50% 100%

30代
（n=627）

40代
（n=583）

魚料理 肉料理

40.5

29.2

59.5

70.8

0% 50% 100%

魚介類の購入頻度

【高】（n=590）

魚介類の購入頻度

【低】（n=620）

魚料理 肉料理

36.8

24.7

63.2

75.3

0% 50% 100%

魚介類の購入頻度

【高】（n=590）

魚介類の購入頻度

【低】（n=620）

魚料理 肉料理

50.3

25.3

49.7

74.7

0% 50% 100%

魚介類の購入頻度

【高】（n=590）

魚介類の購入頻度

【低】（n=620）

魚料理 肉料理

1.魚介・肉類の嗜好とイメージ（3）	

【魚介類の購入頻度別】	

■肉料理に対し、「食べ飽きない」「美味しい」「調理が簡単」「短時間で調理できる」イメー
ジは、購入頻度の低い人の方が高い。購入頻度の高い人よりも、10ポイント以上高く、い
ずれのイメージも、肉料理の割合が70%を越えている。	

■「食べ飽きない」点では、購入頻度の高い人は、魚料理の方が50.3%と肉料理よりわずかに高い。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

問10. 魚・肉料理のイメージ（魚介類の購入頻度別）	

◇食べ飽きない	 ◇美味しい	

◇調理が簡単	 ◇短時間で調理できる	

◇栄養価が高い	 ◇調理が簡単	

問10. 魚・肉料理のイメージ（年代別）	

【年代別】	

■「栄養価が高い」では、30代、40代ともに魚料理の方がそのイメージが高いが、30代の
76.1%に対し、40代は61.2%と、約15ポイントも下がる。	

■肉料理の方が「調理が簡単」とイメージしたのは、30代（66.0%）より40代（73.1%）の方が
7.1ポイント高い。	

（詳細はP79参照）	

（詳細はP80参照）	
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1位 さけ 89.5 さけ 81.3 さけ 85.3
2位 さんま 69.0 さんま 50.8 さんま 59.7
3位 白身の魚 66.6 さば 46.1 さば 55.1
4位 さば 64.6 ぶり 44.8 白身の魚 54.9
5位 ぶり 61.7 えび 44.2 ぶり 53.1
6位 あじ 60.7 白身の魚 43.7 あじ 50.5

1位 切り身 96.3 切り身 95.8 切り身 96.0
2位 刺身 66.4 刺身 55.5 刺身 60.8
3位 1匹：下処理済み 46.8 1匹：下処理済み 37.6 1匹：下処理済み 42.1
4位 1匹：まるごと 31.7 1匹：まるごと 25.6 1匹：まるごと 28.6

1位 干物 73.7 練り物 62.4 干物 66.9
2位 練り物 63.1 干物 60.3 練り物 62.7
3位 魚肉ハム・ｿｰｾｰｼﾞ 45.4 魚肉ハム・ｿｰｾｰｼﾞ 43.4 魚肉ハム・ｿｰｾｰｼﾞ 44.4
4位 缶・瓶詰 39.5 冷凍 32.3 冷凍 35.3

ほぼ毎日 4.9 0.0 2.4
週に3～4回以上 95.1 0.0 46.4
週に1回程度 0.0 83.9 43.0
月に2～3回程度 0.0 15.3 7.9
月に1回も食べない 0.0 0.8 0.4

1人1（切/匹/ﾊ ｯ゚ｸ）

1人複数（切/匹/ﾊ ｯ゚ｸ）

1（切/匹/ﾊ ｯ゚ｸ）÷人数

300円以下 30.0 32.4 31.2
301～500円 40.8 45.6 43.3
501～800円 21.5 17.1 19.3
801円以上 7.6 4.8 6.2

70.8 78.0 74.5

29.1 21.9 25.5

68.1

25.8

6.1

67.6

100.0 0.0 48.8

0.0 100.0 51.3

⿂魚料料理理
魚介類の購入頻度【高】

（n=590）
魚介類の購入頻度【低】

（n=620）

本問8-‐‑‒1.1⾷食あたりの鮮⿂魚の予算

本問5.よく⾷食べる⿂魚介類の種類

本問6.よく購⼊入する⿂魚介類の形態

本問7.よく購⼊入する⿂魚介類加⼯工⾷食品

プレ問3-‐‑‒2.⿂魚介類の購⼊入頻度度

本問8-‐‑‒2.1⾷食あたりの鮮⿂魚の数量量

26.0

6.5

67.9

25.9

6.3

全体
(n=1210)

2.魚介類の消費傾向（1）	

【全体】	

■さけ（85.3%）が圧倒的によく食べられている。「切り身」96.0%の利用が群を抜いて高く、次いで刺身60%。	

■1食あたりの鮮魚の数量は、67.9%が、家族「1人につき1切れ/1匹」といった単位で調理。
一般的な魚の切り身が約60～100gとすると、1人あたりの1食の魚介類の数量は、肉の
78.9～131.6g（P23）よりも少ない。	

【魚介類の購入頻度別】	

■2位以下のよく食べる魚種は、魚介類の購入頻度の高い人は、いずれも6割以上がよく食べているのに対
し、低い人は40～50%以下。	

■魚を「1匹まるごと」の形でよく購入する人は、魚介類の購入頻度の高い人でも31.7%。	

■家庭で1食あたりの鮮魚の予算は、「501～800円」と「801円以上」の合計では、魚介類
の購入頻度の高い人（29.1%）の方が、低い人（21.9%）より7.2ポイント高い。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

プレ問3-2、本問5～8.魚介類の消費動向（魚介類の購入頻度別）	 （詳細はP64～72参照）	

（%）	
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1位 さけ 84.5 さけ 86.1 さけ 85.3
2位 さんま 60.0 さんま 59.3 さんま 59.7
3位 白身の魚 53.9 さば 58.0 さば 55.1
4位 さば 52.5 まぐろ 56.9 白身の魚 54.9
5位 ぶり 51.4 白身の魚 55.9 ぶり 53.1
6位 海藻類 48.0 ぶり 54.9 あじ 50.5

1位 切り身 95.5 切り身 96.6 切り身 96.0
2位 刺身 53.6 刺身 68.6 刺身 60.8
3位 1匹：下処理済み 44.7 1匹：下処理済み 39.3 1匹：下処理済み 42.1
4位 1匹：まるごと 27.1 1匹：まるごと 30.2 1匹：まるごと 28.6

1位 干物 63.2 干物 70.8 干物 66.9
2位 練り物 59.3 練り物 66.4 練り物 62.7
3位 魚肉ハム・ｿｰｾｰｼﾞ 44.7 魚肉ハム・ｿｰｾｰｼﾞ 44.1 魚肉ハム・ｿｰｾｰｼﾞ 44.4
4位 冷凍 34.4 缶・瓶詰 40.3 冷凍 35.3

ほぼ毎日 1.6 3.3 2.4
週に3～4回以上 46.6 46.1 46.4
週に1回程度 41.8 44.3 43.0
月に2～3回程度 9.7 5.8 7.9
月に1回も食べない 0.3 0.5 0.4

1人1（切/匹/ﾊ ｯ゚ｸ）

1人複数（切/匹/ﾊ ｯ゚ｸ）

1（切/匹/ﾊ ｯ゚ｸ）÷人数

300円以下 38.0 24.0 31.2
301～500円 44.5 42.0 43.3
501～800円 15.2 23.7 19.3
801円以上 2.4 10.3 6.2

17.6 34.0 25.5

7.5 5.0 6.3

本問8-‐‑‒1.1⾷食あたりの鮮⿂魚の予算

82.5 66.0 74.5

本問8-‐‑‒2.1⾷食あたりの鮮⿂魚の数量量
67.8 67.9 67.9

24.7 27.1 25.9

本問7.よく購⼊入する⿂魚介類加⼯工⾷食品

プレ問3-‐‑‒2.⿂魚介類の購⼊入頻度度

48.2 49.4 48.8

51.8 50.6 51.3

⿂魚料料理理
30代

(n=627)
40代

(n=583)
全体

(n=1210)

本問5.よく⾷食べる⿂魚介類の種類

本問6.よく購⼊入する⿂魚介類の形態

2.魚介類の消費傾向（2）	

【年代別】	

■40代はよく食べる魚介類の4位にまぐろ（56.9%）があげられ、割合も30代（43.2%）より高い。（P65も参考）	

■「刺身」は40代の68.6%に対し、30代は53.6%と、全体（60.8%）よりも7.2ポイント低く、40代比では15ポイントも
低い。	

■魚介類の購入頻度は、「週に1回」「月に2～3回」「月に1回も食べない」を合わせた合計
が、30代51.8%、40代50.6%と、いずれも半数ほどが、購入頻度が低い部類に入る。	

■家庭で1食あたりの鮮魚の予算は、「501～800円」と「801円以上」の合計では、40代
（34.0%）の方が、30代（17.6%）より16.4ポイント高い。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

プレ問3-2、本問5～8.魚介類の消費動向（年代別）	 （詳細はP64～72参照）	

（%）	
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2.魚介類の消費傾向（3）	

よく食べる魚料理（共通）	

■回答者自身（主婦または主夫）、夫・他の家族（以降、「夫」と表記）、子どものいずれも1
位：「刺身・寿司」、2位：「焼き魚」の順位は同じ。夫と子どもは、3位：「揚げ物」も同じ。	

よく食べる魚料理（夫）	

■「刺身・寿司」（86.6%）、「焼き魚」（75.7%）、「照り焼き」（57.6%）、「煮付け」（55.0%）、「鍋
物」（55.1%）の和食風メニューでは、半数以上がよく食べると回答。例外は、フライやフ

リッターなど洋食の可能性も多い、揚げ物（61.2%）。	

■回答者自身と夫で10ポイント以上の開きがみられたのが、「照り焼き」「ムニエル」「ホイ
ル焼き」と、焼き物が多い。	

よく食べる魚料理（子ども）	

■「ホイル焼き」（34.0%）、「煮付け」（44.6%）、「鍋物」（31.9%）といった、煮物などの淡白な料
理の割合が、半数を切っている。	

■回答者自身と比較すると、「揚げ物」を除く、すべての料理で子どものよく食べる割合は
10ポイント以上低い。特に、「ホイル焼き」と「鍋物」では、20ポイント以上の差があった。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

本問9.家庭でよく食べる魚料理（家族比）	

81.7	   81.1	  

68.1	   66.4	  

54.8	  
59.8	  

63.8	  
54.8	  

86.6	  

75.7	  

57.6	  
49.3	  

40.2	  

61.2	  
55.0	  

55.1	  
68.9	  

62.8	  

50.5	   52.0	  

34.0	  

54.9	  

44.6	  

31.9	  

回答者自身 夫・他の家族 子ども

【刺身・寿司】 【焼き魚】 【照り焼き】 【ムニエルなど】【ホイル焼き】 【揚げ物】 【煮付け】 【鍋物】

生 焼き物 揚げ物 煮物

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位
刺身・寿司 焼き魚 照り焼き ムニエルなど 煮付け 揚げ物 ホイル焼き 鍋物

81.7 81.1 68.1 66.4 63.8 59.8 54.8 54.8

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位
刺身・寿司 焼き魚 揚げ物 照り焼き 鍋物 煮付け ムニエルなど ホイル焼き

86.6 75.7 61.2 57.6 55.1 55.0 49.3 40.2

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位
刺身・寿司 焼き魚 揚げ物 ムニエルなど 照り焼き 煮付け ホイル焼き 鍋物

68.9 62.8 54.9 52.0 50.5 44.6 34.0 31.9

回答者自身

子ども

夫・
他の家族

（n=1210）	
（詳細はP73～77参照）	

（%）	
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2.魚介類の消費傾向（4）	

よく食べる魚料理（回答者自身）【魚介類の購入頻度別】	

■とりわけ「煮付け」「鍋物」といった煮物では、魚介類の購入頻度の高い人の方が、10ポ
イント以上高く、よく食べている。	

よく食べる魚料理（回答者自身）【年代別】	

■特に大きな違いがみられる料理は、ない。	

よく食べる魚料理（夫）【魚介類の購入頻度別】	

■すべての料理において、購入頻度の高い人の夫の方が、よく食べる割合が高い。	

■購入頻度の高い人の夫は、「ホイル焼き」（45.1%）を除くすべての料理で50%以上が、よく食べる。	

よく食べる魚料理（夫）【年代別】	

■すべての料理において、40代の人の夫の方がよく食べる割合が高い。	

■しかし、魚介類の購入頻度の低い人の夫では、半数未満の「鍋物」も、30代の夫でみると、54.7%と半数を
超える。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

本問9.家庭でよく食べる魚料理（回答者自身）	

84.4	   83.2	  
71.4	   70.5	  

58.8	   63.4	  
70.7	  

63.9	  79.0	  
79.0	  

65.0	   62.4	  
51.0	   56.5	   57.3	  

46.1	  

【高】 【低】 全体

【刺身・寿司】 【焼き魚】 【照り焼き】 【ムニエルなど】【ホイル焼き】 【揚げ物】 【煮付け】 【鍋物】

生 焼き物 揚げ物 煮物

80.7	   82.1	  

67.3	   64.0	  
54.5	  

60.1	  
64.8	  

55.8	  

82.7	  
79.9	  

69.0	   69.0	  
55.1	  

59.5	   62.8	  

53.7	  

30代 40代 全体

【刺身・寿司】 【焼き魚】 【照り焼き】 【ムニエルなど】【ホイル焼き】 【揚げ物】 【煮付け】 【鍋物】

生 焼き物 揚げ物 煮物

本問9.家庭でよく食べる魚料理（夫・他の家族）	

89.3	  

76.8	  

62.2	  
53.1	  

45.1	  

63.6	   59.5	   63.4	  
84.0	  

74.7	  

53.2	  
45.8	  

35.6	  

58.9	  
50.6	   47.3	  

【高】 【低】 全体

【刺身・寿司】 【焼き魚】 【照り焼き】 【ムニエルなど】【ホイル焼き】 【揚げ物】 【煮付け】 【鍋物】

生 焼き物 揚げ物 煮物

84.1	  

74.0	  

56.0	  
49.0	  

38.1	  

60.3	  
51.8	   54.7	  

89.4	  
77.5	  

59.3	  
49.7	  

42.5	   62.1	  
58.3	   55.6	  

30代 40代 全体

【刺身・寿司】 【焼き魚】 【照り焼き】 【ムニエルなど】【ホイル焼き】 【揚げ物】 【煮付け】 【鍋物】

生 焼き物 揚げ物 煮物

◇購入頻度別	 ◇年代別	

◇年代別	◇購入頻度別	

（詳細はP73～77参照）	

（詳細はP73～77参照）	
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（詳細はP81参照）	

1位 レシピを工夫 23.8%

2位 骨をなくす 13.0%

3位 下処理 12.4%

4位 匂い 11.7%

5位 価格 10.8%

本問9.家庭でよく食べる魚料理（子ども）	

2.魚介類の消費傾向（5）	

よく食べる魚料理（子ども）【魚介類の購入頻度別】	

■すべての料理において、購入頻度の高い人の子どもの方が、よく食べる割合が高い。	

■購入頻度の高い子どもは、「ホイル焼き」（38.0%）、「煮付け」（47.5%）、「鍋物」（38.3%）を除く5種類の料理で
50%以上となっているのに対し、購入頻度の低い子どもで50%を越えているのは、「刺身・寿司」（66.3%）、
「焼き魚」（60.5%）、「揚げ物」（50.5%）の3種類のみである。	

71.7	  
65.3	  

54.6	   55.8	  

38.0	  

59.5	  
47.5	  

38.3	  

66.3	  
60.5	  

46.6	   48.4	  

30.3	  

50.5	  
41.9	  

25.8	  

【高】 【低】 全体

【刺身・寿司】 【焼き魚】 【照り焼き】 【ムニエルなど】【ホイル焼き】 【揚げ物】 【煮付け】 【鍋物】

生 焼き物 揚げ物 煮物

※子どもの年代比については、30代と40代の子
どもの年齢層の差が大きい（P44）ため、割愛した。
参考までに集計をとった結果は、P75に掲載。	

◇購入頻度別	

1位 ヘルシー 21.9%

2位 栄養価が高い 18.2%

3位 調理のしやすさ 14.8%

4位 簡単な調理方法（を紹介） 9.6%

5位 バリエーション・レパートリー 8.3%

2.魚介類の消費動向（6）	

魚料理の改善点（自由記述回答をキーワードで分類）　※：問10（P15）で肉料理のイメージ項目が多い人	

■1位：「レシピを工夫」。問9（P22）でも、「刺身・寿司」「焼き魚」など味付けが固定され、バ
リエーションがすくないメニューが上位に並ぶ。問10で肉料理のイメージが高い項目に対
して、魚料理では改善した方が良いと考えられている傾向がみられる。	

魚料理のｱﾋﾟｰﾙ点（自由記述回答をキーワードで分類）　※：問10（P15）で魚料理のイメージ項目が多い人	

■1位：「ヘルシー」2位：「栄養価が高い」と、体に良いことを強調する意見が多く、問10でも
この2つの項目は、上位3位にのぼった。	

本問11.魚料理の改善点	

本問12.魚料理のアピール点	

1位 2位
刺身・寿司 焼き魚

81.7 81.1

1位 2位
刺身・寿司 焼き魚

86.6 75.7

1位 2位
刺身・寿司 焼き魚

68.9 62.8

回答者自身

子ども

夫・
他の家族

[3] メニューが豊富 96.1

[4] 調理コストが手ごろ 80.7

⾁肉料料理理（⾼高評価イメージ）
全体(n=1210)

[1] 健康によい 95.3

[3] 栄養価が高い 68.9

⿂魚料料理理（⾼高評価イメージ）
全体(n=1210)

（n=886）	

（n=324）	

（詳細はP73～77参照）	

（詳細はP82参照）	

（%）	

（%）	

（%）	
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1位 豚肉 94.7 豚肉 96.3 豚肉 95.5
2位 鶏肉 85.8 鶏肉 84.4 鶏肉 85.0
3位 牛肉 49.7 牛肉 41.8 牛肉 45.6

1位 ロースやバラなど 95.6 ロースやバラなど 95.2 ロースやバラなど 95.4
2位 ひき肉 75.8 ひき肉 75.3 ひき肉 75.5
3位 ブロックなど 35.4 ブロックなど 31.6 ブロックなど 33.5
4位 角切りなど１口大 24.2 角切りなど１口大 18.7 角切りなど１口大 21.4
5位 骨付き状のもの 21.0 骨付き状のもの 13.7 骨付き状のもの 17.3

1位 ハム・ソーセージ・ベーコン 96.3 ハム・ソーセージ・ベーコン 98.1 ハム・ソーセージ・ベーコン 97.2
2位 冷凍 34.2 冷凍 31.1 冷凍 32.6
3位 レトルト 19.0 レトルト 14.4 レトルト 16.6
4位 缶・瓶詰 13.6 缶・瓶詰 9.8 缶・瓶詰 11.7

ほぼ毎日 23.2 22.7 23.0
週に3～4回以上 72.9 63.5 68.1
週に1回程度 3.4 11.9 7.8
月に2～3回程度 0.3 1.8 1.1
月に1回も食べない 0.2 0.0 0.1

300g未満 51.7 51.3 51.5
301～500g 37.3 37.3 37.3
501～800g 9.5 10.8 10.2
801g以上 1.5 0.7 1.1

300円以下 23.4 26.0 24.7
301～500円 37.3 44.5 41.0
501～800円 22.9 19.8 21.3
801円以上 16.4 9.7 13.0

96.1 86.2 91.1

⾁肉料料理理
魚介類の購入頻度【高】

（n=590）
魚介類の購入頻度【低】

（n=620）
全体

(n=1210)

3.9 13.7 9.0

11.0 11.5 11.3

89.0 88.6 88.8

本問1.よく⾷食べる⾁肉類の種類

本問2.よく購⼊入する⾁肉類の形態

本問3.よく購⼊入する⾁肉類加⼯工⾷食品

プレ問3-‐‑‒1.⾁肉類の購⼊入頻度度

本問4-‐‑‒2.1⾷食あたりの⾁肉の数量量

本問4-‐‑‒1.1⾷食あたりの⾁肉の予算

60.7 70.5 65.7

39.3 29.5 34.3

3.肉類の消費傾向（1）	

【全体】	

■「豚肉」（95.5%）と「鶏肉」（85.0%）がよく食べられている。「ロースやバラなど（の薄切り）」（95.4%）、「ひき肉」
（75.5%）といった、小分けしやすく、火の通りやすいものがよく利用されている。	

■ 1食あたりの肉の数量は、全体で「300g未満」と「301～500g」を合わせた、500g以下が
88.8%。300gと500gをそれぞれ家族の平均人数（3.8人（P14））で割ると、1人あたりの数量
は78.9～131.6g程度となる。	

【魚介類の購入頻度別】	

■1食当たりの数量は変わらないが、魚介類の購入頻度の高い人の方が、1食当たりの肉
の予算は、「501～800円」と「801円以上」の合計（39.3%）が、購入頻度の低い人（29.5%）
より9.8ポイント高い。	

■「ほぼ毎日」と「週に3～4回」を合計した購入頻度は、魚介類の購入頻度の高い人の方が、高い。	

プレ問3-1、本問1～4.肉類の消費動向（魚介類の購入頻度別）	 （詳細はP55～63参照）	

（%）	
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1位 豚肉 96.2 豚肉 94.9 豚肉 95.5
2位 鶏肉 85.0 鶏肉 85.1 鶏肉 85.0
3位 牛肉 41.8 牛肉 49.7 牛肉 45.6

1位 ロースやバラなど 94.9 ロースやバラなど 95.9 ロースやバラなど 95.4
2位 ひき肉 77.5 ひき肉 73.4 ひき肉 75.5
3位 ブロックなど 32.2 ブロックなど 34.8 ブロックなど 33.5
4位 角切りなど１口大 17.9 角切りなど１口大 25.2 角切りなど１口大 21.4
5位 骨付き状のもの 16.1 骨付き状のもの 18.5 骨付き状のもの 17.3

1位 ハム・ソーセージ・ベーコン 97.0 ハム・ソーセージ・ベーコン 97.4 ハム・ソーセージ・ベーコン 97.2
2位 冷凍 30.8 冷凍 34.6 冷凍 32.6
3位 レトルト 14.5 レトルト 18.9 レトルト 16.6
4位 缶・瓶詰 10.0 缶・瓶詰 13.4 缶・瓶詰 11.7

ほぼ毎日 23.9 22.0 23.0
週に3～4回以上 66.0 70.3 68.1
週に1回程度 8.9 6.5 7.8
月に2～3回程度 1.0 1.2 1.1
月に1回も食べない 0.2 0.0 0.1

300g未満 58.5 43.9 51.5
301～500g 33.7 41.2 37.3
501～800g 7.3 13.2 10.2
801g以上 0.5 1.7 1.1

300円以下 31.6 17.3 24.7
301～500円 41.6 40.3 41.0
501～800円 17.9 25.0 21.3
801円以上 8.9 17.3 13.0

本問4-‐‑‒1.1⾷食あたりの⾁肉の予算

60.7 57.6 65.7

39.3 42.3 34.3

本問4-‐‑‒2.1⾷食あたりの⾁肉の数量量

92.2 85.1 88.8

7.8 14.9 11.3

本問3.よく購⼊入する⾁肉類加⼯工⾷食品

プレ問3-‐‑‒1.⾁肉類の購⼊入頻度度

89.9 92.3 91.1

10.1 7.7 9.0

⾁肉料料理理
30代

(n=627)
40代

(n=583)
全体

(n=1210)

本問1.よく⾷食べる⾁肉類の種類

本問2.よく購⼊入する⾁肉類の形態

3.肉類の消費傾向（2）	

【年代別】	

■40代の方がボリュームのある「角切り」を購入する割合（25.2%）が、30代（17.9%）よりも7.3ポイント高い。	

■肉類の購入頻度は、30代、40代ともに「ほぼ毎日」と「週に3～4回以上」を合わせた割合が9割前後と、大
きく変わらない。	

■1食当たりの肉の予算も、30代、40代ともに「300円以下」と「301～500円」の合計が6割前後と大きな差は
みられない。	

■1食当たりの肉の数量は、40代の方が「501～800g」と「800g以上」の合計が、14.9%と、30
代の7.8%より7.1ポイント高い。家族の平均人数は0.1人しか差がないものの（P14）、30代
の半数以上が1番下の子どもが「0～3歳」と回答していることから（P44）、子どもの年齢
が低いことが、1食当たりの肉類の数量に影響していると考えられる。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

プレ問3-1、本問1～4.肉類の消費動向（年代別）	 （詳細はP55～63参照）	

（%）	
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1.魚介類の購入動向（1）	

【全体】	

■魚介類の購入場所は、「食品中心のスーパー」77.2%、「大型スーパー」64.8%とスーパー
が上位2位を占める。3位は「生協宅配」18.9%と、「生協」店頭よりも宅配利用の方が5ポ
イント高い。昔ながらの「魚屋」は8.7%と1割未満。また、「ネットスーパー」利用も3.9%と大
都市圏でも、まだ魚介類の購入においては、利用度が低い。	

■魚介類の購入場所の選択理由では、1位：「家から近い」、2位：「商品が安い」と、上位2
位は立地の利便性と価格が重視されている。	

■魚介類購入の際の優先事項は、1位：「価格」、2位：「新鮮さ」、3位：「調理の簡便さ」、4
位：「品質」、5位：「栄養価」。特に1位と2位は、1.1ポイントの僅差となっている。	

【魚介類の購入頻度別】【年代別】	

■購入頻度の低い人は、購入場所選択理由において、「家から近い」（55.1%）が購入頻度の高い人（44.6%）
より10.5ポイント高い。「商品が安い」（45.4%）でも、購入頻度の高い人（40.2%）より5.2ポイント高い。	

■購入頻度の高い人、40代は優先事項として、1位に「新鮮さ」があげられ、「価格」よりわ
ずかに重視。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

本問13～14. 魚介類の購入場所とその理由	

Ⅴ．魚介類の購入動向	

77.2
64.8

18.9

13.9

8.7

3.9

0% 40% 80%

食品中心

のスーパー

大型

スーパー

生協宅配

生協

魚屋

（個人商店）

ネット

スーパー

価格 [2] 24.3% [1] 26.1% [1] 25.2%

新鮮さ [1] 24.8% [2] 23.5% [2] 24.1%

調理の簡便さ [3] 19.2% [3] 22.0% [3] 20.6%

国産品など品質 [4] 16.6% [4] 14.5% [4] 15.6%

栄養価 [5] 15.1% [5] 13.9% [5] 14.5%

魚介類の購入
頻度【高】
（n=590）

魚介類の購入
頻度【低】
（n=620）

全体
(n=1210)

価格 [1] 25.8% [2] 24.6% [1] 25.2%

新鮮さ [2] 23.6% [1] 24.7% [2] 24.1%

調理の簡便さ [3] 20.8% [3] 20.4% [3] 20.6%

国産品など品質 [4] 15.6% [4] 15.6% [4] 15.6%

栄養価 [5] 14.3% [5] 14.7% [5] 14.5%

30代
(n=627)

40代
(n=583)

全体
(n=1210)

44.6	  

40.2	  

31.0	  

24.9	  

20.6	  

55.1	  

45.4	  

25.2	  

22.2	  

15.7	  

0% 30% 60%

家から近い

商品が安い

商品の鮮度がいい

品ぞろえがいい

商品の質がいい

魚介類の購入頻度

【高】（n=590）
魚介類の購入頻度

【低】（n=620）

◇上位6位までの購入場所（n=1210）	 ◇上位5位までの理由（店頭利用者のみ）	

本問18.魚介類購入の際の優先順位	

（詳細はP83～86参照）	

（詳細はP92～93参照）	
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1.魚介類の購入動向（2）	

【全体】	
■魚介類を食べる際に感じることは、「和食のメニューになりがち」74.4%が最多。次いで

「味付けが同じになりやすい」56.1%、「白いご飯と合うように」46.8%と続く。	

	
【魚介類の購入頻度別】	
■ネガティブな意見の中では、魚介類の購入頻度が低い人は、特に、「組合せが難しい」（23.1%）が、購入頻

度の高い人（15.4%）より7.7ポイント高かった。	
■ポジティブな意見では、すべての項目で、魚介類の購入頻度の高い人の方が、ポイントが高い。	

本問19.魚介類を食べる際に感じること（魚介類の購入頻度別）	

1位 2位 3位 4位 5位 6位
和食のメ
ニューにな
りがち

味付けが同
じになりや

すい

白いご飯と
合うように

シンプルな
味付けにす

る

白いご飯が
進みやすい

組合せが難
しい

74.4 56.1 46.8 30.4 26.8 19.3

7位 8位 9位 10位 11位 12位 13位
野菜と合う
ように

薬味をつけ
る

肉料理も一
緒に用意

洋食のメ
ニューにな
りがち

味のバリ
エーションを
つけるように

ボリューム
を増やす工

夫

あまり意識
しない

15.4 14.4 14.3 6.9 6.3 6.1 2.1

全体
(n=1210)

50.5

35.3
27.1

21.4
18.1 16.3

8.6 6.9

43.2

25.8 26.5

9.7 10.8
12.4

4.0	   5.3

0%

30%

60%
【高】 【低】 全体

74.4
57.1

15.4 5.6
1.7

74.4

55.2

23.1
8.2

2.4
0%

50%

100%
【高】 【低】 全体

◇ネガティブな意見	

　（魚介類の購入頻度別）	

◇ポジティブな意見	

　（魚介類の購入頻度別）	

（詳細はP94～96参照）	

（%）	
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順位
魚介類の購
入頻度【高】
（n=590）

順位
魚介類の購
入頻度【低】
（n=620）

順位
全体

(n=1210)

簡単な調理法 [2] 56.3 [1] 61.5 [1] 58.9
魚に合ったお勧めの調理法 [1] 60.3 [2] 55.6 [2] 57.9
新鮮な魚の選び方 [3] 53.2 [3] 46.3 [3] 49.7
保存方法 [5] 36.4 [4] 42.4 [4] 39.5
産地や生産者情報 [4] 44.4 [5] 33.7 [5] 38.9

商品パッケージ [1] 68.8 [1] 67.6 [1] 68.2
店頭のポップ [2] 54.2 [2] 51.6 [2] 52.9
レシピサイト [3] 37.6 [3] 40.2 [3] 38.9
販売店のちらし [4] 28.0 [4] 23.2 [4] 25.5
TVの料理番組や特番 [5] 26.4 [5] 21.6 [5] 24.0

鮮魚販売などの販売員 [1] 66.9 [1] 58.1 [1] 62.4
料理家 [2] 30.5 [2] 32.3 [2] 31.4
魚に関する資格のある人 [3] 33.9 [3] 27.4 [3] 30.6
魚の選び方など詳しいカリスマ主婦 [4] 28.6 [5] 25.5 [4] 27.0
栄養士 [5] 28.5 [4] 25.6 [4] 27.0

バイキングで少量・いろんなものを購入 [1] 39.2 [1] 34.7 [1] 36.9
下味が付いたものを販売 [2] 25.3 [2] 34.0 [2] 29.8
惣菜の種類を増やす [3] 24.6 [3] 27.9 [3] 26.3
匂いが目立たない包装 [5] 22.4 [4] 25.8 [4] 24.1
切り身（入数）の単位を小さく [4] 23.4 [6] 23.9 [5] 23.6
冷凍食品など、加熱するだけの状態に [6] 16.4 [5] 24.0 [6] 20.3

本問20.⿂魚介類購⼊入の際の参考情報

本問21.求める参考情報の発信⽅方法

本問22.求める参考情報の発信者

本問23.店頭に求めること

<
>
>
<
>

>
<
<<
<
<

【全体】	

■「簡単な調理法」（58.9%）、「お勧めの調理法」（57.9%）と、調理方法に関する情報への要
望が高い。	

■「商品パッケージ」（68.2%）、「店頭のポップ」（52.9%）と、購入場所で確認できる情報発信
方法が強く求められている。	

■情報発信者では、「鮮魚販売員」が62.4%と圧倒的に多い。「料理家」（31.4%）、「魚の選び方に

詳しいカリスマ主婦」（27.0%）、「栄養士」（27.0%）など、上位5位の中には、実際に鮮魚の調理を行う機会の
多い人がよくみられる。	

■店頭に求めることは、「バイキング形式で少量ずつ」が36.9%と最多。	

【魚介類の購入頻度別】	

■魚介類の購入頻度の高い人は、「お勧めの調理法」（60.3%）をもっとも求めるのに対し、
購入頻度の低い人は、「簡単な調理法」（61.5%）をもっとも求めている。	

■鮮魚の取り扱いに関する情報でも、両者を比較すると、購入頻度の高い人の方が、「新鮮な魚の選び方」
や「産地や生産者情報」をより求めており、購入頻度の低い人の方が、「保存方法」をより求めている傾向
がみられた。	

■店頭に求めることの中で、特に、「下味付き」「加熱するだけの状態に」は、購入頻度の
低い人の方が、7.6～8.7ポイント高く、調理工程を短縮するための加工を提供側に求め

る傾向が高くみられた。	

1.魚介類の購入動向（3）	

本問20～23.魚介類購入の際の情報、店頭側に求める事（魚介類の購入頻度別）	 （詳細はP97～104参照）	

（%）	
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順位
30代

(n=627)
順位

40代
(n=583)

順位
全体

(n=1210)

簡単な調理法 [1] 60.1 [2] 57.6 [1] 58.9
魚に合ったお勧めの調理法 [2] 55.8 [1] 60.2 [2] 57.9
新鮮な魚の選び方 [3] 49.9 [3] 49.4 [3] 49.7
保存方法 [5] 42.7 [5] 36.0 [4] 39.5
産地や生産者情報 [4] 40.0 [4] 37.7 [5] 38.9

商品パッケージ [1] 70.3 [1] 65.9 [1] 68.2
店頭のポップ [2] 53.7 [2] 52.0 [2] 52.9
レシピサイト [3] 40.0 [3] 37.7 [3] 38.9
販売店のちらし [4] 25.0 [4] 26.1 [4] 25.5
TVの料理番組や特番 [5] 22.6 [5] 25.4 [5] 24.0

鮮魚販売などの販売員 [1] 60.3 [1] 64.7 [1] 62.4
料理家 [2] 33.7 [2] 29.0 [2] 31.4
魚に関する資格のある人 [3] 32.4 [3] 28.6 [3] 30.6
魚の選び方など詳しいカリスマ主婦 [4] 28.1 [5] 25.9 [4] 27.0
栄養士 [5] 27.3 [4] 26.8 [4] 27.0

バイキングで少量・いろんなものを購入 [1] 39.4 [1] 34.1 [1] 36.9
下味が付いたものを販売 [2] 30.5 [2] 29.0 [2] 29.8
惣菜の種類を増やす [4] 25.4 [3] 27.3 [3] 26.3
匂いが目立たない包装 [5] 23.4 [4] 24.9 [4] 24.1
切り身（入数）の単位を小さく [3] 25.8 [5] 21.3 [5] 23.6
冷凍食品など、加熱するだけの状態に [6] 21.4 [6] 19.2 [6] 20.3

本問21.求める参考情報の発信⽅方法

本問22.求める参考情報の発信者

本問23.店頭に求めること

本問20.⿂魚介類購⼊入の際の参考情報

<
>

>

>
<
<
<
>
>
>
>

>

>

【年代別】	

■40代は、「お勧めの調理法」（60.2%）をもっとも求めるのに対し、30代は、「簡単な調理
法」（60.1%）をもっとも求めている。	

■「保存方法」では、30代（42.7%）の方が40代（36.0%）をよりも6.7ポイント高いが、「新鮮な
魚の選び方」では、両者の差はほとんどない。	

■参考情報の発信方法は、30代、40代ともに購入場所で確認できる方法（「商品パッケー
ジ」「店頭のポップ」）の割合が高いが、30代は、「商品パッケージ」が70.3%と、7割以上に
なる。	

■「レシピサイト」「ちらし」「TV」でみると、「レシピサイト」は30代の方がわずかに割合が高
く、「ちらし」「TV」といった旧来の媒体の割合は、わずかに40代の方が高い。	

■情報発信者として、2位～5位にあげられた店頭に立たない人たちへも情報を求める割合は、わずかに30
代の方が高い。	

■「バイキング形式で少量ずつ」は、30代の39.4%に対し、40代は34.1%と、5ポイント以上、
30代の方が高い。	

■30代は、店頭に求めること3位に「切り身の単位（入数）を小さく」をあげており、40代比
で4.5ポイント高い。30代の半数以上が、1番下の子どもの年齢が0～3歳（P44）であるこ
とから、子どもの年齢に応じて、少量単位の販売を求める意向は高めとみられる。	

1.魚介類の購入動向（4）	

本問20～23.魚介類購入の際の情報、店頭側に求める事（年代別）	 （詳細はP97～104参照）	

（%）	
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非常にそう思う 30.7 28.6

そう思う 63.6 65.2
あまりそう思わない 2.9 3.2
思ったこともなかった 2.7 3.0

サスティナビリティに対する意識識

全体
(n=1210)

6.25.6

93.894.3

⽣生態系や環境に配慮した
『漁業』の必要性

⽣生態系や環境に配慮した
『漁業⽀支援』の必要性

52.7
40.8
38.6

35.7
35.0

31.0
29.6

21.8
20.5
20.3
20.0
18.7

15.5
13.1
13.0
9.9
9.8
9.3

6.4
1.9

10.2

0% 30% 60%

栄養バランス

無添加

産地

地産地消

食品表示

低カロリー

有機・減農

食育

メタボリックシンドローム予防

ダイエット

生産者・メーカーブランド

食品偽装

アレルギー

医食同源

家畜・野菜の伝染病

美容食

輸入食品

珍しい/限定の食材

トレーサビリティ

サスティナビリティ

あてはまるものはない

1.サスティナビリティに対する意識	

【全体】	

■生態系や環境に配慮した、「『漁業』の必要性」と、「『漁業支援』の必要性」は、いずれも
「非常にそう思う」と「そう思う」の合計が9割を越えている。	

■参考として、平成22年度実施の、「家計・ライフスタイルと水産物嗜好の相関に関する調査」では、店頭購
入時の商品選択における、関心を持っている項目の中では、「サスティナビリティ」は1.9%と、最下位であっ
た。	

■社会情勢を背景とした意識の遷移や、個々のテーマ別に取り上げた時の問題意識など、条件によって消
費者意識は常に変化しており、定点的な観測が必要と考えられる。	

◇支出を抑えるようにしているもの（上位3項目）	

本問24.サスティナビリティに対する考え	

Ⅵ．認証・資格制度の認知度	

参考：平成22年度調査　総合分析（P13）をグラフ変換	

※問17．あなたが、食材や食品に関して
こだわりや興味を持っているものをお答
えください。（複数回答）	

※都市は、今年度と同様。	

　20～60代の主婦（夫）対象。	

（n=2053）	

（詳細はP105～106参照）	

（%）	
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3%まで 46.4
5%まで 21.8
8%まで 2.4
10%まで 3.7
10%以上でも 0.3
１円でもだめ 25.4 25.4

認証制度度に従った漁業活動
が価格反映された場合の受

容性

全体
(n=1210)

74.6非常にそう思う 7.5
そう思う 74.0
あまりそう思わない 17.5
思ったこともなかった 1.0

81.5

18.5

認証マーク付きの⿂魚介類購
⼊入で供給活動⽀支援したいか

全体
(n=1210)

【全体】	
■MSCやMELのマーク付きの魚介類を購入することで、安定した供給活動を支援したいと	
　思うかを聞くと、「非常にそう思う」と「そう思う」と答えた人の合計は81.5%。多くの人に	

　支援の意思がみられた。	
	

■認証制度に従った漁業活動が小売価格に反映された場合、「1円でもだめ」な（価格反
映してほしくない）人は25.4%。価格幅はあるが、残り74.6%に価格反映の受容性がみられ
る。	

2.認証制度に対する意識（2）	

本問26.認証マーク付きの魚介類購入について	 本問27.認証マークの魚介類への価格反映の受容性	

2.認証制度に対する意識（1）	

本問25.認証制度の認知度	

0.7	  

4.2	  

95.0	  

全体(n=1210)

意味も含めて知っている

名前や認証マークだけは見た・聞いたことがある

今回、初めて知った

0.3	  
1.7	  

97.9	  

全体(n=1210)

意味も含めて知っている

名前や認証マークだけは見た・聞いたことがある

今回、初めて知った

【全体】	

■認証制度の認知度は、「意味も含め知っている」と「名前だけは聞いたことがある」の合
計でみると、MSCは4.9%、MELはその半分以下の2.0％とかなり低い。	

◇MSC（Marine Stewardship Council、海洋管理協議会 ）	 ◇MEL（Marine Eco-Label Japan ）	

4.9%	 2.0%	

（詳細はP107～108参照）	

（詳細はP109参照）	 （詳細はP110参照）	

（%）	

（%）	



31 

3.資格制度に対する意識（1）	

本問28.資格制度の認知度	

【全体】	

■「意味も含め知っている」と「名前だけは聞いたことがある」の合計でみると、おさかなマ
イスターは20.7%と、3つの中では認知度がもっとも高く、2割に達している。日本さかな検
定は10.0％、シーフードマイスターは3.9%と、これら２つの認知度はかなり低い。	

1.6	  

19.1	  

79.3	  

全体(n=1210)
意味も含

めて知っ

ている

名前だけ

は見た・

聞いたこ

とがある

今回、初

めて知っ

た

0.5	  

3.4	  

96.1	  

全体(n=1210)
意味も含

めて知っ

ている

名前だけ

は見た・

聞いたこ

とがある

今回、初

めて知っ

た

◇おさかなマイスター	 ◇日本さかな検定（ととけん）	 ◇シーフードマイスター	

0.6	  

9.4	  

90.0	  

全体(n=1210)
意味も含

めて知っ

ている

名前だけ

は見た・

聞いたこ

とがある

今回、初

めて知っ

た

20.7%	 10.0%	 3.9%	

3.資格制度に対する意識（2）	

本問29.資格に関する意識	

【全体】	

■資格についてどのように思っているかでは、「販売者は資格を持っていた方が良い」
58.3%が最多。次いで、「生産・加工者は持っていた方が良い」57.4%と、いずれも6割近い
人が、自分自身や子どもが持つよりは、魚介類の提供者側が資格を持っていた方が良
いと考えている。	

（n=1210）	

58.3 

57.4 

35.3 

10.6 

2.2 

0% 30% 60%

販売者は資格を持って

いた方が良い

生産・加工者は資格を

持っていた方が良い

子どもが興味を持ったり、受けら

れたりするものがあると良い

自分も受けてみたい

その他

提
供
者
側

消
費
者
側

（詳細はP111～113参照）	

（詳細はP114～115参照）	
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Ⅶ．今後の課題	

1.魚介類消費の阻害要因の解決方法（1）	

	

■過去調査での魚介料理消費の阻害要因をみると、嗜好、価格、調理の問題点が上位に
あがる傾向がみられる。	

家族が好まない	

1位 肉より割高だから 価格
同居の家族が魚介類を好ま

ないから
嗜好

家族が魚介類を好まないか

ら
嗜好

2位
子どもが魚介類を好まない

から
嗜好 肉より割高だから 価格

肉に比べ水産物は割高だか

ら
価格

3位 調理が面倒だから 調理 魚介類は調理が面倒だから 調理
魚介料理の調理・献立の知

識が少ないから
調理

平成16年年度度 平成17年年度度 平成18年年度度

参考：平成18年度調査　総合分析（P21）より	

◇魚介料理消費の阻害要因	

今回調査での検証	

本問11　自由記述回答例：	
Ø 「「どうしても焼き魚や煮付けに偏ってしまう。肉はどんな野菜と合わせても、どんな味付けでも一品になる」」	

Ø 「魚は好きなのですが、メイン料理にするには食べ盛りの子供と主人にはボリュームが足りず、複数の料理を同時に出すのでコ
スト高になるので、もっとボリュームのある魚料理があればいい」	

Ø 「魚料理は、肉料理より量的に少ないので、副菜をたくさん作らなければならないところが面倒」	

Ø 「魚料理は一品では済まないので必ず副菜が必要になってくるので、一品でボリュームのある料理ができればいいと思う」	
Ø 「魚料理も好きだけど、主人や子供は魚＋肉料理がないとちょっと不満みたいです」	

【プレ問1・2】家族は肉類が好き：93.4%　　　　家族は魚介類が好き：77.9%	

⇒肉類が好きな人の方が多いが、魚介類が嫌いと回答した人は、6.8%と1割未満。	

【本問9】よく食べる魚料理；1位：刺身・寿司　　2位：焼き魚	

【本問19】魚介類を食べる際に感じること；1位：和食になりがち　　2位：同じ味付けになりやすい	

【本問10】肉料理のイメージ；1位：スタミナが付く　2位：満足感がある　3位：メニューが豊富	

⇒よく食べる魚料理の上位には、惣菜・デリバリーの利用のほか、店頭で売られているもの
をそのまま食卓に並べて食べられる「刺身・寿司」、グリルに入れるだけで作れる「焼き
魚」など、比較的簡単に用意しやすいものがあがるが、「和食になりがち」、「同じ味付けに

なりやすい」など、バラエティの乏しさを感じさせる印象にも結び付きかねない。	

　一方、肉料理のイメージでは、3位に「メニューが豊富」とあり、献立の多様性が感じられる。
また、同イメージの1位、2位では満腹感を感じさせる項目が続く。	

　魚を受付けない感覚として、嫌いなのではなく、満腹感やバラエティの面でもの足りなさを
感じるために敬遠されているのでは、と考えられる。グループインタビューの議事録や、問
11の自由記述回答にみられるように、育ち盛りの子どもや、働き盛りの夫が満腹感を得ら
れるレシピが求められている。	
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1.魚介類消費の阻害要因の解決方法（2）	

肉より割高	

今回調査での検証	

【本問4】1食あたり肉の予算（500円以下）：65.7%	

　　　　　1食あたり鮮魚の予算（500円以下）：74.5%	

⇒鮮魚の方が、500円以下の予算の割合が高い。	

【本問10】肉料理のイメージ；4位：調理コストが手ごろ	

【本問11】魚料理の改善点；5位　価格	

【本問14】魚介類の購入店（店頭）選択の理由；2位：商品が安い	

【本問18】魚介類購入の際の優先順位；1位：価格　2位：新鮮さ	

⇒1食当たりの予算では、鮮魚の方が500円以下の割合が高いが、肉料理の方が「コストが
手ごろ」というイメージが高く、魚料理の改善点や、購入の際の店舗選択、優先順位でも

「価格」を重視する傾向が強い。	

　魚介類を食べたい、栄養バランスを考慮して食べなくては、と考えた時に、魚介類を購入
するものの、食べたい量ではなく、予算感に合わせて購入していることも考えられる。予算

に見合った購入はしたものの、量が足りていないと満足感は得られにくくなり、魚料理のイ
メージが下がる要因にもなる。	

【本問23】店頭側に求める事；1位：バイキング形式で少量ずつ　5位：切り身の単位を小さく	

⇒店頭に求める事としては、「少量ずつ販売」してほしいという意見がよくみられた。	

　子どもが小さいから、少量で足りるとする場合のほか、グループインタビューの意見にも
あったように、揚げ物に活用しやすい大きさのカットを希望するなど、調理の幅を広げたり、
調理時間を短縮したりするために、少量販売を求める人もいる。	

【本問2】よく購入する肉類の形態；ロースやバラ：95.4%　ひき肉：75.5%	

【本問6】よく購入する魚介類の形態；切り身：96.0%　刺身：60.8%	

⇒肉類は１パックを小分けしやすい形態が好まれている。魚介類でも、切り分けられた形態
を購入する割合が高いが、肉と比べると、少量余った時に、冷凍して次回の調理に回す、

サイドメニューの炒め物に混ぜる、といった応用はききにくい。	

　この点からも、家族構成や家族の年齢、献立内容に応じて必要な量だけ選べる販売形式
の需要はあるとみられる。必要な時に、過不足のない量を購入することができれば、割高
感も変わってくるのでは、と考えられる。	
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1.魚介類消費の阻害要因の解決方法（3）	

調理が面倒・知識が少ない	

今回調査での検証	

本問11　自由記述回答例：	
Ø 「この魚はこの調理の仕方というのが何パターンかあって、それに飽きてきている」	

Ø 「ただ焼くことが多いので、魚料理のレシピを知ることが出来たら、作ってみよう」	
Ø 「塩焼きのみだと、野菜と合わせて調理する肉料理と比べて栄養面も良くないと思うし、飽きる」	

Ø 「魚料理はレシピに乏しい、焼くか煮付け、それも魚の種類も決まってしまう」	

Ø 「煮る焼くだけでなく肉の様な味付けだったり魚料理を感じさせない料理」	
Ø 「定番の料理ばかりになってしまう。焼き魚、煮魚、刺身だけでなく、もっといろんな種類の魚を、簡単に美味しく調理できたら」	

【本問5】よく食べる魚；さけ：85.3%　　さんま：59.7%	
	
【本問6】よく購入する魚介類の形態；切り身：96.0%　刺身：60.8%	

⇒切り身での販売が多い「さけ」、下処理がほとんどいらず焼くだけで食べられる「さんま」
がよく食べられている。よく購入する形態でも、大半が「切り身」、「刺身」を占め、下処理な

しの1匹を購入する割合は、全体で3割未満であった。	

　グループインタビューの中でも、さばくことを前提として購入を考えない人も複数おり、魚
のさばき方に困って購入を検討するというというよりは、調理方法のアレンジの乏しさの方
が、購入頻度の向上につながらないとみられる。	

	

【本問9】よく食べる魚料理；1位：刺身・寿司　　2位：焼き魚	
	

【本問11】魚料理の改善点；1位：レシピを工夫	
	

	
	
	

	
	

	
【本問12】魚料理のアピール点；3位：調理のしやすさ　　4位：簡単な調理方法	
	

⇒検証項目：「家族が好まない」、のところでもあがったように、よく食べる魚料理の代表は
「刺身・寿司」「焼き魚」と、味付けや見た目は同じになりがちのものが上位である。魚料理

の改善点では、「骨」「下処理」「匂い」といった魚の特性の改善点よりも、「レシピの少な
さ」が1位の改善点としてあげられた。	

⇒魚料理のイメージの高い人は、魚料理が「調理をしやすい」と思っている一方、肉料理の
イメージの方が高い人にとっては、「簡単な調理方法」の紹介が受け容れられやすい。	

	
【本問20】魚介類購入の際の参考情報；1位：簡単な調理法　2位：お勧めの調理法	

【本問21】情報の発信方法；1位：商品パッケージ　　2位：店頭のポップ	

⇒魚介類の購入段階においても、「新鮮な魚の選び方」や「産地等」の情報よりも、調理方
法に関する情報の方が、高く求められており、手軽に作れて、定番とは違ったメニューを
紹介することで、足りないと感じられている調理の知識を埋める手助けになると考えられ

る。	

　メニューの発信方法は、「商品パッケージ」「店頭のポップ」など、購入段階で商品に近い
位置での発信が好まれる。	
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2.ターゲット別の傾向と対策（1）	

傾向　【魚介類の購入頻度別】	

■魚介類が好きな割合が高いほど、購入頻度も高い傾向がみられた。	

　購入頻度の高い人：（魚介類が好き：89.5%）　　購入頻度の低い人（魚介類が好き：66.9%）	

■各種魚料理でも、回答者自身だけでなく、夫や子どもにおいても購入頻度の高い人の家
族の方が、よく食べる割合が高い。購入頻度別で、よく食べる割合の差がもっとも低かっ
たのは、「焼き魚」。子どもにおいては、「揚げ物」もよく食べる割合の差が、低かった。	

■購入頻度に関わらず、魚介類を食べる際に、「和食になりがち」「同じ味付けになりやす
い」傾向は高いが、購入頻度の高い人の方が、「ご飯や野菜と合うよう」にしたり、「薬味」

や「味のバリエーション」をつけたりするなど、食べ飽きない工夫をしている人の割合が高
い。	

■購入頻度の高い人は、「お勧めの調理法」を、購入頻度の低い人は「簡単な調理法」を店
頭に求める割合が高い。	

	

傾向　（参考）【魚料理のイメージの高低別】	

■魚料理の改善点（肉料理のイメージの高い人）と魚料理のアピール点（魚料理のイメージ
の高い人）を比較すると、同じ調理の工程や料理方法に対しても、考え方に違いがみられ
た。	

	
	
	

	
	

	

	

対策　【魚介類の購入頻度別】	

■魚介類の購入頻度が高い人は、「魚に合ったお勧めの調理法」など、定番料理以外の調
理方法の知識を増やしたいという意思がみられるため、新たなレシピの紹介とともに、そ
れに合わせた、カットやスライスを施した切り身などの提供が考えられる。	

■魚介類の購入頻度が低い人は、下処理はもとより、仕上げ段階直前までの加工まで、提
供側に求める傾向がみられる。また、「焼き魚」や「揚げ物」は、購入頻度の低い人の夫や
子どもでも、よく食べる割合が高かったことから、下味を付けて焼くだけの状態にしたもの

や、衣付きで揚げるだけの状態にしたものなどの、加工品が受け容れられやすいと考えら
れる。	

対策　（参考）【魚料理のイメージの高低別】	

■同じ魚介類の調理方法でも、それぞれにハードルの高さが異なる様子がみられた。慣れ
ている人には、扱いやすいと思われる提供形態や魚種でも、慣れていない人・苦手な人
にとっては、どのように扱っていいのかわからないと思われることもある。同じ魚でも、提
供形態を分ける、レシピを難易度別に複数用意するなど、主婦（夫）の調理レベルや知識

に応じて、多様性を持たせた方が良いと考えられる。	

本問11　魚料理の改善点（肉料理のイメージの高い人） ：	
Ø 「もっと簡単に調理できれば。（グリルを使わなくても済むように）」	

Ø 「簡単に料理できたらよい。内臓処理などが苦手」	
Ø 「焼き魚以外は気張った感じがするので、もっとお手軽に出来るものが増えるといい」	

本問12　魚料理のアピール点（魚料理のイメージの高い人） ：	
Ø 「圧力鍋など使って簡単に料理できる」	

Ø 「下ごしらえが楽。短時間で一品完了で体に健康的。」	
Ø 「魚をさばくのって、案外簡単！魚丸ごと買うとコストパフォーマンスも良い！」	

Ø 「調理時間が掛からず、調理の技術もさほど必要としない。煮る／焼く／蒸す3種類ですむこと。」	
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2.ターゲット別の傾向と対策（2）	

傾向　【年代別】	

■年代が若いほど、魚介類を敬遠する傾向はみられなかった。むしろ、30代は8割以上が
魚介類が好きと回答し、「栄養価の高さ」や、「調理が簡単」といった項目のように、40代よ
りも割合が高いものもみられた。魚介類の購入頻度においても、40代との差はなく、「煮付
け」「鍋物」など、調理時間が長くかかる煮物料理でも、40代よりもよく食べる人が多い。	

■平成18年度「水産物嗜好動向調査」においても、母親の年齢が若いほど魚介料理を作ら
ないという傾向は見られなかった。	

■1食当たりの予算は、30代の方が40代より、500円以下に抑えようとする割合がやや高
かったが、肉料理においても同様であり、世帯年収の差の影響と考えられる。必ずしも若

年層になるに従い、魚介類摂取の関心が減っているとは限らない。	

■40代は、30代よりも世帯年収に余裕があるためか、魚介類の購入においても価格重視で
ありながらも、わずかながらに「新鮮さ」を第一にしている。	

3.2	 

6.2	 

2.0	 

3.4	 

8.2	 

9.2	 

8.4	 

6.8	 

10.6	 

61.7	 

54.6	 

62.8	 

63.7	 

59.6	 

18.0	 

17.7	 

19.2	 

17.0	 

17.7	 

6.5	 

8.5	 

6.1	 

6.0	 

7.1	 

1.7	 

2.3	 

0.8	 

2.4	 

7.1	 

0.8	 

1.5	 

0.8	 

0.8	 

2.1	 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1049）

34歳以下（n=130）

35-39歳（n=395）

40-44歳（n=383）

45歳以上（n=141）

ほぼ毎日 週4-5回 週2-3回 週1回 月2-3回 月1回 ほとんど作らない

参考：平成18年度調査　総合分析（P15）より	

◇家庭における魚介料理の調理頻度（夕食）[年齢別]	

対策　【年代別】	

■年代が若いほど、子どもが小さい、世帯年収が低めといった傾向がみられ、その影響か
ら、食品の購入数量も購入単価も低くなりがちと考えられる。店頭に求める事の上位項目
にあがったように、「少量ずついろいろな種類の魚介類を購入」できるようにすれば、無駄
なく1回の調理に使用でき、かつ魚介類の購入機会も低下しないのでは、と考えられる。	

■また、若い年代に限らず、40代中心のグループインタビューでもみられたように、家庭内
での生活スタイルや嗜好の多様化、個人の意思を尊重する傾向もみられた。家族向けの

食材でも、食べたい人が食べたい時に利用できるような、少量販売の可能性はあるとみ
られる。	

2.8	
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　　Ⅰ．調査概要	

	

■調査対象者　　　　　　　　　　 大都市（東京23区、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、名古屋市、	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪市、京都市、神戸市、福岡市）に在住する30～40代の主婦（夫）	

	

	

■調査手法 	ウェブアンケート	

	

                                        ○gooリサーチ消費者モニターの中から、上記調査対象者として抽出し、	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まずプレ調査アンケートを依頼。魚介類の購入頻度の高低に応じてセグメント	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分けし、本調査アンケートを依頼。	

	

	

■調査時期　　　　　　　　　　　　平成23年12月	

	

■調査内容：	

　　　　　　　　１．回答者属性	

　　　　　　　　２．子育て世代の食の消費動向	

　　　　　　　　３．認証・資格制度の認知度	

　　　　　　　　４．グループインタビュー結果	

	

■調査項目：巻末資料参照	
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○男女比率は、「女性」99.7%、「男性」0.3%と女性が圧倒的に多い。	

○年代の全体比率は、「30代」51.8%、「40代」48.2%と約半分ずつ。魚介類の購入頻度の高い人の割合も、
「30代」51.2%、「40代」48.2%と大きくは変わらない。	

○地域別でも、全体の割合に対し、魚介類の購入頻度の高い人・低い人の割合が大きい都市はみられな
かった。	

1.　回答者属性	
	
　1-1.　年齢・性別・居住地域	

Ⅱ．調査結果	

プレF1.性別	

プレF2.年代	

51.8	 

51.2	 

52.4	 

48.2	 

48.8	 

47.6	 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】(n=590)

魚介類の購入頻度【低】(n=620)

30代 40代

99.7 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=1210)

女性 男性

プレF3.居住地域	

19.9

20.2

19.7

19.5

20.3

18.7

6.5

6.8

6.3

8.0

7.1

8.9

11.2

10.8

11.5

12.7

11.9

13.5

6.4

7.3

5.6

8.3

8.0

8.7

7.4

7.6

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】(n=590)

魚介類の購入頻度【低】(n=620)

東京23区 横浜市、川崎市 千葉市 さいたま市 名古屋市
大阪市 京都市 神戸市 福岡市
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○「専業主婦（夫）」80.6%と、主婦業に専念している割合がかなり高い。魚介類の購入頻度の低い人に比べ、
頻度の高い人の方が2.5ポイントほど、「専業主婦（夫）」の割合がやや高い。	

○年代別にみると、30代89.0%、40代71.5%と30代の「専業主婦（夫）」の割合が高い。40代は「パート・アルバ
イト」が26.4%と3割に近くなっている。	

　　1-2.　職業	

プレF4.職業	

80.6

89.0

71.5

17.9

9.9

26.4

0.4

0.9

0.4

0.5

0.3

0.4

0.6

0.2

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

専業主婦（主夫） パート・アルバイト

派遣社員 会社員（契約社員含む）・公務員・団体職員

自営業 その他

80.6	 

81.9	 

79.4	 

17.9	 

16.4	 

19.2	 

0.4	 

0.5	 

0.3	 

0.4	 

0.5	 

0.3	 

0.4	 

0.3	 

0.5	 

0.3	 

0.3	 

0.3	 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

専業主婦（主夫） パート・アルバイト
派遣社員 会社員（契約社員含む）・公務員・団体職員
自営業 その他
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96.0

97.8

94.0

4.0

2.2

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

配偶者と子ども（一人以上）の世帯

配偶者と子ども（一人以上）と親の三世代世帯

96.0

95.8

96.1

4.0

4.2

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

配偶者と子ども（一人以上）の世帯

配偶者と子ども（一人以上）と親の三世代世帯

○全体でみると、「配偶者と子ども（一人以上）の世帯」が96.0%と、核家族世帯が圧倒的に多い。	

○魚介類の購入頻度別では、「配偶者と子ども（一人以上）の世帯」と、親を含めた「三世代世帯」の割合に
大きな差はみられなかった。	

○年代別にみると、40代は「三世代世帯」の割合（6.0%）が30代（2.2%）よりも3.8ポイントとわずかながら高い。	

　　1-3.　家族形態（1）	

プレF5.家族形態	
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プレF5.家族形態	

○地域別にみると、東京23区、横浜市、川崎市で、「配偶者と子ども（一人以上）の世帯」が100%。	

○「三世代世帯」の割合が1割を越えたのは、名古屋市11.1%。福岡市9.0%も1割に近づいている。続いて千葉
市7.6%も、全体よりはわずかながら「三世代世帯」の割合が高い。	

　　1-3.　家族形態（2）	

96.0

100.0

100.0

92.4

94.8

88.9

94.8

96.2

96.0

91.0

4.0

7.6

5.2

11.1

5.2

3.8

4.0

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

東京23区(n=241)

横浜市、川崎市(n=236)

千葉市(n=79)

さいたま市(n=97)

名古屋市(n=135)

大阪市(n=154)

京都市(n=78)

神戸市(n=101)

福岡市(n=89)

配偶者と子ども（一人以上）の世帯 配偶者と子ども（一人以上）と親の三世代世帯
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31.2

53.1

7.7

19.3

26.2

12.0

30.5

20.1

41.7

10.9

0.6

22.0

5.5

11.5

2.5

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

0～3歳 4～6歳 7～12歳 13～15歳 16～19歳 20歳以上

31.2

32.5

30.0

19.3

18.0

20.6

30.5

30.5

30.5

10.9

10.3

11.5

5.5

5.1

6.0

2.5

3.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

0～3歳 4～6歳 7～12歳 13～15歳 16～19歳 20歳以上

○全体では、1番下の子どもの年齢は、「0～3歳」が31.2%と最多。次いで「7～12歳」が30.5%と多い。「0～12
歳」までの小学生以下の子どもを持つ人が81.0%を占める。	

○魚介類の購入頻度別では、1番下の子どもの年齢は全体と大きな差はみられなかった。	

○年代別でみると、30代は「0～3歳」の子どもを持つ割合が53.1%と半数を超えた。	

1-3.　家族形態（3）	

プレF7.1番下の子どもの年齢	
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1.2

2.1

0.3

4.4

5.1

3.6

12.5

14.2

10.6

33.1

41.8

23.7

27.1

24.9

29.5

13.0

8.5

17.8

8.8

3.5

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

200万円未満 200万円以上～300万円未満
300万円以上～400万円未満 400万円以上～600万円未満
600万円以上～800万円未満 800万円以上～1，000万円未満
1，000万円以上

1.2

0.8

1.6

4.4

3.2

5.5

12.5

13.1

11.9

33.1

30.0

36.0

27.1

26.4

27.7

13.0

14.6

11.5

8.8

11.9

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

200万円未満 200万円以上～300万円未満
300万円以上～400万円未満 400万円以上～600万円未満
600万円以上～800万円未満 800万円以上～1，000万円未満
1，000万円以上

○全体では、「400万円以上～600万円未満」が33.1%と最多。次いで「600万円以上～800万円未満」が27.1%
と多い。	

○全体比でみると、魚介類の購入頻度の高い人は、「800万円以上～1000万円未満」が1.6ポイント、「1000
万円以上」が3.1ポイントと高所得層がわずかながら高い。魚介類の購入頻度の低い人は、「400万円以上
～600万円未満」が2.9ポイント高い。	

○同じく全体比では、40代は「800万円以上～1000万円未満」（17.8%）が4.8ポイント、「1000万円以上」
（14.4%）が5.6ポイントと高所得層がやや高い。30代は、「400万円以上～600万円未満」（41.8%）が8.7ポイン
ト高い。	

1-4.　世帯年収（1）	

プレF8.世帯年収	
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1-4.　世帯年収（2）	

プレF8.世帯年収	

○全体比で5ポイント以上差がみられた都市をあげると、東京23区は「600万円以上～800万円未満」が5.3ポ
イント、「1000万円以上」が5.3ポイントと所得が高めの層の割合が高い。	

○大阪市は、「300万円以上～400万円未満」が6.3ポイント、「400万円以上～600万円未満」が9.1ポイントと
やや低め～中間の所得層の割合が高い。京都市も同様に、 「300万円以上～400万円未満」が6.7ポイント、 
「400万円以上～600万円未満」が5.4ポイント全体比で高い。	

○福岡市は、 「300万円以上～400万円未満」のやや低めの層が、7.7ポイント高かった。	

1.2

0.8

0.8

2.5

2.2

0.6

2.6

1.0

2.2

4.4

2.5

1.3

2.5

4.1

6.7

6.5

6.4

7.9

6.7

12.5

7.5

9.7

12.7

6.2

13.3

18.8

19.2

13.9

20.2

33.1

26.6

30.9

36.7

34.0

30.4

42.2

38.5

34.7

33.7

27.1

32.4

30.9

17.7

32.0

28.1

24.7

17.9

24.8

19.1

13.0

16.2

16.9

17.7

12.4

16.3

4.5

10.3

7.9

7.9

8.8

14.1

9.3

10.1

11.3

3.0

2.6

5.1

9.9

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

東京23区(n=241)

横浜市、川崎市(n=236)

千葉市(n=79)

さいたま市(n=97)

名古屋市(n=135)

大阪市(n=154)

京都市(n=78)

神戸市(n=101)

福岡市(n=89)

200万円未満 200万円以上～300万円未満

300万円以上～400万円未満 400万円以上～600万円未満

600万円以上～800万円未満 800万円以上～1，000万円未満

1，000万円以上
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93.4

91.7

95.2

6.2

7.7

4.6

0.4

0.6

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

好きなほう どちらともいえない 嫌いなほう

93.4

91.2

95.5

6.2

8.1

4.4

0.4

0.7

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

好きなほう どちらともいえない 嫌いなほう

○全体の93.4%が、家族は肉類が「好きなほう」と回答。「嫌いなほう」と回答したのは0.4%と、肉類を好まない
家庭はあまりみられない。	

○魚介類の購入頻度別でみると、購入頻度が低い人の方が、「好きなほう」と回答した割合が95.5%とわずか
ながら高い。	

○年代別では、40代の方が「好きなほう」と回答した割合が95.2%とわずかながら高い。	

2.　子育て世代の食の傾向	
	
　2-1.　肉類の嗜好（1）	

プレ問1.家族は肉類が好きか	
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2-1.　肉類の嗜好（2）	

○地域別でみると、京都市と神戸市は、家族は肉類が「好きなほう」と回答した割合が、それぞれ91.0%、91.1%
と全体比で2.3～2.4ポイント低めであった。	

93.4

95.0

94.1

94.9

93.8

91.9

93.5

91.0

91.1

92.1

6.2

5.0

5.5

5.1

6.2

6.7

5.8

9.0

7.9

7.9

0.4

0.4

1.5

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

東京23区(n=241)

横浜市、川崎市(n=236)

千葉市(n=79)

さいたま市(n=97)

名古屋市(n=135)

大阪市(n=154)

京都市(n=78)

神戸市(n=101)

福岡市(n=89)

好きなほう どちらともいえない 嫌いなほう

プレ問1.家族は肉類が好きか	
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77.9

80.1

75.6

18.3

15.8

20.9

3.8

4.1

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

好きなほう どちらともいえない 嫌いなほう

○全体の77.9%が、家族は魚介類が「好きなほう」と回答。肉類を「好きなほう」と回答した93.4%と比べると、
15.5ポイント下がる。しかしながら、「嫌いなほう」と回答した割合は、3.8%と5%にも満たず低い。 	

○魚介類の購入頻度が高い人の方が、「好きなほう」と回答した割合が89.5%と、全体比で11.6ポイント、購入
頻度の低い人と比べると22.6ポイントも高い。	

○年代別では、30代の方が「好きなほう」と回答した割合が80.1%と全体比では2.2ポイントとわずかながらで
はあるが高く、40代と比べると4.5ポイントとやや高い。	

2-2.　魚介類の嗜好（1）	

プレ問2.家族は魚介類が好きか	

77.9

89.5

66.9

18.3

9.8

26.3

3.8

0.7

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

好きなほう どちらともいえない 嫌いなほう
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2-2.　魚介類の嗜好（2）	

○全体比で5ポイント以上差がみられた地域をあげると、福岡市は、家族は魚介類が「好きなほう」と回答し
た割合が84.3%と6.4ポイント高く、各都市の中でも最多であった。	

○一方、京都市は家族は魚介類が「好きなほう」と回答した割合が69.2%と8.7ポイント低く、「どちらともいえな
い」が28.2%と1割近く高かった。京都市は肉類、魚介類ともに全体の中では「好きなほう」と回答した割合が
低い。	

○福岡市のほか、家族は魚介類が「好きなほう」と回答した割合が8割を越えたのは、東京23区80.5%、大阪
市80.5%、神戸市80.2%であった。	

77.9

80.5

76.7

74.7

76.3

74.8

80.5

69.2

80.2

84.3

18.3

15.4

19.9

20.3

19.6

22.2

14.9

28.2

14.9

13.5

3.8

4.1

3.4

5.1

4.1

3.0

4.5

2.6

5.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

東京23区(n=241)

横浜市、川崎市(n=236)

千葉市(n=79)

さいたま市(n=97)

名古屋市(n=135)

大阪市(n=154)

京都市(n=78)

神戸市(n=101)

福岡市(n=89)

好きなほう どちらともいえない 嫌いなほう

プレ問2.家族は魚介類が好きか	
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○家庭で食べる肉類の購入頻度は、「週に3～4回以上」が68.1%と最多。次いで「ほぼ毎日」が23.0%と多い。
「ほぼ毎日」から「週に1回程度」までを合計すると、98.9%とほとんどの人が週に1回は肉類を購入している
とみられる。	

○30代と40代を比較すると、30代の方が「ほぼ毎日」肉類を購入する割合が1.9ポイントとわずかながら高く、
40代は「週に3～4回以上」購入する割合が4.3ポイント高い。	

2-3.　肉類の購入頻度（1）	

プレ問3項目1 .家庭で食べる肉類の購入頻度	

23.0

23.9

22.0

68.1

66.0

70.3

7.8

8.9

6.5

1.1

1.0

1.2

0.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

ほぼ毎日 週に3～4回以上 週に1回程度 月に2～3回程度 月に1回も食べない

98.9%	
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○いずれの都市も、「ほぼ毎日」「週に3～4回」「週に1回程度」を合計すると、少なくとも週に1回は肉類を購
入している割合は100%に近い。週に1回は肉類を購入する割合がもっとも低かった神戸市でも97.9%であっ
た。	

○「ほぼ毎日」購入する割合がもっとも高かったのが、さいたま市28.9%、次いで東京23区28.2%と、全体よりも
5ポイント以上高い。	

2-3.　肉類の購入頻度（2）	

23.0

28.2

22.5

13.9

28.9

20.7

18.8

24.4

25.7

18.0

68.1

65.1

68.2

74.7

62.9

66.7

69.5

69.2

66.3

76.4

7.8

5.4

8.1

11.4

7.2

11.1

10.4

6.4

5.9

4.5

1.1

1.2

1.3

1.0

0.7

1.3

2.0

1.1

0.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

東京23区(n=241)

横浜市、川崎市(n=236)

千葉市(n=79)

さいたま市(n=97)

名古屋市(n=135)

大阪市(n=154)

京都市(n=78)

神戸市(n=101)

福岡市(n=89)

ほぼ毎日 週に3～4回以上 週に1回程度 月に2～3回程度 月に1回も食べない

プレ問3項目1 .家庭で食べる肉類の購入頻度	
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○家庭で食べる魚介類の購入頻度は、「週に3～4回以上」が46.4%と最多。次いで「週に1回程度」が43.0%と
多い。「ほぼ毎日」から「週に1回程度」までを合計すると、91.8%と9割以上の人が週に1回は魚介類を購入
しているとみられる。	

○30代と40代を比較すると、40代の方が「ほぼ毎日」魚介類を購入する割合が1.7ポイントとわずかながら高
く、40代は「週に1回程度」購入する割合が2.5ポイントとわずかに高い。	

2-4.　魚介類の購入頻度（1）	

プレ問3項目2.家庭で食べる魚介類の購入頻度	

2.4

1.6

3.3

46.4

46.6

46.1

43.0

41.8

44.3

7.9

9.7

5.8

0.4

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

ほぼ毎日 週に3～4回以上 週に1回程度 月に2～3回程度 月に1回も食べない
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○「ほぼ毎日」「週に3～4回」「週に1回程度」を合計すると、少なくとも週に1回は魚介類を購入している割合
が、全体の91.8%より高かった都市は、千葉市95.0%、横浜市、川崎市94.1%、大阪市93.6%、名古屋市93.3%。
もっとも低かったのは、さいたま市86.6%で、最高の千葉市と比べると8.4ポイントの差がみられた。	

○「ほぼ毎日」「週に3～4回」を合計した値が半数を越えた都市は、横浜市、川崎市（50.9%）、千葉市（50.7%）、
京都市（55.1%）、福岡市（50.5%）であった。	

2-4.　魚介類の購入頻度（2）	

2.4

3.3

1.7

1.3

5.2

2.2

1.3

1.3

5.6

46.4

46.1

49.2

49.4

38.1

45.2

44.2

53.8

46.5

44.9

43.0

40.7

43.2

44.3

43.3

45.9

48.1

35.9

43.6

39.3

7.9

10.0

5.9

5.1

11.3

5.9

6.5

6.4

9.9

10.1

0.4

2.1

0.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

東京23区(n=241)

横浜市、川崎市(n=236)

千葉市(n=79)

さいたま市(n=97)

名古屋市(n=135)

大阪市(n=154)

京都市(n=78)

神戸市(n=101)

福岡市(n=89)

ほぼ毎日 週に3～4回以上 週に1回程度 月に2～3回程度 月に1回も食べない

プレ問3項目2.家庭で食べる魚介類の購入頻度	



55 

○家庭でよく食べる肉類の中では、「豚肉」95.5%が最多。次いで「鶏肉」が85.0%と多い。	

○魚介類の購入頻度の高い人は、「牛肉」をよく食べる割合が49.7%と、魚介類の購入頻度の低い人より7.9
ポイント高かった。	

本問1.家庭でよく食べる肉類の種類	

2-5.　肉の消費傾向（1）	

95.5

85.0

45.6

0.7

94.7

85.8

49.7

0.8

96.3

84.4

41.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豚肉

鶏肉

牛肉

その他

全体(n=1210) 魚介類の購入頻度【高】(n=590) 魚介類の購入頻度【低】(n=620)
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○年代別にみると、40代は、「牛肉」をよく食べる割合が49.7%と、30代より7.9ポイント高かった。	

2-5.　肉の消費傾向（2）	

95.5

85.0

45.6

0.7

96.2

85.0

41.8

1.0

94.9

85.1

49.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豚肉

鶏肉

牛肉

その他

全体(n=1210) 30代(n=627) 40代(n=583)

本問1.家庭でよく食べる肉類の種類	
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○いずれの都市も、「豚肉」、「鶏肉」、「牛肉」の順によく食べる点は同じであった。	

○「豚肉」はいずれの都市でも9割以上が家庭でよく食べると回答。特に千葉市では、全員がよく食べると回
答。	

○全体比で5ポイント以上差がみられた都市をあげると、神戸市は「鶏肉」をよく食べる割合が91.1%と6.1ポイ
ント高い。「牛肉」に関しては、千葉市50.6%と全体比で5ポイント高く、大阪市では56.5%と10.9ポイントも高
かった。	

○一方、全体比で低くみられたのが名古屋市で、「鶏肉」をよく食べる割合は78.5%と6.5ポイントマイナス、
「牛肉」をよく食べる割合は40.0%と5.6ポイントマイナスであった。	

2-5.　肉の消費傾向（3）	

95.5

85.0

45.6

0.7

97.5

81.7

44.0

0.0

94.9

85.2

42.4

0.4

100.0

83.5

50.6

0.0

95.9

86.6

42.3

2.1

94.8

78.5

40.0

0.7

92.9

89.6

56.5

0.6

94.9

88.5

50.0

1.3

94.1

91.1

45.5

0.0

95.5

85.4

43.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豚肉

鶏肉

牛肉

その他

全体(n=1210) 東京23区(n=241) 横浜市、川崎市(n=236)

千葉市(n=79) さいたま市(n=97) 名古屋市(n=135)

大阪市(n=154) 京都市(n=78) 神戸市(n=101)

福岡市(n=89)

本問1.家庭でよく食べる肉類の種類	
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○家庭でよく購入する肉類の形態の中では、「ロースやバラなど薄切り」が95.4%と最多。次いで「ひき肉」が
75.5%と多い。	

○「ブロックなどの大きい単位」は33.5%と3割強、「角切り」は21.4%と2割程度、「骨付き」は17.3%と2割を切って
おり、塊の形態のものは購入割合が低め。	

○塊の形態のものに関しては、魚介類の購入頻度が高い人の方が、低い人よりもよく購入する割合が高く、
「ブロック」では3.8ポイント、「角切り」では5.5ポイント、「骨付き」では7.3ポイントの差がみられた。	

2-5.　肉の消費傾向（4）	

本問2 .家庭でよく購入する肉類の形態	

95.4

75.5

33.5

21.4

17.3

0.2

95.6

75.8

35.4

24.2

21.0

0.3

95.2

75.3

31.6

18.7

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ロースやバラなど

薄切り

ひき肉

ブロックなどの大

きい単位

角切りなど１口大

骨付き状のもの

その他

全体(n=1210) 魚介類の購入頻度【高】(n=590) 魚介類の購入頻度【低】(n=620)
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○年代別で比較すると、30代は「ひき肉」の購入割合が77.5%と40代よりも4.1ポイント高い。	

○塊の形態のものを比較すると、いずれも40代の方が購入割合が高く、ブロックでは2.6ポイント、「骨付き」
では2.4ポイント、「角切り」では7.3ポイントの差がみられた。	

2-5.　肉の消費傾向（5）	

95.4

75.5

33.5

21.4

17.3

0.2

94.9

77.5

32.2

17.9

16.1

0.2

95.9

73.4

34.8

25.2

18.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ロースやバラなど

薄切り

ひき肉

ブロックなどの

大きい単位

角切りなど１口大

骨付き状のもの

その他

全体(n=1210) 30代(n=627) 40代(n=583)

本問2 .家庭でよく購入する肉類の形態	
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○家庭でよく購入する肉類加工食品の中では、「ハム・ソーセージ・ベーコン」が97.2%と群を抜いて多い。次
いで「冷凍」が32.6%と多い。	

○魚介類の購入頻度別にみると、「ハム・ソーセージ・ベーコン」では大きな差はみられなかったが、「冷凍」
「レトルト」「缶・瓶詰」ではやや違いがみられ、いずれも魚介類の購入頻度の高い人の方が3.1～4.6ポイン
ト程、購入割合が高かった。	

本問3.家庭でよく購入する肉類加工食品	

2-5.　肉の消費傾向（6）	

97.2

32.6

16.6

11.7

0.2

96.3

34.2

19.0

13.6

0.3

98.1

31.1

14.4

9.8

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ハム・ソーセージ・

ベーコン

冷凍

レトルト

缶・瓶詰

その他

全体(n=1210) 魚介類の購入頻度【高】(n=590) 魚介類の購入頻度【低】(n=620)
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○年代別でも、「ハム・ソーセージ・ベーコン」では大きな差はみられなかったが、「冷凍」「レトルト」「缶・瓶
詰」ではやや違いがみられ、いずれも40代の方が3.4～4.4ポイント程、購入割合が高かった。	

2-5.　肉の消費傾向（7）	

97.2

32.6

16.6

11.7

0.2

97.0

30.8

14.5

10.0

0.3

97.4

34.6

18.9

13.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ハム・ソーセージ・

ベーコン

冷凍

レトルト

缶・瓶詰

その他

全体(n=1210) 30代(n=627) 40代(n=583)

本問3.家庭でよく購入する肉類加工食品	
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1.6
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0.7
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16.6

41.0
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40.3

21.3

17.9

25.0
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6.7
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3.8

1.9

5.8

1.1

0.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

100円未満 101～300円 301～500円 501～800円

801～1000円 1，001～1，300円 1，301円以上

1.6

1.4

1.8

23.1

22.0

24.2

41.0

37.3

44.5

21.3

22.9

19.8

8.1

10.7

5.6

3.8

4.1

3.5

1.1

1.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

100円未満 101～300円 301～500円 501～800円

801～1000円 1，001～1，300円 1，301円以上

○家庭での1食あたりの肉の予算は、「301～500円」が41.0%と最多。次いで「101～300円」が23.1%と多い。
「100円未満」から「301～500円」までを合計すると、65.7%が500円以下の予算とみられる。	

○魚介類の購入頻度別では、魚介類の購入頻度の高い人は、「801～1000円」が10.7%と1割を越えており、
購入頻度の低い人よりも5.1ポイント高い。一方、魚介類の購入頻度の低い人は、「301～500円」が44.5%と
購入頻度の高い人よりも7.2ポイント高い。500円以下の予算の人の合計で比較すると、魚介類の購入頻
度の高い人は60.7%、購入頻度の低い人は70.5%と10ポイント近くの差がみられた。	

○年代別では、30代は「101～300円」の割合が29.2%と全体比で6.1ポイント高く、40代比では12.6ポイントも
高い。 500円以下の予算比では、30代は73.2%、40代は57.6%と15ポイント以上の差がみられた。	

本問4-1.家庭での1食あたりの肉の予算	

2-5.　肉の消費傾向（8）	
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4.7
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41.2
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7.3

13.2

0.9

0.5

1.4

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

100g未満 101～300g 301～500g 501～800g 801～1000g 1，001g以上

4.7

4.9

4.5

46.8

46.8

46.8

37.3

37.3

37.3

10.2

9.5

10.8

0.9

1.4

0.5

0.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度

【高】(n=590)

魚介類の購入頻度

【低】(n=620)

100g未満 101～300g 301～500g 501～800g 801～1000g 1，001g以上

○家庭での1食あたりの肉の数量は、「101～300g」が46.8%と最多。次いで「301～500g」が37.3%と多い。300g
以下の合計が51.5%と約半数を占め、500g以下の合計は88.8%と9割近くになる。	

○魚介類の購入頻度別では、1食当たりの肉の数量に大きな差はみられなかった。	

○年代別では、30代は「101～300g」の割合が53.9%と全体比で7.1ポイント高く、40代比では14.8ポイントも高
い。 300g以下の数量比では、30代は58.5%、40代は43.9%と14.6ポイントもの差がみられた。	

○30代の数量が少ないのは、0～3歳の子どもを持つ割合が半数以上であったことも影響していると考えら
れる。（P44）	

本問4-2.家庭での1食あたりの肉の数量	

2-5.　肉の消費傾向（9）	
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○家庭でよく食べる魚介類は、全体では、「さけ」85.3%が最多。次いで「さんま」59.7%、「さば」55.1%と続く。	

○魚介類の購入頻度の高い人は、上位3位は、「さけ」「さんま」「白身の魚」の順に多かった。その他を除く
全種類において、全体よりも食べる割合が高く、特に「白身の魚」と「あじ」は10ポイント以上高かった。	

○魚介類の購入頻度別で比較すると、差が小さいもので8ポイント以上、最大のものでは、22ポイント以上
（白身の魚）の開きがみられた。	

本問5.家庭でよく食べる魚介類の種類	

2-6.　魚介類の消費傾向（1）	
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42.6

43.4
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20.5

9.8

3.5
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まぐろ

海藻類

えび

いか

たこ

貝類

いわし

その他

全体(n=1210) 魚介類の購入頻度【高】(n=590) 魚介類の購入頻度【低】(n=620)
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○30代は、上位3位は、「さけ」「さんま」「白身の魚」の順に多かった。	

○40代は、「その他」と「さんま」を除く魚では、全体よりも食べる割合が高めで、特に「まぐろ」は7.1ポイント、
「たこ」は5.9ポイント高かった。	

○年代別で比較して、10ポイント以上の開きがみられたのが、「まぐろ」13.7ポイント差、「たこ」11.4ポイント差
であった。	

2-6.　魚介類の消費傾向（2）	
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その他

全体(n=1210) 30代(n=627) 40代(n=583)

本問5.家庭でよく食べる魚介類の種類	
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○家族は魚介類が「好きなほう」と回答した割合が最多の福岡市が、全体比で5ポイント以上高い魚の数が
もっとも多かった（「さば」「白身の魚」「あじ」「いか」「いわし」）。	

○神戸市は全体比で10ポイント以上高い魚の種類が、3種類もあった。「白身の魚」（10.4ポイント差（以下同
じ） ）、「えび」（11.6）、「たこ」（10.9）と、全体の割合より高い。	

○各都市で全体比9ポイント以上と、消費の高い傾向がみられたのが、東京23区の「まぐろ」（9.1ポイント高
（以下同じ））、横浜市、川崎市の「あじ」（9.2）、千葉市の「あじ」（9.0）、大阪市の「たこ」（9.3）、京都市の「さ
ば」（12.8）であった。	

2-6.　魚介類の消費傾向（3）	
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本問5.家庭でよく食べる魚介類の種類	
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○家庭でよく購入する魚介類の形態の中では、「切り身」が96.0%と最多。次いで「刺身」が60.8%と多い。	

○魚介類の購入頻度別では、「切り身」で大きな差がみられなかったが、「刺身」では10.9ポイント、「1匹（内
臓処理）」では9.2ポイント、「1匹（まるごと）」では6.1ポイントと、いずれも魚介類の購入頻度が高い人の方
が購入割合が高くみられた。	

2-6.　魚介類の消費傾向（4）	

本問6 . .家庭でよく購入する魚介類の形態	

96.0

60.8

42.1

28.6

0.2

96.3

66.4

46.8

31.7

0.5

95.8

55.5

37.6

25.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

切り身

刺身

1匹（1杯）鱗・内臓

処理をしたもの

1匹（1杯）まるごと

その他

全体(n=1210) 魚介類の購入頻度【高】(n=590) 魚介類の購入頻度【低】(n=620)
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○年代別で比較すると、「切り身」の購入では大きな差はみられなかったが、「刺身」では15ポイント、「 1匹
（まるごと）」では3.1ポイント40代の方が高かった。	

○一方、「1匹（内臓処理）」をよく購入する割合は、30代の方が5.4ポイント高かった。	

2-6.　魚介類の消費傾向（5）	

96.0

60.8

42.1

28.6

0.2

95.5

53.6

44.7

27.1

0.3

96.6

68.6

39.3

30.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

切り身

刺身

1匹（1杯）鱗・内臓

処理をしたもの

1匹（1杯）まるごと

その他

全体(n=1210) 30代(n=627) 40代(n=583)

本問6.家庭でよく購入する魚介類の形態	
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○いずれの加工食品においても、魚介類の購入頻度の高い人の方が、購入頻度の低い人よりも、購入割合
が高かった。	

○特に5ポイント以上、両者の差が開いたものは、「干物」13.4ポイント、「冷凍食品」6.2ポイント、「缶・瓶詰」
8.7ポイント、「乾物」10.7ポイントであった。	

○「ハム・ソーセージ」は肉類の加工食品においても、魚介類の購入頻度別で大きな差がみられなかった。
また、魚介類の購入頻度別で、差分が1ポイント未満と、もっとも小さかったのが「練り物」であった。	

本問7.家庭でよく購入する魚介類加工食品	

2-6.　魚介類の消費傾向（6）	

66.9

62.7

44.4

35.3

35.0

22.1

6.8

0.7

73.7

63.1

45.4

38.5

39.5

27.6

8.1

0.8

60.3

62.4

43.4

32.3

30.8

16.9

5.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

干物

練り物

魚肉ハム・

ソーセージ

冷凍

缶・瓶詰

乾物

レトルト

その他

全体(n=1210) 魚介類の購入頻度【高】(n=590) 魚介類の購入頻度【低】(n=620)
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2-6.　魚介類の消費傾向（7）	

○ 年代別で5ポイント以上、両者の差が開いたものは、「干物」7.6ポイント、「練り物」7.1ポイント、「缶・瓶詰」
10.2ポイント、「乾物」5.5ポイントと、いずれも40代の購入割合の方が高い。	

○「魚肉ハム・ソーセージ」以外の加工食品は、40代の方が購入割合が高い。	

66.9

62.7

44.4

35.3

35.0

22.1

6.8

0.7

63.2

59.3

44.7

34.4

30.1

19.5

6.2

0.5

70.8

66.4

44.1

36.2

40.3

25.0

7.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

干物

練り物

魚肉ハム・ソー

セージ

冷凍

缶・瓶詰

乾物

レトルト

その他

全体(n=1210) 30代(n=627) 40代(n=583)

本問7.家庭でよく購入する魚介類加工食品	
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2.4

3.2

1.5

28.8

34.8

22.5

43.3

44.5

42.0

19.3

15.2

23.7

4.8

2.2

7.5

1.1

2.2

0.3

0.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

100円未満 101～300円 301～500円 501～800円

801～1000円 1，001～1，300円 1，301円以上

2.4

1.9

2.9

28.8

28.1

29.5

43.3

40.8

45.6

19.3

21.5

17.1

4.8

5.4

4.2

1.1

0.5

0.3

0.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度

【高】(n=590)

魚介類の購入頻度

【低】(n=620)

100円未満 101～300円 301～500円 501～800円

801～1000円 1，001～1，300円 1，301円以上

○家庭での1食あたりの鮮魚の予算は、「301～500円」が43.3%と最多。次いで「101～300円」が28.8%と多い。	
　「100円未満」から「301～500円」までを合計すると、74.5%が500円以下の予算とみられる。	

○魚介類の購入頻度別では、魚介類の購入頻度の低い人は、「301～500円」が45.6%と購入頻度の高い人
より4.8ポイント高く、魚介類の購入頻度の高い人は、「501～800円」が21.5%と購入頻度の低い人より4.4ポ
イント高い。500円以下の予算の人の合計で比較すると、魚介類の購入頻度の高い人は70.8%、購入頻度
の低い人は78.0%と7.2ポイントの差がみられた。	

○年代別では、30代は「101～300円」の割合が34.8%と40代比で12.3ポイントも高く、40代は30代比でみると、
「501～800円」（23.7%）が8.5ポイント高く、「801～1000円」（7.5%）が5.3ポイント高い。 500円以下の予算比で
は、30代は82.5%、40代は66.0%と16.5ポイントもの差がみられた。	

本問8-1 .家庭での1食あたりの鮮魚の予算	

2-6.　魚介類の消費傾向（8）	
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67.9

68.1

67.6

25.9

25.8

26.0

6.3

6.1

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

家族の人数に応じて、1人1切れ/1匹/1パック
家族の人数に応じて、1人複数切れ/複数匹/複数パック
1切れ/1匹/1パックを家族の人数で分ける
その他

本問8-2.家庭での1食あたりの鮮魚の数量	

2-6.　魚介類の消費傾向（9）	

○家庭での1食あたりの鮮魚の数量は、最多の「1人1（切れ/匹/パック）」が67.9%と7割近くになる。次いで「1
人複数（切れ/匹/パック）」が25.9%と多い。「1切れや1匹を複数で分け合う」よりは、1人1切れや1匹以上で
食べることが多いとみられる。	

	
○魚介類の購入頻度別では、1食当たりの肉の数量に大きな差はみられなかった。	

○年代別比では、30代は「1切れ/1匹を分ける」割合が2.5ポイント、40代は「1人複数（切れ/匹/パック）」の
割合が2.4ポイント高かった。30代の数量が肉類と同様に少ないのは、0～3歳の子どもを持つ割合が半数
以上であったことも影響していると考えられる。（P44）	

67.9

67.8

67.9

25.9

24.7

27.1

6.3

7.5

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

家族の人数に応じて、1人1切れ/1匹/1パック
家族の人数に応じて、1人複数切れ/複数匹/複数パック
1切れ/1匹/1パックを家族の人数で分ける
その他
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刺身・寿

司
焼き魚 照り焼き

ムニエル

などフラ

イパンで
焼いたも

の

煮付け

揚げ物

（天ぷら・

フライ）

ホイル焼

き
鍋物 その他

全体(n=1210) 81.7 81.1 68.1 66.4 63.8 59.8 54.8 54.8 0.0

魚介類の購入頻度【高】(n=590) 84.4 83.2 71.4 70.5 70.7 63.4 58.8 63.9 0.0

魚介類の購入頻度【低】(n=620) 79.0 79.0 65.0 62.4 57.3 56.5 51.0 46.1 0.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(n=1210) 魚介類の購入頻度【高】(n=590) 魚介類の購入頻度【低】(n=620)

○回答者自身が家庭でよく食べる魚料理は、「刺身・寿司」が最多の81.7%、次いで「焼き魚」81.1%、「照り焼
き」68.1%と焼き物が続く。「刺身・寿司」と「焼き魚」は、全体の8割以上がよく食べると回答。他の料理でも
半数以上がよく食べると答えている。	

○魚介類の購入頻度別で比較すると、上位3位の差分がもっとも少なく、4.2～6.4ポイント。両者の開きが
もっとも大きかったのが、「鍋物」で17.8ポイント差、次いで「煮付け」が13.4ポイント差と、煮物類の料理で
は、魚介類の購入頻度の高い人の方が、よく食べている。	

本問9-1.家庭でよく食べる魚料理（回答者自身）	

2-6.　魚介類の消費傾向（10）	
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刺身・寿

司
焼き魚

揚げ物

（天ぷら・

フライ）

ムニエル

などフライ

パンで焼
いたもの

照り焼き 煮付け
ホイル焼

き
鍋物 その他

全体(n=1210) 68.9 62.8 54.9 52.0 50.5 44.6 34.0 31.9 2.6

魚介類の購入頻度【高】(n=590) 71.7 65.3 59.5 55.8 54.6 47.5 38.0 38.3 3.4

魚介類の購入頻度【低】(n=620) 66.3 60.5 50.5 48.4 46.6 41.9 30.3 25.8 1.9

0%

20%

40%

60%

80%

全体(n=1210) 魚介類の購入頻度【高】(n=590) 魚介類の購入頻度【低】(n=620)

 ○子どもが家庭でよく食べる料理は、「刺身・寿司」が最多の68.9%、次いで「焼き魚」62.8%、「揚げ物」54.9%と
続く。上位2つの「刺身・寿司」と「焼き魚」の順位は、回答者自身（主婦・主夫）と同じだが、割合でみると回
答者自身が8割以上食べているのに対し、子どもは6割台にとどまる。ただし、その他の回答にみられるよ
うに、各料理の割合の低さは、子どもがまだ親と同じ食事を摂れる年齢に達していない場合も影響してい
るとみれる。	

○魚介類の購入頻度別で比較すると、「焼き魚」と「その他」を除く、すべての料理において、5ポイント以上
の差を開けて、魚介類の購入頻度の高い人の子どもの方が、よく食べている。もっとも差が大きかったの
が、「鍋物」の12.5ポイント差、次いで「揚げ物」の9ポイント差。「鍋物」は子どもの親（回答者自身）におい
ても、魚介類の購入頻度によって食べる、食べないの差が大きい。	

2-6.　魚介類の消費傾向（12）	

本問9-2.家庭でよく食べる魚料理（子ども）	

・乳児なので食べれません	
・離乳食なので食べれない	
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 ○「焼き魚」「煮付け」「鍋物」「その他」を除く料理では、30代と40代の子どもの間で10ポイント以上の開きが
あった。プレF7：1番小さい子どもの年齢において、30代の53.1%が0～3歳と回答（40代は7.7%）していること
から（P43）、子どもに食べさせていないというよりは、子どもがまだ魚料理を食べられる年齢に達していな
いことが要因と推測できる。	

○8割以上が、1番小さい子どもの年齢が7歳以上と回答した40代の人について、親（回答者自身；グラフ中、
横棒の部分）と子どものよく食べる料理の割合を比較すると、「刺身・寿司」と「揚げ物」では親子の、よく食
べる割合の差がわずかであるのに対し、それ以外の料理では8ポイント以上の差をつけて、親の方がよく
食べる割合が高い。よく食べる割合の親子の差がもっとも大きかったのが、「鍋物」（19.9ポイント差）、次い
で「焼き魚」（19.0ポイント差）、「煮付け」（17.7ポイント差）と続く。	

2-6.　魚介類の消費傾向（13）	

本問9-2.家庭でよく食べる魚料理（子ども）	

刺身・

寿司
焼き魚

揚げ

物（天

ぷら・

フライ）

ムニエ

ルなど

フライ

パンで

焼いた

もの

照り焼

き
煮付け

ホイル

焼き
鍋物 その他

全体(n=1210) 68.9 62.8 54.9 52.0 50.5 44.6 34.0 31.9 2.6

30代(n=627) 56.6 64.6 49.8 43.7 45.3 44.2 28.9 30.1 4.8

40代(n=583) 82.2 60.9 60.4 60.9 56.1 45.1 39.6 33.8 0.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(n=1210) 30代(n=627) 40代(n=583)

 40代（回答者自身）　　 82.7　　　　79.9　　　　 59.5　　　　69.0　　　   69.0         62.8         55.1         53.7          0.0　　　	

回答者
自身	
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 ○夫や他の家族が家庭でよく食べる料理は、「刺身・寿司」が最多の86.6%、次いで「焼き魚」75.7%、「揚げ
物」61.2%と続く。上位2つの「刺身・寿司」と「焼き魚」の順位は、回答者自身（主婦・主夫）と同じ。「揚げ物」
も含めた上位3つの順位は、子どもと同じ。回答者自身（主婦・主夫）とその子どもでは中間の順位であっ
た「ムニエル」が、夫や他の家族では下位に位置している。	

○魚介類の購入頻度別で比較すると、「焼き魚」「揚げ物」「その他」を除く、すべての料理において、5ポイン
ト以上の差を開けて、魚介類の購入頻度の高い人の夫や、他の家族の方が、よく食べている。もっとも差
が大きかったのが、「鍋物」の16.1ポイント差、次いで「ホイル焼き」の9.5ポイント差。「鍋物」は回答者自身、
その子どもにおいても、魚介類の購入頻度によって食べる、食べないの差が大きい。	

2-6.　魚介類の消費傾向（14）	

本問9-3.家庭でよく食べる魚料理（夫・他の家族）	

刺身・寿

司
焼き魚

揚げ物

（天ぷら・

フライ）

照り焼き 鍋物 煮付け

ムニエル

などフラ

イパンで
焼いたも

の

ホイル焼

き
その他

全体(n=1210) 86.6 75.7 61.2 57.6 55.1 55.0 49.3 40.2 0.0

魚介類の購入頻度【高】(n=590) 89.3 76.8 63.6 62.2 63.4 59.5 53.1 45.1 0.0

魚介類の購入頻度【低】(n=620) 84.0 74.7 58.9 53.2 47.3 50.6 45.8 35.6 0.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(n=1210) 魚介類の購入頻度【高】(n=590) 魚介類の購入頻度【低】(n=620)
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○すべての料理において、30代よりも、40代の夫や他の家族の方が、よく食べている割合が高い。両者の差
がもっとも大きかったのが、「煮付け」6.5ポイント差、次いで「刺身・寿司」5.3ポイント差。	

2-6.　魚介類の消費傾向（15）	

本問9-3.家庭でよく食べる魚料理（夫・他の家族）	

刺身・

寿司
焼き魚

揚げ

物（天

ぷら・

フライ）

照り焼

き
鍋物

煮付

け

ムニエ

ルなど

フライ

パンで

焼いた

もの

ホイル

焼き
その他

全体(n=1210) 86.6 75.7 61.2 57.6 55.1 55.0 49.3 40.2 0.0

30代(n=627) 84.1 74.0 60.3 56.0 54.7 51.8 49.0 38.1 0.0

40代(n=583) 89.4 77.5 62.1 59.3 55.6 58.3 49.7 42.5 0.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(n=1210) 30代(n=627) 40代(n=583)
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98.8

96.4

96.1

80.7

69.5

69.4

67.4

65.3

62.5

31.1

6.0

4.7

4.7

1.2

3.6

3.9

19.3

30.5

30.6

32.6

34.7

37.5

68.9

94.0

95.3

95.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スタミナが付く

満足感がある

メニューが豊富

調理コストが手ごろ

料理の香りがいい

調理が簡単

美味しい

短時間で調理できる

食べ飽きない

栄養価が高い

子どもにもっと食べさせたい

健康によい

自分自身ももっと食べるようにしたい

肉料理 魚料理

　2-7.　肉料理と魚料理のイメージ（1）	

 ○13のイメージ項目をあげ、肉料理と魚料理のいずれがあてはまるか、回答してもらった。半数を超えたの
は、肉料理が9項目、魚料理が4項目であった。	

 ○「スタミナが付く」98.8%、「満足感がある」96.4%など、満足感を思わせる項目をイメージするのは、肉料理と
回答した人が大半であった。また、「調理が簡単」69.4%、「短時間で調理ができる」65.3%など、調理の簡便
さについても、肉料理をあげた人が7割近くになった。	

○魚料理は、「自分自身ももっと食べるようにしたい」95.3%、「子どもにもっと食べさせたい」94.0%、のように、
摂取量を増やしたい意向が9割を越えている。また、「健康によい」95.3%、「栄養価が高い」68.9%など、体に
よいイメージが高い。	

本問10.肉料理と魚料理のイメージ	
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 ○魚介類の購入頻度の高い人は、半数以上魚料理を支持した項目が1つ増え、「食べ飽きない」点につい
ても魚料理の方が高い（50.3%）。魚介類の購入頻度が低い人で、魚料理を「食べ飽きない」とイメージした
人25.3%と比較すると、25ポイントもの差があり、13項目中両者の差分がもっとも大きい。	

 ○2番目に両者の差分が大きかったのが、「美味しい」という項目。購入頻度の高い人の42.5%が魚料理の
方が「美味しい」とイメージしているのに対し、購入頻度の低い人は23.2%と19.3ポイントの開きがある。	

 ○魚介類の購入頻度の低い人も、「子どもに食べさせたい」「健康によい」「自分も食べるようにしたい」の項
目では9割が魚料理を支持。「栄養価が高い」でも7割近くが魚料理のイメージが高いが、これら以外の9項
目ではすべて肉料理のイメージが高く、7割以上。	

　2-7.　肉料理と魚料理のイメージ（2）	
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 ○30代と40代を比較すると、7割以上が肉料理を支持した項目数では、30代の4項目に対し、40代が6項目
と、40代の方が2項目多い。	

 ○両者で著しく差がみられた項目は、魚介類の購入頻度別の場合よりは少なく、約10ポイント以上の差分
があったのは、「栄養価が高い」という項目であった。30代の76.1%が魚料理の「栄養価が高い」とイメージ
しているのに対し、40代は61.2%と約15ポイントの差があった。次いで差分が大きかったのが、「調理が簡
単」という点。魚料理の方が簡単とイメージした30代34.0%に対し、40代は7.1ポイント低く、26.9%であった。	

　2-7.　肉料理と魚料理のイメージ（3）	
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順位 キーワード
件数
（n=886）

% 代表意見（自由記述回答抜粋）

1位 レシピを工夫 211 23.8%

・あまりレパートリーを知らないのでもっとレシピを知っ
ていれば多少は何とかなると思う
・レシピのレパートリーの充実
・献立が限られてくるので、もっといろんな料理の仕
方を知りたい

2位 骨をなくす 115 13.0%

・骨の処理がされている商品が少ない
・骨や皮などの残りが出ないといいと思う
・小さな子どもがいると、骨が心配なのと、取るのが
面倒なので、切り身などはなるべく骨が取り除かれ
ていると嬉しい

3位 下処理 110 12.4%
・内臓処理　生ごみが増えるところ
・買ってきてそのまま調理できる状態だとよいです
・処理が簡単。ゴミが減らせるようにしたい

4位 匂い 104 11.7%
・魚の臭みがなくなれば良い
・におい
・調理した時に手が臭くなる

5位 価格 96 10.8%

・もっと価格が、安くなれば買いやすくなって、もっと
買って食べると思う
・価格を肉並みに安くして欲しい
・一人分の単価が高くなるので、もう少し安ければい
いと思う

6位 簡単に調理できる方法 83 9.4%

・簡単にできるメニューがもっと豊富だったらいいと思
います
・手間がかからないようにしてくれること
・調理が簡単でバリエーションに富んだものが普及し
たら使用しやすい。煮るか焼くか刺身かしかできな
い。おろすのに手間がかかるので簡単に使えるよう
に調理してほしい

7位 ボリューム 43 4.9%

・魚は好きなのですが、メイン料理にするには食べ盛
りの子供と主人にはボリュームが足りず、複数の料
理を同時に出すのでコスト高になるので、もっとボ
リュームのある魚料理があればいい
・肉料理ほどお腹にたまらないので、魚でも満腹感を
得られるメニューを増やしたい

8位 その他 124 14.0%

・グリルがあまり汚れないような調理方法で食べられ
たらよいと思う
・子供でも食べ易い味付け
・焼き魚の後片付け
・味付けのパターンが決まっているので、創作料理み
たいな感じのメニューをもっと広めてほしい

○問10の10項目で、肉料理の評価が高かった人に魚料理の改善点を聞き、多く見られたキーワード別にま
とめた。	

○上位回答では、1位：「レシピ（限りがあるので）を工夫」、2位：「骨」を除いた商品提供するなど、骨処理へ
の要望、3位：さばいた状態での商品提供など、「下処理」を希望する意見が多くみられた。	

○2位、3位からは買ってすぐに調理できる状態になっており、4位、6位からは下味をつけて臭みをとったり、
ある程度の下ごしらえまで済ませてある状態のものが望まれていることがうかがえる。また、1位と7位から
は、典型的なメニュー以外で、満腹感を感じさせるものが期待される。	

2-8.　魚料理の改善点	

問11.魚料理の改善点（自由記述）	
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順位 キーワード
件数
（n=324）

% 代表意見（自由記述回答抜粋）

1位 ヘルシー 71 21.9%
・健康にいいところ
・身体に良い。太りずらい。頭が良くなる
・生活習慣病予防に効果的

2位 栄養価が高い 59 18.2%

・栄養価が高い
・栄養価をより詳しく説明すると興味を持ってもらえる
と思う
・栄養面EPAとDHA

3位 調理のしやすさ 48 14.8%

・意外に調理が簡単なこと
・調理の手間がかからない。火が通りやすくて時間
の短縮
・調理時間が掛からず、調理の技術もさほど必要とし
ない。煮る／焼く／蒸す3種類ですむこと

4位 簡単な調理方法（を紹介する） 31 9.6%
・簡単でおいしい調理方法をアピールするといいと思
う
・簡単にできるレシピを公開するといい

5位 バリエーション・レパートリー 27 8.3%

・料理のバリエーション
・煮魚など、身だけでなく、どこまで食べれるのかをア
ピールする。どんな風に料理すれば、食べやすくなる
か、レシピなど

6位 おいしい 20 6.2%
・おいしさ
・魚は種類によって味がいろいろあり美味しい。フライ
とかもとっても美味しい

7位 調理方法がいろいろある 11 3.4%
・いろいろな食べ方がある
・料理方法の豊富さ

8位 その他 57 17.6%
・骨の上手なとり方や臭みの抜き方
・骨を取る事の簡単さ
・低カロリー高タンパクなところ

○問10の10項目で、魚料理の評価が高かった人に魚料理のアピール点を聞き、多く見られたキーワード別
にまとめた。	

	
○上位回答では、1位：「ヘルシー」、2位：「高い栄養価」、3位：「調理のしやすさ」などが多くみられた。	
	
○問11では、肉料理の方の評価が高い人にとっては、魚料理をもっと簡単に作れるようにといった要望があ

がったが、魚料理の評価が高い人にとっては、3位にあがっているように、魚料理は「簡単」「短時間」ととら
えられている。また、7位にあるように魚料理の評価が高い人の中には、魚料理はレシピが豊富と考えてい
る人もみられた。	

2-9.　魚料理のアピール点	

問12.魚料理のアピール点（自由記述）	
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3.　魚介類の購入動向	
	
　3-1.　魚介類の購入動向（1）	

	

 ○魚介類の購入場所でもっとも多かったのが、「食品・日用品中心のスーパー」77.2%。次いで「大型スー
パー」64.8%とこの2つの利用が大半を占める。続いて多かったのが、「生協宅配」18.9%で、同じく「生協の店
頭」（13.9%）よりも利用が高め。	

 ○魚介類の購入頻度別で5ポイント以上の差がみられたのが、「生協宅配」（7.4ポイント差）と、「魚屋」（5.3
ポイント差）。いずれも魚介類の購入頻度の高い人の方が、利用率が高く、生協宅配利用においては、2割
を越えている。	

本問13 .魚介類の購入場所（3つまで）	
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 ○年代別で5ポイント以上の差がみられたのが、「大型スーパー」（7.0ポイント差）と、「生協」（6.4ポイント差）。
いずれも40代の方が、利用率が高い。	

　3-1.　魚介類の購入動向（2）	
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 ○「ネットスーパー、生協宅配、会員制食品宅配サービス、インターネットショップ」のみの利用者を除き、店
頭で購入している人に対し、魚介類の購入場所を選ぶ理由を聞いた。最多は、「家から近い」50.0%、次い
で「商品が安い」42.9%、「鮮度がいい」28.0%と続く。	

 ○魚介類の購入頻度の低い人の方が、購入頻度の高い人よりも5ポイント以上高かった理由は、「家から近
い」（10.5ポイント高）と、「商品が安い」（5.2ポイント高）。一方、購入頻度の高い人の方が5ポイント以上高
かった理由は、「鮮度がいい」（5.8ポイント高）。	

 ○「質がいい」という理由でも、魚介類の購入頻度の高い人の方が5ポイントに迫る4.9ポイント高く、購入頻
度の低い人が立地・価格を主な理由としているのに対し、購入頻度の高い人は、その2点に加えて鮮度や
質も考慮しているとみられる。	

　3-1.　魚介類の購入動向（3）	
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　3-1.　魚介類の購入動向（4）	
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 ○年代別で5ポイント以上の差がみられたのが、「家から近い」（6.9ポイント差）と「商品が安い」（6.8ポイント
差）は、30代の方が高かった。	

	
○40代の方が高かったものは、「鮮度がいい」（6.6ポイント差）。	
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　3-1.　魚介類の購入動向（5）～参考～	

本問15.ネットスーパー（宅配）の利用頻度	

○魚介類に限定せず、ネットスーパーの利用動向をみてみると、全体の47.9%が利用経験なし。利用したこと
がある人は52.1%。そのうち、「お試し利用者」は7.4%。「週1回以上」と利用頻度の高い人は23.9%。	

	
○魚介類の購入頻度別にみると、魚介類の購入頻度の高い人のネットスーパー利用経験者は55.3%、購入

頻度の低い人は48.9%と、購入頻度の高い人の方が6.5ポイント高い。また、「週1回以上」の利用者も26.4%
と、購入頻度の低い人より4.9ポイント高い。	

	
○年代別では全体や、両者間で特に大きな違いはみられなかった。	
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○ネットスーパーを利用しない理由は、「送料が高く感じられた」が41.7%と最多。次いで、「商品の価格が高
い」35.4%、「店頭の方が新鮮」33.5%と続き、上位2項目は費用面を理由としている。	

○魚介類の購入頻度別にみると、購入頻度の高い人は2番目に「店頭の方が新鮮」（36.6%）という理由をあ
げており、同項目で30.9%の購入頻度が低い人よりも5.7ポイント高い。	

○「店頭の方が新鮮」以外で両者にやや差がみられたのは、「希望の商品が少ない」で。両者の差は3.2ポイ
ント。購入頻度が低い人は11.0%と、1割を越える。	

　3-1.　魚介類の購入動向（6）～参考～	

本問16.ネットスーパー（宅配）を利用しない理由	
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品が少な
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その他

全体(n=669) 41.7 35.4 33.5 23.6 21.1 9.6 9.9

魚介類の購入頻度

【高】(n=306)
41.2 35.3 36.6 24.2 20.9 7.8 10.8

魚介類の購入頻度

【低】(n=363)
42.1 35.5 30.9 23.1 21.2 11.0 9.1

0%

20%

40%

60%

80%
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本問16.ネットスーパー（宅配）を利用しない理由	

○30代は40代と比べて、費用面を理由とする割合が高い。40代と比べ30代は、「送料」では4.2ポイント高く、
「商品の価格」では12.6ポイント高い。また「手続きを面倒」とする点でも、30代の方が40代よりも6.2ポイント
高い。	

○40代は「店頭の方が新鮮」とする意見が30代よりも6.7ポイント高い。	

　3-1.　魚介類の購入動向（7）～参考～	
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その他

全体(n=669) 41.7 35.4 33.5 23.6 21.1 9.6 9.9

30代(n=350) 43.7 41.4 30.3 26.6 20.6 9.1 7.7

40代(n=319) 39.5 28.8 37.0 20.4 21.6 10.0 12.2

0%

20%

40%

60%

80%
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○ネットスーパーを利用する理由は、「必要な時にすぐ届く」が36.4%と最多。次いで、「調理に便利な状態で
提供」が34.6%、「質の高い物が揃う」が27.7%と続く。1位にはネットスーパーの販売形態のメリットでもある
宅配の点が支持されているが、2位、3位の理由をみると、商品に付加価値を付けている点が支持されて
いる。	

○「必要な時にすぐ届く」は、魚介類の購入頻度の低い人の方が、高い人よりも4.7ポイント高い。同じくネット
スーパーのメリットである「手続きが煩わしくない」点は、購入頻度別で違いはみられなかった。	

○「調理に便利な状態で提供」「質の高い物が揃う」「こだわりの商品が手に入る」という付加価値的な項目
では、魚介類の購入頻度が高い人の方が約5～6ポイントほど、支持が高い。	

　3-1.　魚介類の購入動向（8）～参考～	

本問17.ネットスーパー（宅配）を利用する理由	

必要な時

にすぐ届

けてもら

える

調理や食

べるのに

便利な状

態で提供

されてい

る

産地や提

供者など

質の高い

ものが揃

う

注文の手

続きが店

頭で買う

より煩わ

しくない

商品の価

格が手ご

ろだった

希望の商

品が多い

投薬のな

い養殖な

どこだわ

りの商品
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る
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全体(n=541) 36.4 34.6 27.7 22.2 21.4 15.7 10.2 15.9

魚介類の購入頻度

【高】(n=284)
34.2 37.7 30.6 22.2 21.8 16.9 12.7 14.8

魚介類の購入頻度

【低】(n=257)
38.9 31.1 24.5 22.2 21.0 14.4 7.4 17.1

0%

20%

40%

60%

80%
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○年代別で5ポイント以上の差がみられたのは、「質の高い物が揃う」「商品価格が手ごろ」「希望の商品が
多い」という点で、いずれも約5～6ポイント40代の方が30代よりも高い。	

○「商品の質」「価格」「品揃え」については、30代よりも40代の方がやや評価が高い。	

　3-1.　魚介類の購入動向（9）～参考～	

必要な時

にすぐ届

けてもらえ

る

調理や食

べるのに

便利な状

態で提供

されてい
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投薬のな
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の商品が

手に入る

その他

全体(n=541) 36.4 34.6 27.7 22.2 21.4 15.7 10.2 15.9

30代(n=277) 37.2 35.0 25.3 20.6 18.4 12.6 9.0 17.3

40代(n=264) 35.6 34.1 30.3 23.9 24.6 18.9 11.4 14.4

0%

20%

40%

60%

80%

本問17.ネットスーパー（宅配）を利用する理由	
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○魚介類を購入する際の優先順位は、全体で1位：「価格」25.2%、2位：「新鮮さ」24.1%、3位：「調理の簡便さ」
20.6%、4位：「品質」15.6%、5位：「栄養価」14.5%となっている。	

○「価格」と「新鮮さ」については、いずれもほぼ4分の１の割合となっており、3位には「品質」や「栄養価」より
も調理しやすい状態での提供が求められていると、うかがえる。	

　3-1.　魚介類の購入動向（10）	

本問18.魚介類を購入する際の優先順位	

25.2 24.1 20.6 15.6 14.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=1210)

価格 新鮮さ 調理の簡便さ 国産品など品質 栄養価

1位	 2位	 3位	 4位	 5位	
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25.2

24.3

26.1

24.1

24.8

23.5

20.6

19.2

22.0

15.6

16.6

14.5

14.5

15.1

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

（n=590）

魚介類の購入頻度【低】

（n=620）

価格 新鮮さ 調理の簡便さ 国産品など品質 栄養価

○魚介類の購入頻度の高い人は、1位と2位が逆転。「新鮮さ」24.8%、「価格」24.3%とほぼ同じ優先度を占め
る。	

○40代も同様に、「新鮮さ」が1位に来る。「新鮮さ」24.7%、「価格」24.6%とほぼ同じ優先度。	

○「調理の簡便さ」については、魚介類の購入頻度の低い人（22.0%）の方が、高い人（19.2%）より、2.8ポイン
トとわずかながら高い。	

　3-1.　魚介類の購入動向（11）	

25.2
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24.6
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14.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1210)

30代(n=627)

40代(n=583)

価格 新鮮さ 調理の簡便さ 国産品など品質 栄養価

本問18.魚介類を購入する際の優先順位	

1位	2位	 3位	 4位	 5位	
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1位	

1位	
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4位	

5位	

5位	
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○ 魚介類を食べる際に感じることは、「和食になりがち」74.4%が圧倒的に多い。次いで、「味付けがいつも同
じ」56.1%、「白いご飯と合うようにしている」が46.8%と続く。	

○ 魚介類の購入頻度別で5ポイント以上の差がみられたのが、「野菜と合うようにしている」（11.7ポイント
差）、「シンプルな味付けに」（9.5ポイント差）、「白いご飯と合うようにしている」（7.3ポイント差）、「薬味をつ
ける」（7.3ポイント差）と、いずれも魚介類の購入頻度の高い人の方が、割合が高い。「～になりがち」とい
う項目ではなく、「～するようにしている」といった、少しの手間を加えるようにしている回答が多くみられる。	

○ 一方、魚介類の購入頻度の低い人の方が5ポイント以上高かったのが、「他のメニューとの組合せが難し
い」（7.7ポイント差）であった。	

　3-1.　魚介類の購入動向（12）	

本問19.魚介類を食べる際に感じること	
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全体(n=1210) 74.4 56.1 46.8 30.4 26.8 19.3 15.4 14.4 14.3 6.9 6.3 6.1 0.7 2.1

魚介類の購入頻度

【高】(n=590)
74.4 57.1 50.5 35.3 27.1 15.4 21.4 18.1 16.3 5.6 8.6 6.9 0.8 1.7

魚介類の購入頻度

【低】(n=620)
74.4 55.2 43.2 25.8 26.5 23.1 9.7 10.8 12.4 8.2 4.0 5.3 0.6 2.4
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○ 年代別で大きな差はみられず、もっとも差が開いたものが、「白いご飯が進みやすい」、で（4.4ポイント差）
で、30代の方が40代より4.4ポイント高かった。	

　3-1.　魚介類の購入動向（13）	
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全体(n=1210) 74.4 56.1 46.8 30.4 26.8 19.3 15.4 14.4 14.3 6.9 6.3 6.1 0.7 2.1

30代(n=627) 75.8 57.4 48.3 29.8 28.9 20.1 14.7 13.2 13.7 5.6 6.1 6.1 0.6 1.8

40代(n=583) 72.9 54.7 45.1 31.0 24.5 18.5 16.1 15.6 14.9 8.4 6.5 6.2 0.9 2.4

0%

20%

40%
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本問19.魚介類を食べる際に感じること	
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○ 魚介類を食べる際に感じる上位5項目について都市別にみると、割合がもっとも高い都市と、もっとも低い
都市とでは、10ポイント以上の開きがあった。	

○「和食になりがち」は、さいたま市84.5%、次いで京都市80.8%が高く、ともに8割を越える。特に低いのは、神
戸市67.3%、千葉市69.6%。	

○「味付けがいつも同じ」は、名古屋市62.2%、大阪市61.0%、京都市60.3%が高く、それぞれ6割を越える。特
に低いのは、福岡市46.1%と唯一、半数を切る。	

○「白いご飯と合うようにしている」は、福岡市52.8%が唯一半数を超える。5割にほぼ近かったのが東京23区
の49.8%。特に低いのは、神戸市41.6%、次いで横浜市、川崎市42.4%と貿易港のある都市が並ぶ。	

○「シンプルな味付け」は、東京23区34.4%、京都市33.3%が高く、特に低いのは、大阪市23.4%、さいたま市
26.8%。	

○「白いご飯が進みやすい」は、東京23区32.8%が唯一、3割を越える。続いて、「白いご飯と合うようにしてい
る」割合が最下位であった神戸市が29.7%。特に低いのは、福岡市19.1%で唯一、2割を切る。	

○東京23区は、「シンプルな味付け」「白いご飯と合わせる」「白いご飯が進む」の項目で上位に位置しており、
あっさりとした魚介類の食べ方をしているとみられる。	

　3-1.　魚介類の購入動向（14）	

本問19.魚介類を食べる際に感じること	

どちらかといえば
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なりがち
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全体(n=1210) 74.4 56.1 46.8 30.4 26.8

東京23区(n=241) 73.4 56.4 49.8 34.4 32.8

横浜市、川崎市(n=236) 74.6 54.2 42.4 31.8 23.7

千葉市(n=79) 69.6 57.0 46.8 29.1 25.3

さいたま市(n=97) 84.5 52.6 44.3 26.8 27.8

名古屋市(n=135) 71.1 62.2 48.1 32.6 23.7

大阪市(n=154) 74.0 61.0 48.7 23.4 26.6

京都市(n=78) 80.8 60.3 47.4 33.3 28.2

神戸市(n=101) 67.3 52.5 41.6 29.7 29.7

福岡市(n=89) 77.5 46.1 52.8 28.1 19.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(n=1210) 東京23区(n=241) 横浜市、川崎市(n=236)
千葉市(n=79) さいたま市(n=97) 名古屋市(n=135)
大阪市(n=154) 京都市(n=78) 神戸市(n=101)
福岡市(n=89)
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○魚介類を購入する際の参考情報は、全体で「簡単な調理法」58.9%が最多、1ポイント差で「お勧めの調理
法」57.9%と、調理方法に関する情報が上位にあがった。	

○上位項目のうち、魚介類の購入頻度の高い人は、「お勧めの調理法」60.3%が1位であるのに対し、購入頻
度の低い人は、「簡単な調理法」61.5%が1位となっており、求める調理方法でも、おいしく食べるものか、手
間を省くものか違いがみられた。	

○全体的に、魚介類の購入頻度の高い人の方が、購入頻度の低い人よりも割合が高い項目が多く、「養殖
か天然か」、や「産地や生産者情報」では10ポイント以上の開きがある。	

○魚介類の購入頻度の低い人が、購入頻度の高い人よりも参考とする割合が高かったのは、「簡単な調理
法」のほか、「保存方法」（42.4%）で、6ポイント高かった。	

　3-1.　魚介類の購入動向（15）	
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産医薬

品等の

情報

その他

全体(n=1210) 58.9 57.9 49.7 39.5 38.9 20.7 19.8 13.8 5.4 0.0

魚介類の購入頻度

【高】(n=590)
56.3 60.3 53.2 36.4 44.4 26.4 21.2 16.6 7.3 0.0

魚介類の購入頻度

【低】(n=620)
61.5 55.6 46.3 42.4 33.7 15.2 18.4 11.1 3.5 0.0
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本問20 .魚介類を購入する際の参考情報	
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○年代別に上位項目をみると、30代は、「簡単な調理法」60.1%が1位であるのに対し、40代は「お勧めの調
理法」60.2%が1位であった。	

○全体的に、30代の方が、40代よりも割合が高い項目が多く、中でも高めであったのが「保存方法」（6.7ポイ
ント高）と、「さばき方」（4.4ポイント高）であった。	

○1位の「簡単な調理法」と合わせて、30代の方が「保存方法」や「さばき方」の情報を参考としていることか
ら、商品の詳細情報よりも、基本的な扱い方を求めているとみられる。	

　3-1.　魚介類の購入動向（16）	
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全体(n=1210) 58.9 57.9 49.7 39.5 38.9 20.7 19.8 13.8 5.4 0.0

30代(n=627) 60.1 55.8 49.9 42.7 40.0 20.9 21.9 14.4 4.8 0.0

40代(n=583) 57.6 60.2 49.4 36.0 37.7 20.4 17.5 13.2 6.0 0.0
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本問20 .魚介類を購入する際の参考情報	
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商品
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ホーム
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【高】(n=590)
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○魚介類を購入する際の参考情報をどのように発信してほしいかは、全体で「商品パッケージ」68.2%が7割
近くと最多。2位の「店頭のポップ」52.9%と15ポイント以上の差を開けて、パッケージへの表示が高く求めら
れている。	

○50%を越える上位2項目（「商品パッケージ」「店頭ポップ」）はいずれも店頭で見ることのできる情報であり、
購入段階で情報を確認したい意向が考えられる。	

○インターネット上の情報では、「レシピサイト」38.9%が3位に位置している以外は、「販売店、生産者、行政
のホームページ」を発信源として求める割合はいずれも1割未満と低い。	

○全体的に、魚介類の購入頻度の高い人の方が、購入頻度の低い人よりも参考情報を求める割合がやや
高めとなっている。	

　3-1.　魚介類の購入動向（17）	

本問21. 求める参考情報の発信方法	
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　3-1.　魚介類の購入動向（18）	

○求める発信方法は、年代別で大きな違いはみられないが、「商品パッケージ」については、30代が70.3%、
40代が65.9%と30代は7割を越えており、40代よりも4.4ポイントとやや高い。	
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全体(n=1210) 68.2 52.9 38.9 25.5 24.0 14.5 5.5 4.6 1.9 0.4

30代(n=627) 70.3 53.7 40.0 25.0 22.6 15.6 7.0 5.3 1.9 0.5

40代(n=583) 65.9 52.0 37.7 26.1 25.4 13.4 3.9 3.9 1.9 0.3
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本問21. 求める参考情報の発信方法	
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○魚介類を購入する際の参考情報の発信については、全体で「販売員」に求める割合が62.4%と最も高く、2
位の「料理家」31.4%と30ポイント以上の差をあけている。情報発信方法は「商品パッケージ」や「店頭ポッ
プ」の割合が高く、発信者は「販売員」の割合が高いことから、売り場で購入段階においての情報提供を求
める傾向が高いとみられる。	

○「料理家」以外を除く全ての項目で、魚介類の購入頻度の高い人の方が、購入頻度の低い人よりも参考
情報の発信者を求める割合が高く、「販売員」では8.8ポイント差、「資格者」では6.5ポイント差で高かった。	

○研究者や行政担当者は最下位に位置しており、割合でみると「カリスマ主婦」は「栄養士」と同じ（27.0%）に
位置づけされている。また、「資格者」よりも「料理家」の方がわずかながら高いことなどから、知識中心の
人よりは実際に魚介類をさばいたり、調理したりする経験の豊富な人に情報発信を希望しているとみられ
る。	

　3-1.　魚介類の購入動向（19）	
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本問22. 求める参考情報の発信者	
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　3-1.　魚介類の購入動向（20）	

○年代別で大きな違いはみられないが、「販売員」の情報発信については、40代が64.7%、30代が60.3%と40
代の方が4.4ポイント、「料理家」については、30代が33.7%、40代が29.0%と30代の方が4.7ポイントとやや高
い。	
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　3-1.　魚介類の購入動向（21）	

○魚介類購入の際、店頭側に求める事については、「少量ずついろんなものを」が36.9%と最多。次いで「下
味がついたもの」29.8%、「惣菜の種類を増やす」26.3%と続く。	

○「少量ずついろんなものを」「その他」の項目を除いては、魚介類の購入頻度の低い人の方が、購入頻度
の高い人よりも割合が高く、特に「下味が付いたものを」は8.7ポイント、「加熱するだけの状態に」は7.6ポイ
ント高く、調理工程の手間を省いた状態での提供を求める意見が高い。	

本問23. 店頭側に求める事	
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バイキング

形式で少

量ずつい

ろんなもの

を購入でき

るようにし

て欲しい

下味が付

いたものを
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その他

全体(n=1210) 36.9 29.8 26.3 24.1 23.6 20.3 9.2

30代(n=627) 39.4 30.5 25.4 23.4 25.8 21.4 7.8

40代(n=583) 34.1 29.0 27.3 24.9 21.3 19.2 10.6
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　3-1.　魚介類の購入動向（22）	

○年代別にみると、上位2位の項目においては、30代は3割を越え、特に「少量ずついろんなものを」につい
ては40代よりも5.3ポイント高い。	

○「惣菜の種類を増やす」「匂いが目立たないように」の2項目については、1.5～1.9ポイントとわずかながら、
40代の方が高かった。	

本問23. 店頭側に求める事	



105 

　4-1.　サスティナビリティに対する意識 （1）	

4.　認証・資格制度の認知度	
	

本問24-1. 食のサスティナビリティ～生態系や環境に配慮した漁業の必要性～	

○生態系や環境に配慮した漁業の必要性について聞くと、全体で「非常にそう思う」、「そう思う」と答えた人
の合計が94.3%と、9割以上が必要性を感じている。	

○魚介類の購入頻度の高い人は、「非常にそう思う」、「そう思う」と答えた合計が95.2%、購入頻度の低い人
は93.6%と、1.6ポイントのわずかの差で、購入頻度の高い人の割合が高い。	

○30代は、「非常にそう思う」、「そう思う」と答えた合計が93.0%、40代は95.9%と、2.9ポイントのわずかの差で、
40代の割合が高い。	
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○生態系や環境に配慮した漁業支援の必要性について聞くと、全体で「非常にそう思う」、「そう思う」と答え
た人の合計が93.8%と、9割以上が必要性を感じている。	

○魚介類の購入頻度の高い人は、「非常にそう思う」、「そう思う」と答えた合計が95.3%、購入頻度の低い人
は92.4%と、2.9ポイントのわずかの差で、購入頻度の高い人の割合が高い。	

○30代は、「非常にそう思う」、「そう思う」と答えた合計が92.3%、40代は95.3%と、3.0ポイントのわずかの差で、
40代の割合が高い。	

　4-1.　サスティナビリティに対する意識 （2）	
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本問24-2. 食のサスティナビリティ～生態系や環境に配慮した漁業支援の必要性～	
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○MSCの認知度は、「意味も含め知っている」人は、全体で0.7%。「名前やマークだけは知っている」人（4.2%）
と合計しても4.9%と、1割にも満たない。	

○魚介類の購入頻度の高い人でも、「意味も含め知っている」人と「名前やマークだけは知っている」人の合
計が6.8%と低い。購入頻度の低い人になると3.2%と、購入頻度の高い人の半数未満となる。	

○30代は、「意味も含め知っている」人と「名前やマークだけは知っている」人の合計が4.1%、40代は5.8%と、
1.7ポイントのわずかの差で、40代の割合が高い。	

　4-2.　認証制度の認知度 （1）	
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○MELの認知度は、「意味も含め知っている」人は、全体で0.3%。「名前やマークだけは知っている」人（1.7%）
と合計しても2.0%と、MSCを知っている人（4.9%）の半数を下回る。	

○魚介類の購入頻度の高い人でも、「意味も含め知っている」人と「名前やマークだけは知っている」人の合
計が2.6%と非常に低い。購入頻度の低い人になると1.6%。	

○30代は、「意味も含め知っている」人と「名前やマークだけは知っている」人の合計が2.1%、40代も2.1%。魚
介類の購入頻度や年代別に関わらず、認知度はかなり低い。	

　4-2.　認証制度の認知度（2）	
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○MSCやMELのマーク付きの魚介類を購入することで、安定した供給活動を支援したいと思うか、について
は全体で、「非常にそう思う」、「そう思う」と答えた人の合計が81.5%と、8割以上がマーク付きの商品購入
による支援をしたいと思っている。	

○魚介類の購入頻度の高い人は、「非常にそう思う」、「そう思う」と答えた合計が81.8%、購入頻度の低い人
は81.2%と、ほとんど変わらない。	

○30代は、「非常にそう思う」、「そう思う」と答えた合計が81.4%、40代は81.6%と、ほとんど差はなく、魚介類の
購入頻度や年代別で、支援する意思の差はみられなかった。	

　4-2.　認証制度の認知度（3）	
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本問26. MSCやMELのマーク付きの魚介類を購入することで、安定した供給活動を支援したいか	
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○認証制度に従った漁業活動が小売価格に反映された場合の受容性では、全体で、「小売価格の3%までな
ら高くても買う」46.4%が最多。次いで「5%まで」が21.8%と多い。「1円でも小売価格に反映してほしくない」
25.4%を除いた74.6%が、価格追加分の幅はありながらも、多少の価格反映に対する受容性があるとみられ
た。	

○魚介類の購入頻度の高い人は、 「1円でも小売価格に反映してほしくない」23.6%。購入頻度の低い人は
27.1%と、3.5%とわずかに購入頻度の低い人の方が、価格反映への受容性が低い。	

○30代は、「1円でも小売価格に反映してほしくない」26.8%。40代は23.8%と、3.0%とわずかに40代の方が、価
格反映への受容性が低い。	

　4-3.　認証制度に対する意識	
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全体(n=1210)

魚介類の購入頻度【高】

(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

小売価格の3%までなら高くても認証の商品を買う 小売価格の5%までなら高くても認証の商品を買う

小売価格の8%までなら高くても認証の商品を買う 小売価格の10%までなら高くても認証の商品を買う

小売価格の10%以上でも認証の商品を買う 1円でも小売価格に反映してほしくない

本問27. 認証制度に従った漁業活動が小売価格に反映された場合の受容性	



111 

　4-4.　資格制度の認知度（1）	
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(n=590)

魚介類の購入頻度【低】

(n=620)

意味も含めて知っている 名前だけは見た・聞いたことがある 今回、初めて知った
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意味も含めて知っている 名前だけは見た・聞いたことがある 今回、初めて知った

本問28-1. おさかなマイスターの認知度	

○おさかなマイスターの認知度は、「意味も含め知っている」人は、全体で1.6%と非常に少ないが、「名前だけ
は知っている」人は、19.1%。両者の合計は20.7%と、2割の認知度であった。	

○魚介類の購入頻度の高い人でも、「意味も含め知っている」人は2.0%と非常に少なく、「名前だけは知って
いる」人（21.0%）と合計すると、23.0%になる。同じく両者の合計でみると、購入頻度の低い人では18.4%と2割
を下回った。	

○30代は、「意味も含め知っている」人と「名前だけは知っている」人の合計が19.2%と2割を切る。40代は
22.3%と、2割を越えた。	

20.7%	

23.0%	

18.4%	

20.7%	

19.2%	

22.3%	
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○日本さかな検定（ととけん）の認知度は、「意味も含め知っている」人は、全体で0.6%と1%を切って少ない。
「名前だけは知っている」人は、9.4%。両者を合計して10.0%と、1割に達する程度の認知度であった。	

○魚介類の購入頻度の高い人でも、「意味も含め知っている」人は0.5%と非常に少なく、「名前だけは知って
いる」人（12.2%）と合計して1割を越える程度（12.7%）である。同じく両者の合計でみると、購入頻度の低い
人では7.4%と1割を下回り、購入頻度の高い人とは4.8ポイントの差がみられた。	

○30代は、「意味も含め知っている」人と名前だけは知っている人の合計が8.8%。40代は11.3%と、1割を越え
た。	

　4-4.　資格制度の認知度（2）	
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意味も含めて知っている 名前だけは見た・聞いたことがある 今回、初めて知った
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意味も含めて知っている 名前だけは見た・聞いたことがある 今回、初めて知った

本問28-2. 日本さかな検定（ととけん）の認知度	
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○シーフードマイスターの認知度は、「意味も含め知っている」人は全体で0.5%と、日本さかな検定（0.6%；
P112）とほぼ同じ程度。「名前だけは知っている」人は、3.4%と、日本さかな検定（9.4%；P112）の半分を下回
り、両者の合計で3.9%と、5%に満たず、3つの資格の中では認知度がもっとも低かった。	

○魚介類の購入頻度の高い人でも、「意味も含め知っている」人は0.3%と非常に少なく、「名前だけは知って
いる」人（4.4%）と合計しても4.7%と5%を切る。同じく両者の合計でみると、購入頻度の低い人では3.0%であっ
た。	

○30代は、「意味も含め知っている」人と「名前だけは知っている」人の合計が2.9%。40代は5.0%と、5%に達し
た。	

　4-4.　資格制度の認知度（3）	
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意味も含めて知っている 名前だけは見た・聞いたことがある 今回、初めて知った
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意味も含めて知っている 名前だけは見た・聞いたことがある 今回、初めて知った

本問28-3. シーフードマイスターの認知度	
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　4-5.　資格制度に対する意識（1）	

○おさかなマイスター、日本さかな検定、シーフードマイスターの資格についてどのように思っているかを聞く
と、「販売者は資格を持っていると良い」58.3%が最多。次いで、「生産・加工者は持っていると良い」57.4%と、
1位に僅差で迫る。魚介類の提供者側が資格を持っていた方が良いと考える人が多い。	

○魚介類の購入頻度の低い人は、「販売者は持っていると良い」、が59.5%。購入頻度の高い人（57.1%）と比
べると2.4ポイントわずかに高く、「生産・加工者は持っていると良い」では、低い人58.9%に対し、高い人は
55.8%と3.1ポイント高い。	

○一方、「子どもが興味を持つと良い」では、購入頻度の高い人36.3%に対し、低い人は34.4%と、1.9ポイント
わずかに低く、「自分も受けてみたい」では、高い人12.2%に対し、低い人9.0%と、3.2ポイント低い。	

販売者は資格

を持っていた方

が良い

生産・加工者は

資格を持って

いた方が良い

子どもが興味

を持ったり、受

けられたりする

ものがあると良

い

自分も受けて

みたい
その他

全体(n=1210) 58.3 57.4 35.3 10.6 2.2

魚介類の購入頻度

【高】(n=590)
57.1 55.8 36.3 12.2 3.7

魚介類の購入頻度

【低】(n=620)
59.5 58.9 34.4 9.0 0.8
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本問29.資格に関する意識	
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○年代別にみると、「販売者」や「生産・加工者」などの提供者側が資格を持っていた方が良いとする意見は、
40代の方がやや高め。	

○「販売者は持っていると良い」、は30代55.8%に対し、40代は61.1%と5.3ポイント高い。「生産・加工者は持っ
ていると良い」は、30代55.8%に対し、40代は59.0%と3.2ポイント高い。	

○「子どもが興味を持つと良い」では、40代32.2%に対し、30代は38.1%と5.9ポイント高い関心がみられた。し
かしながら、「自分も受けてみたい」では、30代10.8%、40代10.3%とほとんど変わらず、資格に対する自分自
身の関心は年代別に限らず、低いとみられる。	

　4-5.　資格制度に対する意識（2）	
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A B C D E
性別/年年齢 女性/44歳 女性/40歳 女性/46歳 女性/48歳 女性/36歳

居住地 横浜市。場所的に
はシーパラダイス
に近いところで、
京浜東北線の奥
の方に住んでい
る。

戸田市。 大田区。ここまで
電車一本なのに、
迷ってしまった。

練馬区石神井公
園。

横浜市。どちらか
というと鎌倉に近
い、横浜に見えな
い畑の多いとこ
ろ。

家族構成 夫、高校3年の男
の子。

夫、高1と幼稚園
（年中）の男の
子。

夫、小4の娘。 夫、大学2年の男
女の双子。

夫、小4、小1の男
の子。

職業 パート。短期単発
の派遣を専門に働
くことが多い。事
務の仕事などをよ
くしている。これか
らのシーズンはお
歳暮が始まるが、
お歳暮の窓口で
はなく、お客様を
席に案内する係
で、立ちっぱなし
でイスを運んでと
いう仕事をする予
定。そうやって短
期単発である時期
頑張るような仕事
を繰り返している。
（良い感じで仕事
をしている?）そう、
今はお休みモード
だが、これから始
める予定。

専業主婦。 専業主婦。何かや
らなきゃと思って
いながら、何も
やっていない。

パートで、信販会
社の事務をやって
いる。

専業主婦。仕事は
していないが、子
どもが2人小学生
なので、PTAの役
が回ってくる当た
り年なので忙し
い。

夫の年年齢 50歳 41歳 45歳 50歳 45歳

（1）⾃自⼰己紹介
1.自己紹介（1）	

Ⅲ．グループインタビュー議事録	
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A B C D E
（1）⾃自⼰己紹介

いつもはパンとハ
ムやジュースな
ど。でも、子どもが
いつもご飯にちり
めんやふりかけな
どをかけて食べて
いくのだが、今日
はそれをたまたま
残したので、私は
その残りにご飯を
足して済ませた。

主人は夜の帰り
が2～3時で、朝は
6時くらいに出るの
で、朝は食べな
い。私が起きるよ
り先に出ていて、
何も食べたものが
ないから、たぶん
食べていないと思
う。

（まず最初に子ど
もたちが食べる?）
そう。子どもが先
に食べて、そのあ
と私が食べる。

今⽇日の朝⾷食 コーヒーとヨーグル
トが3人共通。私
はパンで、あと昨
日作ったコンビー
フとピクルスの混
ぜたものを食べ
た。

息子と主人は、牛
乳とコーンフレー
ク。食べるのはバ
ラバラ。

ヨーグルトはプ
レーンで、毎日食
べている。それに
冷凍のブルーベ
リーやジャムやは
ちみつをその日の
気分で入れる。

普段から何か入
れて食べるが、プ
レーンのヨーグル
トが習慣で他のも
のは食べられな
い。

今日は喉の調子
が少し悪いので、
はちみつを入れて
食べた。

主人と私はいつも
同じ時間に大体同
じものを一緒に食
べる。ヨーグルトは
いつも。主人は牛
乳にティーバックを
入れて紅茶を飲
む。

私は、マーガリン
をつけた食パン
を、主人はマーガ
リンの上にジャム
をぬって食べる。

高1の息子は先に
起きて食べるのだ
が、寝坊したよう
で3連のヨーグルト
を1個食べて、牛
乳を飲んで出かけ
た。

チビさんはカニパ
ンを最後に起き
て、食べていた。

（いつもヨーグルト
を食べるのか）そ
う。結婚当初、主
人は朝は食べら
れない派だった
が、ヨーグルトは
体に良さそうと
か、花粉に効いた
りするということ
で、ブルーベリー
ジャムを入れて食
べ続けている。

私はカフェオレと
トーストにクリーム
チーズとハムを載
せたもの。野菜は
ゼロだった。娘は
ポケモンのパンを
食べた。主人はい
つも慌ただしく出
ていくので、何も
食べずに出かけ
た。

（娘さんとは一緒
に食べたのか）今
日は娘と微妙に時
間がずれた。一緒
に食べることが多
いが、今日は娘が
少し起きるのが遅
くて、待ちきれなく
て、私が先に食べ
た。

（ご主人は食べな
い?）あと5分、10
分早く起きて何か
しら食べればいい
のに、主人は独身
の頃からの長年
の習慣みたいで、
朝は食べない。

子どもたちが中学
時代は弁当があっ
たので早かった
が、最近は6時半
に起きれば良く
なった。主人は前
の晩に作ったおに
ぎりを勝手に食べ
ている。

子どもたちは今日
は2限からというこ
とで家にいたの
で、ヨーグルトとバ
ナナとカフェオレな
どを娘は食べて、
息子はそれにパン
を半斤くらい食べ
た。息子は朝から
すごく食べちゃう。

私はカフェオレと
菓子パンが残って
いたのでそれを1
個かじった程度。

主人は先に食べ
るが、あとは子ど
もたちの学校の始
まる時間によっ
て、私が出る時に
起きていないこと
もあるので、そうい
う時はパンだけ置
いて出ちゃうことも
ある。

1.自己紹介（2）	
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A B C D E
（1）⾃自⼰己紹介

ご飯は弁当に使
う。息子は体育会
系なので、すごく
食べる。パンだと
１斤持っていかれ
そうな勢い。お餅
ということもある
が、おかずはな
し。

朝⾷食は洋⾷食派
か

私自身、母が仕事
を持っていたせい
か、ずっとパン食
で育ったから。朝
はご飯を食べる習
慣がなかった。
でも、息子が小学
校の頃、一時期、
「朝は米にして」と
言われた。

（どうして朝はご飯
が良いと息子さん
は言ったのか）な
ぜなのか分からな
いけど、そう言い
出した。

（E:うちも長男がそ
う言う。朝にご飯
がない時もあっ
て、サトウのごは
んを買ってある）
でも最近は、高校
生男子はダイエッ
トも気になるの
か、少しずつ朝は
パン食になってい
る。
（ご飯の時のおか
ずは?）おかずは
卵焼きとふりかけ
を並べて出してい
た。

自分がパン食な
ので、朝何を用意
すればいいのか
分からない。味噌
汁も前の日の残り
ということもあっ
た。

朝は、ご飯は炊か
ない。

私もパン食で育っ
ている。娘は、今
はポケモンパンに
ハマっているので
食べているが、パ
ンはモサモサする
ので食べづらいら
しくて、ご飯の方
が普段は良いらし
い。ご飯はふりか
けをかけて食べて
いるが、もちろん
おかずはない。

1.自己紹介（3）	
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A B C D E
（1）⾃自⼰己紹介

⼦子どもの頃か
ら、朝⾷食はパ
ン派か

朝⾷食の調理理
は、⼤大変か

今は子どもに弁当
が必要だが、中高
6年間がもうすぐ終
わる。弁当は5時
起きに作るので、
今はそちらにガッ
といっている感じ。

弁当は作ってから
冷やさなきゃいけ
ないし、煮物や焼
き物を入れると
…。一時期、弁当
の残りを朝ご飯の
おかずにしていた
が、「朝昼一緒だ
よ」みたいに言わ
れて、その手も使
えなくなった。それ
で弁当の残りは私
のお昼になってい
る。だから朝は違
うものとして、パン
などになる。

（自分が子どもの
頃は、朝はご飯
だったのか）私は
ご飯とみそ汁だっ
た。でも、結婚して
からは、主人の帰
りが遅く、待ってい
ると、翌朝、私もな
かなか起きられな
くて、朝からご飯
が入らない。主人
はパン派だった
し、普段は何も食
べないことが多い
が、ご飯かパンか
と聞かれたら主人
はパンが良いと言
うので、それに合
わせていてパンに
なった。それに、
甘めのパンを朝に
食べた方が、頭が
動く気がして。

★E以外全員:子ど
もの頃から朝はパ
ン食だった。

1.自己紹介（4）	
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A B C D E
（1）⾃自⼰己紹介

朝の弁当の⽀支
度度
/弁当の中⾝身

★E以外全員:弁
当を作っている。

主人と高校生の
息子の弁当を作っ
ているが、これが
別メニュー。（多
数:えーっ!）
主人は肉派で、卵
焼きとウィンナーと
いうお子様メ
ニュー。息子は魚
や何やら入ってい
る方が嬉しい系の
人。朝ご飯用に回
るものは何もない
感じ。

（息子さんの弁当
は?）基本的に半
分加工の冷凍食
品系ものを焼いた
りすることが多い。
小さくカットしてあ
る、弁当用の魚。
それは生協で買っ
ているのだが、産
地加工の甘醤油
的なものや、ごま
をまぶしたイワシ
など味がついてい
る、8個入りの冷
凍食品で、パルシ
ステムのものだ
が、結構おいし
い。自分で両面焼
いて、弁当に入れ
る感じ。

高校生の息子の
弁当。あと週1回、
幼稚園の子の弁
当も作る。

幼稚園は、それ以
外の日は給食が
ある。

（どうして控えめに
手を挙げたのか）
主人は半年前ま
で弁当を持って
いっていた。

でも、お腹に浮き
輪がつく程、太っ
た。そのことを気
にしだして、お昼
はちゃんと食べた
方が良いと思うの
だが、控えめにと
言い出して、今は
おにぎりだけを
持っていく。

おにぎりを弁当と
言っていいのか
な?と思ったのだ
が、おにぎりは
作っている。

息子と娘の弁当を
作っている。

1.自己紹介（5）	
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A B C D E
（1）⾃自⼰己紹介

（つづき）
/弁当の中⾝身

お兄ちゃんの弁当
は、恥ずかしいくら
い冷凍食品満載。
冷凍の白身魚や、
パスタの入れ物に
入ったものをチン
する。

（どんな白身魚?）
白身魚は冷凍で、
（A:タルタルが入っ
ている?）そう。
あとは冷凍のコ
ロッケ、メンチ、
シュウマイとか。
嫌いじゃなさそう
なものを買ってお
いて、2日連続同
じにならないように
気をつけてチンし
ている。

幼稚園の子はハ
ンバーグが大好
き。全部食べると
金色のシールをも
らえるらしいので、
好きなものだけ入
れる。あとはプチト
マトとアンパンマン
のポテトなど、毎
週同じものばかり
入れている。他の
ものでは完食でき
ず、そのシールが
もらえないから。

娘はおにぎり2
個。息子はドカベ
ンでご飯をいっぱ
い入れて、コロッ
ケかカツなどを入
れる。息子は基本
肉系で、魚は殆ん
ど食べない。

（どうして魚を食べ
ないのか）嫌い
じゃないが、物足
りないと言われ
る。だから焼いた
肉をバンッと載せ
たりする。

（物足りないという
のは?）中高とラグ
ビーをやってい
て、すごく食べさ
せられていて、肉
じゃないと力が出
ないと言われたよ
うだ。ラグビーをや
る前は魚も食べて
いたのだが。今も
食べないわけじゃ
ないが、魚があっ
ても肉が欲しいと
言われるので、そ
れが面倒で肉にし
ている。
元々主人も肉派。
すごい量だから、
どうしても調理は
肉の方が簡単。

（どうして肉の方
が簡単なのか）例
えば、下ごしらえ
もなくバーッと焼い
ちゃえばいいし、
ステーキもボンと
焼けばいい。カツ
も衣がついたカツ
を買って揚げるだ
けだし。

（魚はどういう下ご
しらえがあるの
か）本人も魚は骨
があって面倒だと
言う。食べるなら
刺身になるが、そ
れでは足りなくて
肉が欲しいと言わ
れる。

1.自己紹介（6）	
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（骨付きで面倒だ
と言うのは、弁当
の時だけ?）普段
も。魚をチミチミ食
べるのがイヤらし
い。チミチミ食べる
のは、面倒くさい
ようだ。

（B:きっとガッツリ
食べたいんだよ
ね）ラグビーを始め
て体育会系になっ
てから、魚などを
食べなくなった。
その前はすごく痩
せていたせいか、
魚ばかり食べてい
たが、食が変わっ
た。

（つづき）
/弁当の中⾝身

おにぎりの具 弁当には小さいお
にぎりを2個にして
いる。こんぶの佃
煮とかも使う。

（1）⾃自⼰己紹介

夫からの朝⾷食
の要望

特に新しいものは
出さなくていいと
言われる。

20年間、ずっと同
じものが続いてい
るから、このまま
でいいらしい。

たぶん和食が食
べたいのだと思
う。

主人の母がちゃん
とする人だったか
ら。でも、私はでき
ないと言ったの
で。結婚した当時
も働いていたし、
双子ができて大変
だったし、4年生か
らまた働いている
ので「できません」
という感じ。

本当にスタンダー
ドなものか、ご飯
に混ぜるタイプの
シリーズをいろい
ろ揃えている。
（A、D同意）

1.自己紹介（7）	
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家で決めているわ
けではないが、ご
飯をしっかり食べ
ましょうと学校の
食育で言われる。

本人がご飯好きだ
からそれを膨らま
せて言っているの
かもしれないが、
そういう話を子ども
からしてくる。

（お子さんは何と
言うのか）学校で
勉強をした時に、
炭水化物をしっか
り摂りましょうとい
うことで、パンより
ご飯の方が腹持
ちが良いという感
じで言われて、本
人もそう思ってい
る。

元々長男はずっと
ご飯派だった。下
の子は、幼稚園の
時は簡単なので
パンだったが、
別々も面倒なの
で、今は下の子も
ご飯派になった。

（1）⾃自⼰己紹介

朝⾷食の習慣 主人も子どももあ
まり朝は食べられ
ない。

起きてすぐは、胃
がダメらしい。朝
の6時や6時半は
食べられないか
ら、ヨーグルトとパ
ンとかになる。

1.自己紹介（8）	
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（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）
昼は夕飯の残り。
主人の帰りが遅く
て夕食が残るの
で、それを消費し
ている感じ。
夜は朝、昼作って
いないので作る。
作らないと、学校
で何か言われそう
だから。
ママ友と喋るが、
魚だと物足りなく
てもう一品作るこ
とになる。魚だけ
だと満腹にならな
いようだ。肉は
バーッと食べられ
るので良い。

（C :うちの子も、魚
だと、ご飯が進ま
ないらしい）嫌い
じゃないから出せ
ば食べるんだけ
ど、もうちょっと何
かない?と言われ
ちゃう。魚とごはん
で満腹にならな
い。
（D同意）
（C :女の子もそう）
（A:見た目のメ
ニュー的にもそう
なっちゃう。魚だと
煮物を別に作った
りするが、肉は野
菜を敷いて、その
上に炒めた肉を
バーンと載せる
と、見た目もビ
ジュアル的にお腹
がいっぱいになる
のかもしれない）

⾃自分で作るこ
とが多いか、
中⾷食や外⾷食も
含めながら⽤用
意することが
多いか

全部自分で作る。
（Aのみ）

朝、弁当を作る
と、昼も私用に残
す。夜も自分で作
る。お惣菜が家族
みんな、あまり好
きではない。主人
は肉派で、息子は
お肉はあまり入れ
て欲しくないタイ
プ。冷えると肉の
脂がイヤらしい。
お肉の弁当は基
本的にNG。

お肉と言えば自分
でたくさん作った
つくね団子を冷凍
して入れたり、ささ
みを入れたりする
ぐらい。あとは自
分で作ったハン
バーグを冷凍して
おいて弁当用にす
る。結局作ること
が多いので、冷凍
庫はパンパン。

夜ご飯にカレーな
どを多く作った時
に、その残りを、
昼に私が食べる。
あとはインスタント
ラーメンも食べる。
夜は家族がいれ
ば大体は作るが、
疲れて手を抜く時
は惣菜を買った
り、週末は外食し
たりする。

（買ってくる惣菜と
いうのは?）コロッ
ケや下の子が好
きなメンチカツな
ど、駅の近くの
スーパーで買う。
外食は、主人は定
食系が好きなの
で、大戸屋とか週
末の昼はガストで
ランチとか。

（疲れちゃって惣
菜を買うのは、どう
いうことが面倒だ
から?）ご飯は炊い
たけど、これから
下ごしらえをしたり
するのが面倒だと
思ってしまう。

昼は私1人なので
夕飯の残りや、納
豆などで食べちゃ
う。
夕飯は、全員揃う
ので平日はなんと
なく作っている。

（作んなきゃという
気持ちがあるの
か）朝も昼もずっと
手抜きなので、夜
くらいはそれぞれ
の好きなものを
作ってあげたい。
それぞれ別のメ
ニューを作ることも
ある。3人家族な
のに、主人と娘が
全然好みが違う
し、私も違う。

夫はボリューム系
で揚げ物が好き。
娘は何が入ってい
るか分かるような
シンプルなものが
好き。シンプルと
言っても難しいの
だが、例えばファミ
レスのハンバーグ
とか分かりやすい
のが好き。いろい
ろ混ざったサラダ
や煮物は嫌がる。

（お嬢さんは魚と
肉ではどちらが好
きなのか）魚は骨
を取るのが面倒な
ようで、骨がない
とか少なめの、サ
ケの切り身は食べ
る。それは物心が
ついた頃からだ
が、食べ方が下手
だから、魚を出し
ても6割ぐらいしか
食べない。食べら
れるところも避け
て残してしまうの
で、こっちも出さな
くなっちゃう。

昼は私は仕事をし
ているので、社
食。社食では、普
通の定食かおうど
んか。定食はあま
りおいしくなくて、
何これ?という感じ
のものが多い。
夜は息子が殆ど
合宿所だったがこ
こ何日かは家から
通うので、息子が
いると毎日肉に
なったり。ハン
バーグもすごく好
きなので、冷凍な
ら2個とか食べる
から大変。

息子がいないと金
曜日までは主人も
食べないので、娘
と2人か私1人で、
スープ春雨だけと
いうことがある。作
るとガッツリ作る
が、私1人だと
スープ春雨とかに
なってしまう。

2.食生活について（1）	
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（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）
（つづき）
⾃自分で作るこ
とが多いか、
中⾷食や外⾷食も
含めながら⽤用
意することが
多いか

私は肉でも魚で
も、どちらでもい
い。

平日の夜はなんと
か作るが、休日は
出かけることが多
いので、出先で外
食をする。

外食でも好みが3
人3様で揉めるの
で、結局バイキン
グ形式が多い。

2.食生活について（2）	
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魚は切り身になっ
ているので、何グ
ラムという発想が
ない。

肉はバーッと炒め
たりするが、魚を2
～3切れ食べると
いうことはない。お
肉はお腹いっぱい
になるまで食べら
れる感じだから。

（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）
物⾜足りなさは
量量の問題か
イメージの問
題か

息子は肉の脂が
嫌い。
3人それぞれ自分
の食べたいものを
自分で作るという
のが基本。週末は
外食をしないで自
分が食べたいもの
を作るので、それ
ぞれ台所に立って
いる。気がつくと
台所に3人並んで
いる時があって、
喋りながら作って
いることもある。

（そうするようにご
自身が仕向けた
のか）そうではな
いが、結構最初か
ら。幼稚園の時か
ら台所が嫌いじゃ
ない男の子にする
ため、卵焼きを自
分で焼かせてお
弁当に持たせたり
した。そうすると、
先生からほめられ
ることもあって、続
けたようだ。私が
仕事から帰ってく
ると、フライパンの
残骸があったりす
るので、何を作っ
たの?と聞くことが
ある。

息子は魚が好き
だが、魚料理はあ
まり作らない。
チャーハンとか卵
料理が多いよう
だ。卵と魚は焼く
のは同じだが、手
間が違う。卵焼き
の巻き方とか、
チャーハンがパラ
パラにできたりす
ると達成感がある
ようだ。（E:魚はグ
リルに入れるだけ
だから、達成感が
ないんじゃない?）
良い感じに焼けた
というほど、魚料
理までには達して
いない。

魚はカロリーが低
いと思う。

魚はカロリーが低
いと思う。

2.食生活について（3）	
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（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）
⿂魚料料理理と⾁肉料料
理理の達成感の
違い

漬け込み系の魚
は、キッチンペー
パーを使ってフライ
パンで焼いてい
る。その場合、達
成感は崩れないこ
とだけ。あとは、お
皿にきれいに盛る
ことぐらいしかない
かもしれない。

（どうしてグリルは
イヤなのか）分解
して…。
（E:洗っても網がき
れいに洗いきれな
くて、何か残って
いるみたい）
前のグリルは魚を
しばらく焼かな
かったら、使えなく
なったぐらい。今
はグリルも新しくし
たが、わたを取っ
ているサンマを、
グリルに入れたら
そのままでひっく
り返さなくても両
面焼けるのだが、
焼けているかどう
かを見るのがイヤ
だし、終わったあ
との掃除もイヤ。

電子レンジで焼き
目がつくというのを
買ったがあまりお
いしくない。

それにその電子レ
ンジでできるもの
は1個が高いし。
それなら肉の方が
良いと思ってしま
う。

魚は焼くばかりで
手を抜いたかなと
思ってしまう。

肉は形として派手
なものができるか
ら、やったという感
じがある。

網だけ金タワシで
洗って、あとは食
洗機なので、だい
ぶラクになったの
だけど、その作業
はちょっと…。

魚料理が全然で
きなくて、グリルで
焼くぐらいなので、
魚は焦げずに焼け
たというレベルし
かない。

肉はいろいろアレ
ンジして、野菜と
一緒に炒めるだけ
で、ジャン!!という
感じでできる。

グリルを洗うのが
イヤ。
（C以外全員同
意）

2.食生活について（4）	
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（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）
1ヵ月前に電子レ
ンジが壊れた。買
い替えで選んだの
は、最近は魚をあ
まり食べていない
ので、網が付いて
いるタイプのレン
ジもあったが、網
は洗うのが面倒で
やらないので、鉄
板が波々になって
いて魚を置いて焼
けるというのが
あったので、もし
かしたらやるかも
と思って買った
が、まだ魚は焼い
ていない。

（A:電子レンジで
魚を焼くと、あとの
電子レンジのニオ
イが気になりそう）
チンするやつを
使ってみたが、中
にニオイがこもった
のでイヤになって
やめた。

⿂魚料料理理をする
時の道具の⼯工
夫

グリルで⾁肉を
焼くか

鶏の皮を先にグリ
ルで焼くことがあ
る。塩だけで焼くと
おいしい。

（グリルでお肉を
焼く時と魚を焼く
時では差はある
か）どちらもイヤ。

グリルで肉を焼く
のは、よほど気合
が入っていないと
やらない。でもフラ
イパンで焼く方が
良い。

食べるのはおいし
いけど、グリルは
後始末を考えると
手を出したくない。

グリルでお肉は焼
かない。

2.食生活について（5）	
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（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）

基本的に私は魚
が嫌い。骨がイ
ヤ。骨を小学生の
頃につめたので、
食べるのもイヤ。

子どもが小さいと
魚料理を作ったら
私がむしるので、
それもイヤで遠ざ
かった感じ。

私が嫌いで子ども
が魚嫌いになって
も困るなと思って、
その（カレイの煮
つけの）時は頑
張ってみた。

煮つけは2年前く
らいにやったか
な。

子どもが魚釣りが
好きでハマったの
でやったこともあっ
たけど、おいしくて
もそれだけでは足
りないということで
やめた。

娘がダイエットした
いということで、サ
ケのホイル焼きは
最近やった。

普段はサケの塩
焼きをやったら、お
めでとうという感
じ。

ブリ照は作るが冬
のメニューなの
で、年何回かしか
やらない。ブリ照も
頑張って作ったと
いう感じ。

カレイの煮つけを、
子どもが小さい時
にすごく頑張って
やったら、中が半
分生で失敗してや
らなくなった。

普段は味つきの
魚を焼く専門。
最大に頑張ると、
カレイの煮つけ。

テレビで魚のDHA
がいいと聞くと、何
年もやっていない
からまずいかなと
思って、やろうか
なと思うけど…。

最⼤大に頑張っ
た時の⿂魚料料理理

⿂魚料料理理を奮い
⽴立立つきっかけ

魚は普段は焼くく
らい。
あとは白身の魚で
カリカリにソテーみ
たいに焼いたりし
た。子どもが一時
期それに凝ってい
たから。

煮つけなんてやっ
たことがないし、
やり方も分からな
いくらい。

（お肉を煮たりする
ことは?）角煮みた
いなものというこ
と?
（トマトソースで煮
込んだりすること
は?）あまりやらな
い。煮る系は、魚
に限らずあまりや
らない。

できて、ブリの照
り焼きぐらい。カレ
イの煮つけを結婚
当初頑張ってやっ
たが、10何年やっ
ていない。

おいしいと思うけ
ど、身が薄くて、
食べた気がしな
い。

普段は、焼くこと
はやっている。

2.食生活について（6）	
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（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）
子どもが、おでん
が好きなので、9
月になるとおでん
ものがよく店頭に
出る。食材とセット
になっていて、子
どもが気に入った
メーカーがあるの
でよく買う。

子どもは、ご飯を
食べる時に、ちり
めんじゃこやしらす
をかけるのが好
き。

あとは小さいめざ
しが家族みんなが
好きなので、オー
ブントースターでチ
ンして皿に入れて
おくと、おやつ代
わりになる。それ
で食べた気になっ
ている。

ツナ缶は使う。サ
ラダに入れたりす
る。

加工品は食べる
が、息子と私だ
け。主人はそうい
うものも嫌いなの
で、弁当にも入れ
ない。

⿂魚介類の加⼯工
品の利利⽤用

⿂魚の⾻骨付きの
加⼯工品につい
て

子どもの頃はそう
いうものを食べた
記憶があるが、自
分で買って出した
ことはない。

食べない。

スープ類で⿂魚
を使うか

何年か前は、鍋に
タラを入れたが、
しょっぱくなるので
やめた。今は鍋も
肉を入れる。

マダラの鍋。

オイルサーディン
などは私は好きだ
が、子どもが食べ
ない。

クラムチャウダー
にシーフードミック
スを入れて作るこ
とがある。

具だくさんのスー
プが子どもは好き
なので、よく作って
いる。

主人と娘が買い物
に行くと、甘辛っ
ぽい味の濃い魚
料理を買っている
が、私は味が濃す
ぎて食べない。

2.食生活について（7）	
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（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）
⼣夕⾷食の準備と
⼣夕⾷食を始める
タイミング

野菜が足りない。

いつも買ってくる
野菜が決まってい
るから。

ジャガイモ、ニンジ
ン、タマネギ、キャ
ベツ、ネギ、レタス
ぐらいしか買わな
いので、野菜が足
りないと思う。

個人個人で違う。
食べるものが違う
から。

子どもは緑黄色野
菜があまり好き
じゃないので足り
ないと思う。同じ
野菜でも、煮たら
食べても生は食べ
ないとか、同じメ
ニューしか食べな
いから食べる回数
も少なくなる。

主人は食べ過ぎ
だが、強いて言え
ば魚の回数は明
らかに少ない。

主人は魚が嫌い
なわけじゃない
が、子どもがあま
り食べないので
減ってしまう。

でも魚にしてとは
言わない。やは
り、物足りないか
らかな。

うちは野菜はなる
べく多く出して、食
べるようにしてい
る。

ただ、調理の時間
が少ないから、煮
込めないので根菜
類が少ない。

葉っぱ類は多い
し、トマトやカボ
チャは子どもたち
が好きなので出し
ている。

子どもたちが具だ
くさんのスープが
好きだから、いろ
いろなものを入れ
るから、そんなに
野菜不足はないと
思う。

上の子は硬い肉
が嫌いで、挽き肉
がメインになる。歯
にひっかかるのか
のどに詰まるの
か、硬い肉は食べ
にくいと言う。

何が良い?と聞け
ばハンバーグや麻
婆豆腐になってし
まう。

それに肉より豆腐
の方が好きなよう
だ。大きくなくて痩
せているので、も
うちょっと肉系を食
べて欲しい。

色目は気にする。

栄養バランスより
色が多くなるよう
にと気をつけてい
る。そうすれば必
然的に栄養バラン
スが良いだろうと
思っている。

（足りないもの
は?）量を減らせと
言われるから、作
りすぎないように
気をつけている。

主人は前の日の
残りをタッパーに
入れてそれが冷
蔵庫に入っている
のがイヤらしいの
で、その日のもの
はその日に作るよ
うに気をつけてい
る。

⾷食⽣生活のバラ
ンス
/⾷食⽣生活の要
因

うちは4～5時に作
り始める。かける
時間はピンキリだ
が、調理時間は
40分くらいが多
い。

娘はお腹が空くと
作っている最中か
ら違うものを食べ
たがる。レトルトカ
レーを食べちゃうこ
となんかある。

食事時間は、5時
半か、6時。主人と
食べるなら7時くら
い。

7時半から作り始
めて40分くらいか
けて、食べ始める
のは9時半とか。

みんなで食べるな
ら待っている。

普段は、6時くらい
から準備を始め
て、40分くらい調
理して、7時から食
べる。

簡単なものなら6
時半から作り始め
る。

子どもと私は揃っ
て食べる。主人は
帰りがすごく遅い
から、待たない。

ちゃんと作る時
は、5時半くらいか
ら始めて30分くら
いかけて、食べ始
めるのは6時半ぐ
らい。

上の子が部活で
遅い時は、7時半
や8時ぐらいまで、
待つことがある。

5時くらいから作り
始めて、調理は40
分くらいかけて、
食べるのは7時く
らいからになる。

2.食生活について（8）	
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（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）
生協を2社使って
いるので、カタログ
を見てメモを取り
ながら決めてい
る。

何曜日は仕事が
あるかないか、弁
当はあるかないか
ということをメモし
てあるので、弁当
と夜のメニューを
思い立った時に書
いて、生協で買っ
たものと照らし合
わせて、足りない
ものをスーパーで
買うようにしてい
る。

朝5時の朦朧とし
た状況でも、その
メモを見て、決め
たように動いて
作っている。1～2
週間は、そのメモ
を見てメニューを
決めている。

買い物をしなが
ら。

グルッと見て、こ
の肉は安いからこ
れにしようとかで
決めている。

⼣夕⾷食のメ
ニューの決め
⽅方

学校給食の予定
を見てメニューを
決める。

前後当日、給食と
ぶつからないよう
に作っている。

あとはスーパーの
セール品を見た
り、温かいとか寒
いという気候と気
分で決めている。

帰りにスーパーに
寄って決めたり、
会社の人に「今日
は何?」と聞いたり
する。

大体スーパーに行
く前に冷蔵庫を見
て、残っているも
のと合わせて何に
するか頭に描きつ
つ、スーパーに
行って足りないも
のを買う。

でも、スーパーに
行って、安い肉が
あれば焼肉にとか
に変更する。

参考レシピ
/親からの教
え

クックパッドを年中
見ている。

残った野菜などを
検索して参考にす
る。それでおいし
いと思ったら参考
にするが、私なら
これをこう使うと
か、アレンジして
使う。

参考にするのは、
材料を入れて、味
つけできる（出来
合いの）調味料の
パッケージ裏など
を参考にして、自
分で作る。

材料はこれとこれ
があるから、参考
にしようかなと思っ
て見ている。

あとは母親からの
味で、何となく自
分が食べてきたも
のを作っている感
じ。

Cさんと同じ感じ。

2.食生活について（9）	
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夫は家で酒を
飲むか（酒の
つまみは）

飲むけど、つまむ
のはお菓子。

私と息子は鶏肉、
主人は牛肉が多
い。

鶏はだんごやささ
みを焼いてとろろ
昆布を載せたり。

最近は、鶏は焼い
て、カイワレ大根と
大葉を載せて、ポ
ン酢でさっぱり食
べることが多い。
そういうメニューは
箸で食べる。

主人は豚肉も好き
で、三枚バラが大
好き。私は圧力鍋
を使わないが、主
人は自分で圧力
鍋を使って作るの
で、圧力鍋は主人
の鍋という感じ。
私はグリルと一緒
で、圧力鍋を洗う
のもイヤだから。も
ちろん主人が作っ
た料理は、私も分
けてもらう。

あと、（私は）豚も
食べる。豚は生姜
焼きとか。それも
お箸で食べてい
る。

どんな⾁肉を⾷食
べるか
/⾁肉は何を
使って⾷食べる
か

（2）⾷食⽣生活について

家族での⾷食⽣生活の実態（全体）
主人と子どもが鶏
肉が好き。

ムネじゃないモモ
を煮込んだり、唐
揚げをしたりする。

煮込む時は、切っ
て圧力をかけるの
で、スプーンで食
べたりする。

唐揚げは、レモン
をつけたりして、お
箸で食べる。

肉なら何でも食べ
るが、私と娘が脂
身が嫌いだから、
食べるならささみ
が多い。

煮たり焼いたり。

フォークとナイフな
んて食卓に挙がら
ないので、箸で食
べている。

夏はしゃぶしゃぶ
はサラダに載せた
り、冬は煮込んだ
りする。

トマト缶を入れたり
もする。

基本お箸で食べ
る。

平日は主人の意
見は入らないの
で、豚肉のバラ
しゃぶしゃぶ用を
なんでも使う。

豚バラは、焼いた
り、トン汁に入れ
たりしている。

お箸で食べる。

2.食生活について（10）	
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サケ、マグロ、
イクラなど年年
間通してある
⿂魚への意識識

今年のサンマはこ
うというTVの
ニュースを見るだ
けで、イコール買
いに繋がらない。

旬の⿂魚の価格
感

今、何が旬とかよ
く分からない。旬
自体が、ピンとこ
ない。

あまり意識してい
ない。

サケは主人の実
家が函館なので、
主人の母からそろ
そろ送るからねと
連絡が入ると旬の
時期を感じる。主
人の実家からは1
匹を買って切り身
にして送ってくる
から、またグリル
で焼くのかと思う
ぐらい。

味つけの切り身な
らフライパンで焼
けば済むけど、サ
ケの切り身ならグ
リルで焼くから、ま
た洗わなきゃと思
うだけ。

生協のカタログを
見ると旬だから安
いということも分か
るが、それを買う
かどうかは考えな
がら選んでいる。

サンマやブリぐら
い。

練り製品でちょっ
とは頻度が増える
が、切り身を焼く
だけだとしても月1
回とか。

（それはどういう時
なのか）しばらく食
べてないなと思っ
て、スーパーで良
さそうなものを買う
とか。

（しばらく食べてい
ないと思いつくの
は?）給食のメ
ニューで何度か魚
があるのに、家で
は1回も食べてい
ないと気づいた
ら。

月1回くらい。

スーパーで魚が買
いたい雰囲気で並
んでいたりすると
買う。

（買いたい雰囲気
で並んでいるとい
うのは?）サンマが
秋で安かったりす
ると毎週食べるこ
ともあるが、今年
はあまりサンマを
食べていないなと
気づいたら買う。

（2）⾷食⽣生活について

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について
夏は、魚は食べな
い。

魚は、冬の方がお
いしいイメージが
あるから。

冬に刺身をたまに
食べるかな。

それは、娘と2人と
かで、刺身の鉄火
丼で手軽に済ま
せたりする。

ここ何ヵ月はやっ
ていない感じ。

最近はおでんシー
ズンなので、おで
んの練り製品で魚
を食べた気になっ
ている。

魚料理は作るとい
うより、刺身を買っ
てきて、魚を食べ
た気になってい
る。

刺身も月1回買う
か、買わないか。

⿂魚料料理理を作る
頻度度、メニュー

⿂魚の旬の意識識

2.食生活について（11）	
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私が行く売り場
は、ちりめんじゃこ
やイワシが置いて
あるところがあっ
て、真ん中に切り
身を置いて、左端
に刺身がある。

取り敢えず、ちり
めんじゃこのところ
に行って、切り身
を素通りして、刺
身のところに行く。

（どうして切り身は
素通りなのか）切
り身はメインのお
かずにならないと
いう考えがあるか
ら。

切り身そのものの
ボリュームもある
し、さらに一品作ら
なきゃいけないな
ら、刺身に行く。

ダイエーに行くこと
が多い。

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について
スーパーの⿂魚
売り場のイ
メージ
/好きな売り
場
/よく⾏行行く⿂魚売
り場

サケやブリなど決
まったものしか買
わないのでそれし
か見ない。

新しいものを見る
気もしない。

（どうしてか）調理
法も分からないか
ら。

週1回魚を食べよ
うとお腹に赤ちゃ
んがいる時は思っ
たが、今は月1～2
回しか魚を食べな
いので、じっと見る
ことはない。

この魚はこういう
調理に合っている
と書いてくれない
と分からない。

食べ方が分からな
いので、ちょっと書
いてある方が良
い。

グリルに最適と書
いてあったりする
こともあるので、興
味を持つものがあ
る。

（それは、レシピま
でいるか、焼き魚
に最適という言葉
がいいのか、出来
上がりの見本など
を置いて欲しいの
か）過剰に親切な
ら、ビジュアルを
載せて欲しい。

写真で、出来上が
りが分かるので良
い。（現状は）あま
りそこまで載せて
ない。

レシピを置いてあ
るところもあるが、
そこまでなくてもい
い。魚のところに
ビジュアルで出来
上がりが出ていた
らこうなるのねと
思うので、それで
良い。

（売り場はどこに
行っているのか）
放浪する方なの
で、どこになるか
な。

何とかに最適とい
うのは見るが、素
通りしちゃう。

イメージが湧かな
いから。

（今行っている売
り場は?）ライフか
西友だが、何も書
いていないと思
う。

（ライフや西友の
魚売り場はどう
か）どうも思わな
い。殆んど素通り
するだけ。

3.魚の摂取状況（1）	
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刺身は鈴木屋で
買っている。他の
スーパーは刺身
がおいしそうに見
えない。たまに
ヨーカドーでも見る
が、ニオイなどもイ
ヤで買わない。

鈴木屋は、刺身の
バイキングをよく
やってくれる。刺
身の盛り合わせ
がバーンとあるわ
けではなく、単品
で小さいものを
いっぱい売ってい
る。好きなものを4
つで1,000円と言
われる方が、ボン
と盛り合わせで
980円と言われる
より良い。1品1品
4種類買えるのが
良い。鈴木屋には
ふぐをさばける人
もいるので、安心
感もあるので。刺
身は鈴木屋で買
う。

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について
よほど自分が目覚
めて、魚を買う気
にならないと、
スーパーでも素通
りしてしまう。

（つづき）
スーパーの⿂魚
売り場のイ
メージ
/好きな売り
場
/よく⾏行行く⿂魚売
り場

スーパーで、
⾻骨や鱗鱗を取っ
てくれるサー
ビスについて

大きな魚だと、こ
の量をどうしよう?
と思うので、買う
のは切り身しか頭
にない。少子化だ
し、度量がないか
ら刺身や煮つけ、
焼くということが全
てできるわけじゃ
ないから、1匹さば
いてもらっても、い
ろいろな用途に調
理できない。

TVで、激安スー
パーで魚の袋詰
め放題を放送して
いたが、あんなに
買ってどうするん
だろうと思った。

スーパーで試食が
あったら良い。

スーパーはいろい
ろ行くが、ヨーカ
ドーとかサミットが
多い。

サミットでもさばい
てくれるが頼まな
い。

そこまで頼んで買
おうとは思わな
い。

3.魚の摂取状況（2）	
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一品作れるように
なっても、覚えた
かいがない。

家族の反応とし
て、冷ややかな感
じが浮かぶから。
（D:大喜びしない）

魚料理のメニュー
はあまり見ない。
肉もあまり…。

パンを作るので、
パンについては見
るのが好きだが、
料理系の本や情
報はあまり見な
い。すでに家にあ
る本は見るけど。

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について

主人は魚が嫌い
ではないが、余計
な手を入れてくれ
るなという感じ。

塩焼きが一番いい
らしい。

いじくったことをし
ないで、塩焼きな
どシンプルが良い
と言う。

たまに見る。

でも、魚料理はパ
ラパラと見て、こん
なのもあるんだな
と思う程度。

それを見て作るこ
とは殆んどない。

ネットのレシ
ピ、料料理理本に
ついて

⿂魚料料理理教室
や、グリルを
使わない⿂魚料料
理理などのアイ
デアへの興味

★全員:興味がな
い。

⿂魚料料理理に前向
きになれない
理理由

★全員:魚料理が
苦手。

3.魚の摂取状況（3）	
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さばくのはできる
が、まな板、手、
排水溝などからニ
オイがするのはイ
ヤ。

別にさばけなくて
も店でやっている
ので不自由しな
い。

⿂魚をさばくこと
/何がイヤな
のか

⿂魚料料理理が苦⼿手
な理理由

⿂魚の価格感

ニオイが嫌い。味
つけの魚を買うの
はニオイがないか
ら。

下ごしらえとか、
後片付けまでニオ
イがあるから。

昔はさばけたが、
今はやらないから
できないと思う。

きっかけはないけ
ど、やらなくなっ
た。

さばこうと思う魚を
買わないので、さ
ばいたことがない
かも。

（どうして魚料理
が苦手だと思う
か）魚料理は家族
があまり食べよう
と言わないから。

焼いてニオイがす
るのはイヤ。

さばくのはイカくら
い。あとは分から
ない。昔習ったが
覚えていない。

それから何十年も
経っていると思う
が、今さらまたや
ろうと思わない。
丸々来ちゃった
ら、どうしたらいい
か分からない。

私もニオイがイヤ。
一生懸命魚料理
を作っていた時
期、洗ってもシンク
にニオイが残っ
た。そうやって作っ
ても、やったわり
には子どもはちっ
とも喜ばない。

それに魚は値段
が高いと思う。切
り身を2切れで500
～600円など、結
構な金額になって
しまう。そうなると
肉の方が500、
600円で結構な量
があっていい。1品
として魚をメインに
するには高い。

自分が嫌いだし、
頑張って作っても
物足りないと言わ
れちゃうし…。

（魚が嫌い?魚料
理が嫌いなのか）
全体的にイヤ。ち
りめんじゃこやイワ
シ、おでんならニ
オイもなくていい
が。魚が入った
パックとか、サラン
ラップも、手もまな
板もニオう。

（ニオイが残らなけ
れば良いのか）多
少なら良いけどニ
オイはイヤ。

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について

あまり魚料理はや
らないが、ワン
シーズンに1回は
ブリを食べようと
思った時に見る
と、それなりにお
いしそうかなと思
う。でも、見ると結
構高くて、4切れ
買うことを考える
と、それに比べて
安い肉でバーッと
作った方が良いと
思う。

魚は高いと思う。
（どうして魚が高い
と思うのか）メイン
の1メニューなの
に、高い。

1品あたり、出来
上がるものを考え
ると価格は高いと
思う。

弁当用に魚も買っ
ているので、夜は
なかなか魚が出
ない。

3.魚の摂取状況（4）	
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（再度度）
⿂魚を提供する
側への要望

（そのニオイに釣ら
れて買っちゃうこと
は?）とんでもな
い。

揚げ魚に野菜を添
えたらおいしい。
でも、切り身だと、
揚げるお魚用にど
うやってカットすれ
ば良いかとか、そ
こまで気持ちが回
らない。

肉は薄切りや細
切りなど、いろい
ろな切り方のバリ
エーションがある。
魚も揚げやすいよ
うなカットがあれば
いいかもしれな
い。
（E:切り身が小さく
てフライパンにたく
さん入れられると
か）

私は「この魚でで
きた料理も売って
いる」とか、少しず
つ買えるものが
あったら買うかも。

（素材でも出来上
がりでも売ってい
る?）そう。結構切
り身は高いし、加
工してあるものと
か、少ない量など
でも売っていたら
買うかも。

ハードルを下げて
欲しい。
（E:とりあえずそこ
のステップからと
いう感じ）

魚料理は淡泊な
ので、それだけで
は物足りないとい
うイメージがある。

1品でボリューム
があって、肉に匹
敵するくらいのボ
リュームがあるな
ら考える。

★全員:そういう魚
のニオイがする売
り場はイヤ。

⿂魚のニオイ

⿂魚を提供する
側への要望

鮮⿂魚にゴミ処
理理パックが付
いている商品
への関⼼心

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について
関心がない。（全
員同意）

魚好きの息子に
聞いたら、いつも
は冷凍食品か刺
身だが、やはりニ
オイだろうと言って
いた。

この時期、発泡ス
チロールの入れ物
に、旬のサンマを
バーンとそのまま
入れてあってビ
ニールに入れるの
だが、魚のニオイ
で遠巻きに見てし
まう。息子のよう
に、魚好きでも抵
抗があるようだ。

売り場に試食が
あって、簡単に作
れるなら、ちょっと
食指が動く。

骨が嫌い。骨がな
くて安心して食べ
られるなら良い。

（そういうものもあ
ると思うが?）うー
ん、そうかもしれな
いけど…。

3.魚の摂取状況（5）	
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⾃自分が⿂魚を
ちゃんと⾷食べ
ることができる
か

できない。 人並みだと思う。 できない。

生協で買う味つき
の魚は週3回弁当
に入れる。夜の食
卓に上るのは2週
間に1回。生協で
買うのはサバの味
噌煮などお湯でボ
イルするだけのも
のもあるので、晩
ご飯にも使う。

サバの味噌煮は
息子だけが食べ
る。だから、1人前
用が欲しい。数切
れ買って自分で調
理するよりも、1人
分の調理済みが
ある方が良い。息
子はきれいに骨も
取る。息子はあら
素敵という感じで
魚を食べるから。

（つづき）
⿂魚を提供する
側への要望

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について

⼦子どもに⿂魚の
⾷食べ⽅方を教え
たことがある
か

★全員:子どもに
魚の食べ方を教え
ていない。

うちの息子は食べ
たいが故の本能
で分かったのだと
思う。教えたこと
はないから。

サンマは骨をこう
やって取れば食べ
やすいということ
は教えた気はする
けど。

見せたことはある
かもしれないが、
子どもはできな
かった。

3.魚の摂取状況（6）	
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A B C D E

国産⿂魚のイ
メージ

作るようになりた
い。

取り敢えず食卓に
増やしたい。手段
は、レンジでもい
いけど。

多少。（A、C同
意）

⾃自分でもっと
⿂魚料料理理を作り
たいか

震災の前までは
意識しなかった
が、震災後は農産
物についていろい
ろと言われている
ので、魚は大丈夫
かと気になる。

新鮮でおいしいの
かなと思う。

震災復興で買い
たいと思う。

輸入のお魚という
ことは、買い控え
ることもないし、国
産と分け隔てな
い。

海産物の⾃自給
率率率6割につい
て

海に囲まれている
から。

「ふーん」という感
じ。

何がそんなにある
のかな?という感
じ。

冷凍のイメージ。
新鮮なうちに冷凍
されたら、輸入品
でも大丈夫だと思
う。

でも、なんとなく、
中国はイヤ。

輸⼊入⿂魚のイ
メージ

海産物の⾃自給
率率率は

10%を切るぐらい。 2～3割。 とても少ないと思
う。

想像がつかない。 2割。

大事にしようという
ことを習ったという
こと?

ニュースでやって
いたら「ふーん」と
見るが、あまり意
識はしない。

海洋資源に恵
まれている⽇日
本の環境を⼤大
事にしよう、と
習ったことが
あるか

★全員:習った記
憶がない。

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について

⿂魚に限らず、
⽇日本の⾃自給率率率
について

3.魚の摂取状況（7）	
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A B C D E

前はIHで今ガスだ
が、別に変わらな
いと思う。

⿂魚の⾻骨を⾷食べ
ることについ
て

揚げれば良いと思
う。

おつまみに揚げた
骨は食べるけど、
調理ではやらな
い。

それなら小さいイ
ワシやシシャモの
骨を食べたらい
い。

⿂魚料料理理に適し
た熱源

★全員:ガスを使っ
ている。

魚は魚でボンと切
り身だけ。

魚と肉なら、肉が
良いと言う。

★全員:たまにす
る。
★全員:自分で焼
く。

焼き⿂魚を作る
か

大根おろしを添え
るのが面倒。焼い
て、さらに大根お
ろしをするなんて
面倒。

⾷食卓の装飾 ムニエルなら、粉
ふき芋とかぐらい
はする。

夫は⿂魚料料理理が
好きか

夫は実は⿂魚料料
理理が好きなの
に、⾔言い出せ
ないのでは

おでんも好きじゃ
ないから、間違い
なく魚は好きじゃ
ない。

★全員:主人は魚
料理が好きではな
い。

⿂魚料料理理が好き
か

嫌いじゃない。 嫌いじゃない。

私の魚嫌いはな
おらないかもしれ
ないが、子どもが
大きくなって魚の
食べ方を知らない
ということがあった
らかわいそうだか
ら。子どもが食べ
て欲しい。

成長と共に子ども
が一緒に食べなく
なるので。主人は
魚が好きではない
し、自分だけなら
デパートで買って
も良い。

嫌いじゃない。

ただ、特に好きと
いうわけじゃない。

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について
今はお肉野菜中
心だからメニュー
を増やしたい。

これから歳を取っ
ていくと、段々肉
が食べられなくな
ると思うので、魚を
増やしたいと思
う。

子どもが成長する
と、私1人の食卓
が増えるので、あ
えて増やさない。
今のままで良い。

⿂魚を⾷食べなけ
ればと思う理理
由

3.魚の摂取状況（8）	
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A B C D E

回転寿司の選
択理理由

オープンした
ての回転寿司
店舗への興味

新しいところは、
行かない。

行くのは、おいしさ
というより、近所だ
から。

おいしいのを食べ
たい時は、スシ
ローに行く。

うちはスシローとく
ら寿司を食べ比べ
たが、主人はくら
寿司の方が好きら
しい。

くら寿司。主人が
好きな店だから。

よく⾏行行く回転
寿司店

びっくり寿司。 くら寿司。あとはス
シローにも行く。

魚屋路。 銚子丸。

回転寿司は⾏行行
くか

★全員:回転寿司
に行く。

外⾷食の⿂魚 ある。
回転寿司。

ある。

寿司もあるが、煮
たものとかをファミ
レスでも食べる。
自分でやらないか
ら。

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⾃自宅宅で作る⿂魚料料理理について

中⾷食の⿂魚 買いたいと思って
探したが、デパ地
下で魚の惣菜を見
つけられなかっ
た。

⿂魚料料理理の中⾷食・外⾷食について
高いから…。 焼きまで終わって

いると、硬そうでお
いしくないと思う。

試食があれば興
味を持つ。

「未利利⽤用⿂魚
種」という⾔言葉葉
の認知度度

★A以外全員:知ら
ない。

さかなクンがテレ
ビで紹介してい
た。居酒屋で未利
用の魚をつまみで
出しているらしい。
大田区らしい。ま
ずは生でなく調理
済を食べたい。

3.魚の摂取状況（9）	
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A B C D E

パルシステムはそ
ういう情報を載せ
ている。こだわり
がある国産は高い
ので、ご褒美とし
て買うことがある。

普段はアメリカと
かオージービーフ
も買って冷凍庫に
入っている。アメリ
カ牛はあまり出
回っていないの
か、最近はオー
ジービーフが多
い。国産は高い。

⾁肉の産地、ト
レーサビリティ
への関⼼心

⾁肉の脂⾝身・⾁肉
汁について/
産地による脂
⾝身・⾁肉汁の違
い

昔ほど感じない。 今もおいしいかな
…。

（産地によって脂
身や肉汁が違う
か）そこまでは、
意識していない。

オーストラリア牛
はニオイが気に
なったことがあっ
たので、使ってい
ない。

国産⾁肉と輸⼊入
⾁肉のどちらが
好きか

何もない。野菜は
気にするけど、肉
はそんなに…。

狂牛病があったの
で、どうかな?と
思ってアメリカ産
は買わない。

回転寿司店に
⾏行行くタイミング

回転寿司店の
情報チャネル

TVC M 。

土日に行く。夕飯
を作りたくない時
など、外食＝くら
寿司みたいな感
じ。

夕飯を作りたくな
い時に。

割引券付きのチラ
シが入っていたら
行く。

お腹が空いている
から、すぐに食べ
たい時。

いつもくら寿司は
混むので、5時半く
らいに行ける時
に。

私はあまり量を食
べない。ファミレス
の定食は、私には
ご飯の量が多い。

くら寿司は好きな
だけ選べるし、食
べただけお金を払
えばいいので、私
には丁度良い。

（3）⿂魚の摂⾷食状況

⿂魚料料理理の中⾷食・外⾷食について
私はあまり生の魚
を食べない。

主人と子どもは食
べるけど、私は
コーンとかを食べ
ている。

うちは殆ど行かな
い。

回転寿司の良良
さ

3.魚の摂取状況（10）	
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A B C D E
（3）⿂魚の摂⾷食状況

⿂魚料料理理の中⾷食・外⾷食について
⿂魚と⾁肉の脂肪
分の違い

魚の方が、脂肪分
が低いことは知っ
ている。

（A、C、E:知らな
い）だから魚の方
が体に良いという
ことだが、あまり
魚は好きじゃない
から…。

栄養士だったか
ら、そういう脂肪分
の違いなどは知っ
ている。

面倒くさいから、
魚はあまり食べな
いけど。

3.魚の摂取状況（11）	
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A B C D E

ネットスー
パーの利利⽤用

週末にまとめ買い
をする時は、運転
してもらうことも
あって、全員で行
く。平日に足りな
いものを買う時は1
人。

（家族が何が食べ
たいかというの
は、買い物に反映
するのか）メニュー
を考えるのが面倒
で、私の方からリ
クエストを聞くの
で、結構反映して
いる。

1人で行く。 1人で行く。 1人で行く。1人で行く。買い物は1⼈人
か

見て買いたいし、
スーパーで買い物
するのが好きだか
ら、利用したことは
ない。

★全員:利用なし。

★全員:今後の利
用意向なし。

まとめ買い。 毎日買い物をす
る。

よく⾷食料料品を
購⼊入する店

★全員:スーパー
で買う。

生協。

（3）⿂魚の摂⾷食状況

スーパーでの⾷食材の購⼊入状況
生協も使ってい
る。

2～3日に1回買い
物をする。

買い物の頻度度 まとめ買い。 毎日買い物をす
る。

3.魚の摂取状況（12）	
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給⾷食を出して
くれてラクで良良
いと思ってい
る（いた）か

横浜市は、ハマ
ポークがある関係
で給食を残して良
いというスタイル
があった。

給食の残飯を豚に
食べさせて、その
豚が給食に上が
るという壮大なこと
なのだが、自分た
ちが給食を残して
も豚に行くからい
いという意識が
あった。だから食
育のポイントはど
こなのか。そこは
どう教えるかが難
しいと思う。

うちは4年だから
学校で習って欲し
い。

学校で習うことは
真に受けるから。

自分が言っても三
角食べをしてくれ
なかったし、よく噛
んでくれなかっ
た。（B、E同意）

うちの子の年代は
食育がなかった。

レタスとキャベツ
の区別もつかな
かった。

でも成長していけ
ば自然と覚えるも
のだから、20歳に
なってから言って
もねというのはあ
るが、小学生当時
に食育をやって欲
しかったと思う。

未だに、1つのも
のを食べ終わるま
で次を食べないか
ら、食育はやった
方が良い。

めったに食べない
から、グリルを使っ
てもいいけど。キッ
チンを新しく取り替
えたら、グリルも
使いやすいのだ
が、月1回未満し
かやっていない。

グリルを使っても
いいけど、焼くだ
け。

（4）⿂魚に対する潜在意識識・⼦子どもの⾷食育について

⿂魚に対するイメージ

専門的な理論は
学校で教えて欲し
い。

ただ、理論だけで
は身につかないか
ら、家で作る機会
などは与えたい。

⾷食育は⾃自分で
実施したい
か、学校に任
せたいか

温めるだけ。 真空で、温めるだ
け。

焼くだけ。フライパ
ンで焼くだけ。

グリルは簡単じゃ
ない。

簡単な⿂魚料料理理
のイメージ

★全員:給食は、ラ
クで良い。

給食がきっかけで
エビが食べられな
くなった。

子どもも未だにあ
のスープでエビが
食べられなくなっ
たと言う。今も、エ
ビアレルギーとい
うことにして、宿泊
する時は食べなく
ていいようにして
いる。給食は良
かったけど、あの
エビの調理法は
間違ったんじゃな
い?と思う。

⼦子どもの⾷食育について

4.魚に対する潜在意識・子どもの食育について（1）	
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A B C D E

⿂魚料料理理をもっ
と作るには
/⼦子どもが⿂魚
料料理理を好きに
なるには

⼦子どもの箸使
い

上手に使う。 上手に使う。 上手に使う。 箸は使うが、魚の
骨を外すのは手で
取る。（C同意）

魚も切り身だけで
はなく、肉のように
いろいろな形態で
売っていたら、レ
パートリーやでき
ることが増えそう。

ある程度加工して
あるものが増えた
らいい。フライとか
フリッターとか、手
間がもっと省ける
ように、粉もついて
いる方が良い。

（A:生協はそうなっ
ている）（E:味つけ
も醤油味だけでは
なく、トマト味とか
いろいろあるとい
い）（Ａ同意）もっと
加工したものがあ
ると良い。

全くEさんに同感。
（E:切り身だと焼く
だけという発想し
かないから）

給⾷食の試⾷食体
験

友達がやってい
る。
給食は、結構まん
べんなく出ていた
から、不満はな
かった。

給⾷食担当の栄
養⼠士と接する
機会

思ったより週に何
回も魚があると
思ったので、その
ままでいい。

給食の試食があ
り、試食したらお
いしかった。メ
ニューはマグロの
煮込みみたいな
感じ。

ブロック状のマグ
ロをご飯の上に載
せて食べる感じ。
ご飯と丁度合って
おいしかった。

給⾷食の⿂魚料料理理
の頻度度や
メューバランス

バランス良く出て
いて、昼にバラン
スを取ってくれる
ので、安心してい
る。

献立表では、うち
で真似できそうな
ものしか覚えてい
ない。

サケをゆず風味に
焼くとか、そんな
に難しそうではな
いから私も真似で
きそう。

給⾷食の⿂魚料料理理
について

（4）⿂魚に対する潜在意識識・⼦子どもの⾷食育について

⼦子どもの⾷食育について
給食の話はあまり
しなかった。

今日は魚料理だっ
たと子どもが教え
てくれた。別にお
いしいとかも言わ
ない。

メニューの事実を
教えてくれるだ
け。

4.魚に対する潜在意識・子どもの食育について（2）	
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（参考）ご家庭の食事に関するアンケート　調査項目（プレ調査）	

(SA)プレF1．あなたの性別をお答えください。

1

2

(SA)プレF2．あなたの年年代をお答えください。

1

2

3

(SA)プレF3．あなたのお住まいの地域をお答えください。

1

2

3

4

5 さいたま市

6

7

8

9

10

11

(SA)プレF4．あなたの職業をお答えください。

1

2

3

4

5

6

(SA)プレF5．あなたの家族構成をお答えください。

1

2

3

4

5

(NF)プレF6．同居家族の⼈人数をお答えください。

選択肢

選択肢

配偶者と二人暮らし

子ども（一人以上）または片親（一人）の世帯

配偶者と子ども（一人以上）の世帯

配偶者と子ども（一人以上）と親の三世代世帯

その他

選択肢

専業主婦（主夫）

パート・アルバイト

派遣社員

会社員（契約社員含む）・公務員・団体職員

自営業

その他

東京23区

横浜市

川崎市

千葉市

名古屋市

大阪市

京都市

神戸市

福岡市

その他

選択肢

30代

選択肢

男性

女性

40代

その他
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(SA)プレF7．1番⼩小さいお⼦子さんの年年齢をお答えください。

1

2

3

4

5

6

(SA)プレF8．あなたの家の世帯年年収をお答えください。

1

2

3

4

5

6

7

(SA)プレ問1．ご家族の⽅方は⾁肉類は好きですか。

1

2

3

4

(SA)プレ問2．ご家族の⽅方は⿂魚介類は好きですか。

1

2

3

4

(SA)プレ問3．ご家庭で⾷食べる⾁肉類・⿂魚介類の購⼊入頻度度をお答えください。
項目 選択肢

1 肉類 ほぼ毎日

2 魚介類 週に3～4回以上

3 週に1回程度

4 月に2～3回程度

5 月に1回も食べない

選択肢

好きなほう

どちらともいえない

嫌いなほう

アレルギー等で食べられない家族がいる

200万円未満

200万円以上～300万円未満

300万円以上～400万円未満

400万円以上～600万円未満

600万円以上～800万円未満

アレルギー等で食べられない家族がいる

選択肢

好きなほう

どちらともいえない

嫌いなほう

800万円以上～1，000万円未満

1，000万円以上

選択肢

0～3歳

4～6歳

7～12歳

13～15歳

16～19歳

20歳以上

選択肢
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（参考）ご家庭の食事に関するアンケート　調査項目（本調査）	

(MA)問1．ご家庭でよく⾷食べる⾁肉類の種類をお答えください。

1

2

3

4

(MA)問2．ご家庭でよく購⼊入する⾁肉類の形態をお答えください。

1

2

3

4

5

6

(MA)問3．ご家庭でよく購⼊入する⾁肉類加⼯工⾷食品の形態をお答えください。

1

2

3

4

5

(SA)問4-‐‑‒1．ご家庭でよく⾷食べる⾁肉の1⾷食あたりの予算はいくらぐらいですか。

1

2

3

4

5

6

7

(SA)問4-‐‑‒2．ご家庭でよく⾷食べる⾁肉の1⾷食あたりの数量量（g）はいくらぐらいですか。

1

2

3

4

5

6

501～800円

801～1000円

1，001～1，300円

1，301円以上

1，001g以上

ブロックなどの大きい単位

角切りなど１口大

骨付き状のもの

ロースやバラなど薄切り

選択肢

100g未満

101～300g

301～500g

501～800g

801～1000g

選択肢

牛肉

豚肉

鶏肉

その他

選択肢

ひき肉

その他

選択肢

缶・瓶詰

レトルト

冷凍

ハム・ソーセージ・ベーコン

その他

選択肢

100円未満

101～300円

301～500円
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(MA)問5．ご家庭でよく⾷食べる⿂魚介類の種類をお答えください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

(MA)問6．ご家庭でよく購⼊入する鮮⿂魚の形態をお答えください。

1

2

3

4

5

(MA)問7．ご家庭でよく購⼊入する⿂魚介類の加⼯工⾷食品の形態をお答えください。

1

2

3

4

5

6

7

8

(SA)問8-‐‑‒1．ご家庭でよく購⼊入する時の、鮮⿂魚の1⾷食あたりの単価はいくらぐらいですか。

1

2

3

4

5

6

7

(SA)問8-‐‑‒2．ご家庭よく購⼊入する時の、鮮⿂魚の1⾷食あたりの数量量はどのくらいですか。

1

2

3

4

えび

貝類

いか

たこ

その他

さけ

さば

さんま

ぶり

白身の魚

家族の人数に応じて、1人複数切れ/複数匹/複数パック

刺身

その他

選択肢

缶・瓶詰

1切れ/1匹/1パックを家族の人数で分ける

801～1000円

1，001～1，300円

1，301円以上

選択肢

家族の人数に応じて、1人1切れ/1匹/1パック

選択肢

まぐろ

あじ

いわし

海藻類

その他

選択肢

1匹（1杯）まるごと

1匹（1杯）鱗・内臓処理をしたもの

切り身

レトルト

冷凍

魚肉ハム・ソーセージ

練り物

干物

乾物

その他

選択肢

100円未満

101～300円

301～500円

501～800円
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(MA)問9．ご家庭で⾷食べる好きな⿂魚料料理理を、家族別にお答えください。
項目 選択肢

1 自分（あなたご自身） 刺身・寿司

2 子ども 焼き魚

3 夫や他の家族 照り焼き

4 煮付け

5 ホイル焼き

6 ムニエルなどフライパンで焼いたもの

7 揚げ物（天ぷら・フライ）

8 鍋物

9 その他

(SA)問10．以下の項⽬目をイメージした際、⾁肉料料理理と⿂魚料料理理のうち、当てはまる⽅方をお答えください。
項目 選択肢

1 調理コストが手ごろ 肉料理

2 調理が簡単 魚料理

3 短時間で調理できる

4 メニューが豊富

5 美味しい

6 食べ飽きない

7 満足感がある

8 料理の香りがいい

9 栄養価が高い

10 健康によい

11 スタミナが付く

12 子どもにもっと食べさせたい

13
自分自身ももっと食べるようにした

い

(FA)問11．⿂魚料料理理のどこを改善すれば良良いと思いますか。

(FA)問12．⿂魚料料理理のどこをアピールすると、もっと多くの⼈人が⾷食べると思いますか。

(MA)問13．ご家庭で⾷食べる⿂魚介類の購⼊入場所はどちらですか。
 　 　 　 　      利利⽤用頻度度の多いものを最⼤大3つまでお答えください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ネットスーパー

生協宅配

会員制食品宅配サービス

インターネットショップ（産直）

その他

選択肢

大型スーパー

食品・日用品中心のスーパー

生協

魚屋（個人商店）

市場など直売所
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(MA)問14．そこで⿂魚介類を購⼊入してる理理由として、⼤大きなものを２つお選びください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(SA)問15．ネットスーパー(宅宅配)等の利利⽤用頻度度をお答えください。

1

2

3

4

5

6

(MA)問16．ネットスーパー(宅宅配)等の継続利利⽤用をしない、または利利⽤用しない理理由をお答えください。

1

2

3

4

5

6

7

(MA)問17．ネットスーパー(宅宅配)等を利利⽤用してる理理由をお答えください。

1

2

3

4

5

6

7

8

店頭で買った方が新鮮に感じられた

希望の商品が少ない・なかった

その他

選択肢

必要な時にすぐ届けてもらえる

交通の便がいい

その他

選択肢

半年に1回程度利用

利用したことがない

選択肢

商品が安い（特売が多い）

店の信頼性がある

店員のサービス・対応が良い

店舗がきれい・おしゃれ

家から近い

大きな駐車場を完備・または近くにある

選択肢

品ぞろえがいい

商品の鮮度がいい

商品の質がいい

1回またはお試し期間内の利用のみ

週1回以上利用

月1～2回程度利用

数か月に1～2回程度利用

宅配の購入の仕方が生活に合わなかった

商品の価格が高かった

送料が高く感じられた

注文の手続きが面倒だった

商品の価格が手ごろだった

注文の手続きが店頭で買うより煩わしくない

希望の商品が多い

産地や提供者など質の高いものが揃う

調理や食べるのに便利な状態で提供されている

投薬のない養殖などこだわりの商品が手に入る

その他
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(SA)問18．ご家庭で⾷食べる⿂魚介類を購⼊入する際の優先順位を以下の中からお答えください。
項目 選択肢

1 1位 調理の簡便さ

2 2位 価格

3 3位 栄養価

4 4位 新鮮さ

5 5位 国産品など品質

(MA)問19．ご家庭で⿂魚介類を⾷食べる際に感じることをお答えください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

(MA)問20．ご家庭で⾷食べる⿂魚介類を購⼊入する際に参考となる情報は何ですか。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

(MA)問21．ご家庭で⾷食べる⿂魚介類を購⼊入する際に参考となる情報はどのように発信してほしいですか。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

味付けがいつも同じになりやすい

ねぎ、しょうがなどの薬味をつける

衣をつけたり何かと混ぜるなどボリュームを増やすようにしている

肉料理も一緒に用意するようにしている

他のメニューとの組合せが難しい

野菜と合うようにしている

シンプルな味付けにしている

調味料を工夫し、味のバリエーションをつけるようにしている

生産者（漁業組合・食品メーカー含む）のホームページ

国や行政の水産物関連ののホームページ

レシピサイト

TVの料理番組や特番

選択肢

どちらかといえば和食のメニューになりがち

どちらかといえば洋食のメニューになりがち

白いご飯と合うようにしている

白いご飯が進みやすい

その他

あまり意識しない

選択肢

新鮮な魚の選び方

産地や生産者情報

養殖か天然か

養殖に使用された水産医薬品等の情報

賞味期限や日持ちする保存方法

さばき方

レシピや魚に合ったお勧めの調理法

簡単な調理法

栄養素

その他

選択肢

商品パッケージ

店頭のポップ

販売店のちらし

販売店のホームページ

料理雑誌

その他
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(MA)問22．ご家庭で⾷食べる⿂魚介類を購⼊入する際に参考となる情報は
                           誰に発信してもらうと理理解しやすいですか。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

(MA)問23．⿂魚介類を購⼊入する際に店頭側に求める事をお答えください。

1

2

3

4

5

6

7

(SA)問24．以下の⾷食に関するサスティナビリティ(※)について、
                           ご⾃自⾝身の考えに当てはまるものをお答えください。

項目 選択肢

1
魚介類の安定した供給のため、生態
系や環境に配慮した漁業活動自体が

必要だと思う

非常にそう思う

2
生態系や環境に配慮した漁業活動を

支援することが必要だと思う
そう思う

3 あまりそう思わない

4 思ったこともなかった

(SA)問25．次の認証制度度を知っていますか。
項目 選択肢

1 MSC 意味も含めて知っている

2 MEL 名前や認証マークだけは見た・聞いたことがある

3 今回、初めて知った

(SA)問26．MSCやMELの認証マークのついた⿂魚介類を購⼊入することで、
                           ⿂魚介類の安定した供給活動を⽀支援したいと思いますか。

1

2

3

4

非常にそう思う

そう思う

あまりそう思わない

まったくそう思わない

下味が付いたものを販売して欲しい

冷凍食品など、加熱するだけの状態にしたものにして欲しい

その他

選択肢

選択肢

魚に関する資格のある人

鮮魚販売など専業にしている販売員

魚の選び方やレシピに詳しいカリスマ主婦

TV・雑誌などでよくみる料理家

同じ年代くらいの主婦をしている芸能人やモデル

栄養士

漁業関連に従事している人

国や行政の水産物関連担当者

大学教授など水産物や栄養学に詳しい研究者

その他

選択肢

惣菜の種類を増やして欲しい

バイキング形式で少量ずついろんなものを購入できるようにして欲しい

包装を匂いが目立たないようにして欲しい

切り身の単位を小さくして欲しい
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(SA)問27．認証制度度に従った漁業活動の結果が、
                           ⼩小売価格に反映された場合、あなたはどこまで受け容れられますか。

1

2

3

4

5

6

(SA)問28．あなたは次の資格を知っていますか。
項目 選択肢

1 おさかなマイスター 意味も含めて知っている

2 日本さかな検定(ととけん) 名前だけは見た・聞いたことがある

3 シーフードマイスター 今回、初めて知った

(MA)問29．おさかなマイスター、  ⽇日本さかな検定、
                           シーフードマイスターのような資格についてどのように思いますか。

1

2

3

4

5

自分も受けてみたい

1円でも小売価格に反映してほしくない

選択肢

小売価格の10%までなら高くても認証の商品を買う

小売価格の10%以上でも認証の商品を買う

小売価格の5%までなら高くても認証の商品を買う

小売価格の8%までなら高くても認証の商品を買う

選択肢

小売価格の3%までなら高くても認証の商品を買う

子どもが興味を持ったり、受けられたりするものがあると良い

販売者は資格を持っていた方が良い

生産・加工者は資格を持っていた方が良い

その他
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 「子育て世代の消費動向	
～子育て世代の食選択の背景～」	
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